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序文

熊本県教育委員会では、平成5年度から9年度にかけて県営緊急畑地帯総合整

備事業（須恵・深田地区）に伴って発掘調査を実施しました。本書は球磨郡深田

村に所在する「灰塚遺跡」の調査報告書です。

調査の結果、旧石器～近世の遺構・遺物が出土しましたが、旧石器～縄文時代

につきましては「灰塚遺跡（1）」として報告書を作成し、今回報告するのは主に

古代～中世の成果です。調査の結果多数の遺物・遺構の検出により球磨地方にお

ける遺跡の性格を知るうえで、貴重な資料を得ることができました。今回の成果

が学術のみならず、県民の皆様をはじめ多くの方々に広く活用され、埋蔵文化財

に対する関心と御理解を深めていただく一助になれば幸いに存じます。

最後に埋蔵文化財の発掘調査にあたりましては、専門調査委員の先生方の御指

導・御助言を賜り、また、御協力いただいた県農政部・球磨地域振興局耕地課．

深田村役場・深田村教育委員会、および、地元の方々に対し心から厚くお礼申し

上げます。

平成13年3月31日

熊本県教育長

田中力男
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1本書は県営緊急畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財の調査報告書であり、平成5～9年度に実施した

灰塚遺跡調査報告書の第2冊であり、基本土層Ⅲ層の検出の遺構・出土の遺物を掲載した。

2調査は熊本県農政部から委託を受け熊本県教育委員会が実施し、遺物の整理・保管は熊本県文化財収蔵

庫で行った。

3現場での遺構実測・写真撮影は各調査員が、遺物取り上げと地形測量は各調査員が行い一部、㈲埋蔵文

化財サポートシステムの委託事業とした。

4遺物実測は井上美保・横山明代・乗富祐子・山下義満が行い、一部、出合宏光（相良村教育委員会）の

協力を得た。またトレースは井上・横山・緒方千代子・境美恵子・陶山千鶴子・平岡真紀子が行い、上山

光美の協力を得た。観察表等のデータ作成は乗富祐子・米倉五月・福田信子が行った。遺物写真は主任学

芸員亀田学の指導を受け、平岡が主として行い、一部山下が補足した。

5本書の小字図に使用した地形図は県農政部から提供を受けたものをもとにして作成した。また遺跡空中

写真は深田村教育委員会より提供を受けた。

6本書の執筆・編集は熊本県文化財収蔵庫で行い、山下が担当した。

凡 例

1現地での実測図は以下の縮尺で作成した。

掘立柱建物・列状柱痕1／20堀1/20竪穴住居1/20土坑・土墳墓類l／10

2本書作成の際には以下の縮尺とした。

掘立柱建物・列状柱痕1／120堀l/60‐120‐240‐480竪穴住居l／60士坑・土壌墓l/30

不明遺構l／10‐30‐40

3遺構は以下のように記号とした。

掘立柱建物（SB）・列状柱痕（SA）・溝・堀（SD）・竪穴住居（SH）土坑・土壌墓（SK）l／10

・不明遺構（SX）

4本遺跡は遺構の切り合いが多く、その新旧関係は「＞」で提示した。A遺構がB遺構がより新しい場合

はA＞Bと表記する。

5遺構の方位は真北である。

6地形図はⅢ層の検出面を設定とした。

7特長のある遺構・遺物にはトーンを使用した。

8掲載写真のスケールは編集の都合により任意とした。
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第2節調査の方法と層位

第I章 調査の概要

調査に至る過程・位置・調査の概要については

「灰塚遺跡（1）｣に報告してあるので、ここではそ

の概要を記することにする。

第1節遺跡の位置

本遺跡は熊本県球磨郡深田村字灰塚に所在する。

深田村は須恵村・相良村・免田村と隣接し、この

範囲を中心として球磨盆地の中央、通称「中球磨」

に位置する。球磨盆地を二分するように西流する球

磨川に近接し遺跡はこの右岸に位置する。

第2節調査の方法と層位

調査は工事施工関係により順次調査を行い、A～

F調査区を設定し、l辺が10mのグリット設定を行

った。グリットは地形に則した任意で、東西軸をア

ルファベット・南北軸をアラビア数字で示した。

基本層位は以下のように示した（第1図)｡また撹

乱が激しい第2層までを表土剥ぎとし、第3層から

の検出とした。

第1層灰褐色砂質土

表土層であり現耕作地である。かなりの撹乱を受

けている。

第2層黒褐色砂質土

縄文時代後期～中世以降の遺物の出士が認められ

るが、撹乱が激しい。

第3層黄褐色土

アカホヤ火山灰で基本的には無遺物層である。土

質により2層に分層ができ3a・3bとした。3a

はアカホヤ火山灰の二次堆積土で縄文時代後期～中

世の遺物を含む。3bはアカホヤ火山灰の1次堆積

土である。第4層との入り乱れが一部に見られ早期

遺物出土が認められる。

第4層暗褐色土

縄文早期の包含層で暗褐色士である。苦土と呼ば

れる凝固した黒色のブロックが認められる。

第5層赤褐色粘質土

粘‘性を持つ無遺物層できめ細かい。

第6層灰黄褐色粘質土

無遺物層で粘'性を持つが、砂利を多く含む。

「灰塚（1）｣では基本層位の4層、本書は第3層で

の検出・出土の遺構・遺物が対象である。

本書の作成にあたり新たに整理指導・協力を頂いた

（順不同・敬称略)。

村上恭通（愛媛大学）

勢田広行（荒尾市教育委員会）

美濃口雅朗（熊本市教育委員会）

江浦久志（天草創磁久窯）

小畑弘己（熊本大学）

塚本敏夫（元興寺文化財研究所）

福原博信(五木村教育委員会）

山本哲也（刀匠祐忠）

l層現耕作土

灰褐色砂質士

2層

黒褐色士

3層3a

3b

4層

暗褐色土層

5層

ロームI

赤褐色粘土質

6層

ロームⅡ

(砂利を多く含む）

灰黄褐色粘土質

第1図模式土層図

古代～

中世の遺物

縄文後．晩期～

中世の遺物

縄文早期

無遺物層

無遺物層

－1－
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第1節遺構

第Ⅱ章調査の成果

第1節遺構

1はじめに

本遺跡は遺構として掘立柱建物（SB）78棟・列

状柱痕（SA）12基・溝・堀（SD）11条・土墳墓

（SK）214基・土坑（ST）219基・不明遺構（S

X）10基の総計544の遺構が確認され、その全てに

ついて説明を加えることが必要であるが、遺構につ

いては遺構一覧表（表l～12）を作成し、その特長

のあるものについての記述に留めた。出土遺物につ

いては土師器を中心とし、伝世の要素の強い輸入陶

磁器は太宰府編年に従った。（表13）

遺構の特長ある面については以下のトーンを使用

した。

燃焼面繍繍鍵カーボン篭鍵騨

灰：：：：シラス′』､('、）

硬化面蕊毅蕊粘土質撫撒溝

柱痕跡骨ブロック溌鰭ぐ

赤色面冒三三三撹乱

2掘立柱建物（SB）（第10-51図）

本遺跡から多数の柱穴が検出されたが、掘立柱建

物として確実な遺構として78棟を確認した。土中に

柱穴を形成しこれに柱を持って建物を形成する遺構

を掘立柱建物としSBで表記した。この中での柱間

隔は真々制で測定し、柱痕跡が存在した場合は痕跡

の中心から、また柱穴だけの場合はその中心からと

した。柵状柱列（SA）の柱間隔も同様とした。

掘立柱建物は平面形態の短軸と長軸をそれぞれ

「梁行×桁行」とし、これを提示し類別とした。位

置はグリットを（）で提示した。以下この分類に

従って提示する。また掘立柱建物は側柱建物と総柱

建物に分類され、庇付が存在する。また特異な掘立

柱建物と遺物ついては後述する。データは表l～3

に提示した。

1間×2間

このタイプはSB－19（K－l5）・SB－63（G

－8）の2棟である。SB－19は梁行が桁行に対し

やや幅広で、全体は長方形を呈し、身舎面積は14．2

㎡である。SB－63はA一A'の中間にピット2が

あるが、対応するB－B′にはピットが存在しない

が整理上ここに仮置きした。身舎面積は15.5㎡とS

B－l9と規模はほぼ同じである。

1間×3間

SB－1（M－20．21）・SB－2（M・N－18）

・SB－38（N－l4）がこれに相当する。

SB－1．2は遺跡北端に位置し、梁行は1間だ

けであるが幅広い。この間に柱があると2問×3間

の形態になる。身舎面積も類似する。SB－2のC

－C′にやや小型のピットが見れる。柱穴としては

弱く、補助的な機能を持つものか。これがSB－l

・2の梁行の幅広の解釈のキーワードとなるか。S

B－38はSB－1．2に比べやや小型の建物である。

これは梁行・桁行に差異があるためである。

2間×2間

SB－3（N-18）・SB－ll（J－13．14）・

SB－24（K・L－15）・SB－25（K・L－14）

・SB－28（L－14．15）・SB－29（L－13．14）

・SB－67（G・H－4）がこれに相当する。2間

×2間なので方形を呈すのであるがSB－3．29の

実際は長方形を呈する。梁行に当たる柱間が桁行間

に対して狭いために長方形を呈しているが、11．24

・28は方形近い。身舎面積は19．0㎡～12.5㎡と差が

ある。SB－67は総柱で遺跡南端より検出された。

2間×3間

掘立柱建物の形態中最大数で、SB－5（J－16

．K－16）・SB－9（H・J－13）・SB－10（J

－l3）・SB－12（H・J－l4）・SB－l3（J－

14．15）・SB－l4（J－14．15）・SB－l5（』

．K－14）・SB－16（K-14）・SB－17（K－

l4）・SB－18（J・K－15）・SB－21（K－13

・14）・SB－22（K－12．13）・SB－33（M－

l3）・SB－34（N－11．12）・SB－36（N・P

－12．13）・SB－56（H－9）・SB－58（H・J

－9）・SB－64（E－7．F－7）・SB－66（B

．C－5．6）・SB－68（F－3）・SB－72（B

－5－



第Ⅱ章調査の成果

．C－0）・SB－75（A・B－0．1）・SB－

78（Y－l）がこれに該当する。

この2間×3間は側柱建物・総柱・庇付きが存在

するが、以下説明を加えたい。側柱建物はSB－5

・9．10．12．13．14．15．16．17．18．21．22．

33．58．64が該当するがその身舎面積には差異があ

る。SB－l5の13．6㎡が最小で、SB－21の34.9㎡

が最大である。この差異は柱間隔の差異により生じ

たものである。SB－5は（J・K－l6)､C－C′

とB－B'の交点に当たる隅柱が検出されてないが、

ここに存在すると思われこの類に仮置きした。

次に総柱はSB－56．66．68である。SB－66は

この建物群の中で最大で38.4㎡を測る。また柱痕跡

が確認されたが、これは他の遺構より大きい。また

SB－72．75．78は総柱ではなく、SB－75で示す

とピット7－8間に柱が存在しないため、方形の空

間を形成する建物である。これが調査F区に見られ

る。

庇付きはSB－34．36がある。SB－34は四方庇

・SB－36は西側の一方庇である。SB－34はSB

－72．75．78に見られた空間に柱を欠く形態である。

2間×4間

この類はSB－26（L－l4）・SB－30（L－12

・13）・SB－32（M－12．13）・SB－37（N-

14）・SB－39（L・M－11）・SB－45（L・M

－7．8）・SB－50（H・J－9．10）・SB－

62（H－7）がこれに該当する。SB－26．30．32

・37．39．45は側柱の掘立建物であるが、面積では

20㎡前半（SB－32．37）・30㎡前後（SB－26．

45）・40㎡（SB－39）の3種に分類できる。SB

－26のB－B'間には柱が見られないが、ピット8

付近の検出が浅いためB－B'間の柱痕が浅いため

検出面よりも上位であることが考えられる。SB－

32のピット3－2間も同様である。SB－50．62は

総柱である。SB－50はピットが不定形を呈する。

ピット7は北東～南西方向に延びピットが混在する。

またピット11からは人骨が出土している。これをう

まく解決できなかったため、不明遺構（SX－6）

の稿で述べた。

2間×5間

この類はSB－4（K・L－l7・’8）・SB－6

（H－14．15）・SB－7（G－13．H－13．14）

・SB－8（G・H－13・H－14）・SB－20（K

．L－13）・SB－27（L－14．15）・SB－31（L

．M－12．13）・SB－51（H・』－9．10）・S

B－65（E・F－8．9）がこれに該当する。身舎

内に柱が存在するSB－4は方形の2棟の建物であ

る可能性もあるが、この間が柱間隔であったために

1棟とした。またSB－4のピット10からは輸入磁

器の破片で6個体出土した。ピット10は隅柱に当た

るため儀礼の一種か。SB－51はピット4－14間に

ピット15が存在する。

SB－6．7．8は東側の一方庇である。調査B

区の西端にて検出されている。SB－6が若干面積

が広い。SB－7．8は規格も面積も類似しており、

新旧関係は不明であるが立て替えであろう。

二方庇はSB－20．31．65でSB－20はSB－4

の形態に南北に庇が付く。二方庇で総柱はSB－27

で東西に庇が付く。

2間×6間

この類はSB－40（L・M－l1．12）の1棟だけ

である。D区北東端にて検出された。南・北・西の

三方庇を持つ東西軸の総柱の建物である。柵状柱列

のSA－8が東西軸に延びL字状にSB－40近接し

ている。

3間×3間

この類はSB－55(H－9）とSB－69(F－3）

の2棟である。SB－55はD区中央のSB集中区に

おいて検出された。SB－55は身舎面積33.8㎡・S

B－69は27.5㎡、柱間隔も1．8m前後と同一の規格

である。SB－69は調査E区のやや中央にて検出さ

れた。2間×3間のSB－68と切り合い関係にある。

3間×4間

この類はSB－47（K・L－5．6）・SB－53

（H・』－9．10）・SB－54（H・J－9）・S

B－59（J－9）・SB－76（A・B－1．2）が

これに該当する。SB－76が総柱で他は側柱建物で

ある。SB－47．55は方形のプランで柱間隔の差異

でこれが生じる。SB－53はC－C′ラインには1

本のピットだけであるが、対応するD－D′ライン

－6－



には2本のピットで3間になることから、この3間

×4間に類別した。

3間×5間

この類はSB－35（N－12．13）・SB－41（M

．N－9．10）・SB－42（K・L－8．9．10）

・SB－43（K・L－8．9．10）・SB－61（H

－7．8）・SB－73（B一（－1）．B・C－0）

がこれに該当する。SB－35．73を除き他は総柱・

庇付きである。SB－41は総柱、SB－42は北側の

一方庇、北西南側に三方庇はSB－43である。SB

－61は東西側に二方庇を持つ総柱である。

3間×6間

この類はSB－23（K・L－13．14）の1棟だけ

である。東西側の二方庇の総柱である。調査B区の

中央で検出され、大型で庇付きであることから掘立

柱建物としては重要な遺構であろう。

3間×7間

この類はSB－49（H・』－9．10）の1棟だけ

である。東西に細長く、調査D区の中央の掘立建物

密集区において検出された。

4間×4間

この類はSB－46（K・L－6）・SB－60（J

－9）・SB－74（A・B－0・B－（－1）)がこ

れに相当する。SB－74は総柱であり、身舎面積は

90.4㎡で他の2倍程を成す。またSB－46ピット8

は土坑状にピットが存在し、切り合いは不明である

が、土師器坪・刀子・古銭が出土している。詳しく

は不明遺構（SX）のSX－2で述べたい。

以下は類例として一棟だけである。

調査D区密集区から

4間×5間SB－52（H・』－9．10）

4間×7間SB－57（H・』－8．9．10）

4間×8間SB－48（H・J－9．10）

が検出されている。

5間×5間はB－71（B・C－0．1）は調査F区

にて検出。

5間×6間

SB－44（K・L．M－7．8．9）北西南側の

三方庇で総柱である。本遺跡掘立建物内で最大の遣

第1節遺構

構で庇も入れた総面積は166.7㎡である。遺構の西

側をトレンチがあり、北側にSH－8が切り合って

いる。SH－8の検出面からピット37-39間に対応

するピットが検出されていることからSB－44＞S

H－8となる。

SB－70（B・C－2）と77（A･B－1．2）は

遺構が調査区外に延びるため全体は不明である。S

B－70は側柱建物、77は総柱で一辺は6間を呈する。

調査D区の中央部はSB－48～60が存在する掘立

柱建物群であり、切り合い関係も複雑である。この

掘立柱建物群の柱穴の底部には礎石として平坦な川

原石を配置している（写真図版8No.28．30)。

掘立柱建物群の出土遺物は土師器・輸入磁器・鉄

製品・古銭などであり、SB－4の遺物5～11は輸

入磁器でピット10から出土している。またSB－39

・40．50．52．56．59においては、掘立柱建物の柱

穴の完掘時に古銭の出土が認められた。その出土状

況も埋土内の混在というものではなく柱穴の壁に貼

付くものと床直での検出で意図的事項を想定される。

不明遺構(SX)で事例紹介するSX－2に認められ

る地鎮的な意味合いを持つ儀礼の範晴と想定しここ

に提示した。

鉄製品の殆どは建築の際の機材使用の釘であろう

が、SB－45の遺物2は断面は三角を呈する。鞍金

具の一種か。SB－40の遺物9は平坦な形態に先端

を湾曲してある毛抜き状を呈する。SB－56の遺物

6はストロー状に加工し形態の断面は端部でO字状

・中央でU字状を呈する不明鉄器である。SB－23

の遺物1は遺物を釘状に見立てたならば、先端は尖

り、頭部は環状を呈している。開き戸の開閉の際使

用する留具の一種で「壷金」と呼ばれているもので

あろう。出土地がどのピットからか不明であるが、

これにより建物構造想定のヒントになる。

他の遺構と切り合い関係にあるのは、SB－57ピ

ット16＜ST－l30・SB－58ピット5＜SK－

36・SB－59ピット6＜ST－l30・SB－60

ピット3＜ST－l27と調査D区に集中する。掘立

柱建物後に他の遺構が形成された傾向がある。

－7－
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第1節遺構

第6図A・B区SB・SA・SD遺構配置図
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第Ⅱ章調査の成果

第7図D区SB・SA・SD遺構配置図
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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SH－8

I0P

・脚馴･弱
c<r4ﾗ}551

K 』
M

、 ◎｡
H

5858 ○
一
‐
↑
恥

57 60659

○

万L車3F課
〆司り

L-rの

期 端
7

3940

30
54

〃~Tｨ雑弓_2
ノノ

◎ 33 3 34
0○ 9 r~、

、ノ

鋤22 （
23

2427 25 II

2653 ○○ひ◎
E

171818 151416，

Q20 ○
＠ー

5

9
813 1151 10

1212C ｰ

C

5050 7 33 555 3 244 1|召 11

Q 〆､
L-,ノ ○ B

484749 46 45 4444 443
。 C ⑥A

の し
O，Q，P， I，M J，

N，

L＝166．5(）
A

－A，

L＝166．5O
B 一B，

L＝166．5(）
C一 C，

D，D一

;黙;蕊蕊驚蕊蝋霞蕊灘譲蕊恥:灘熱燕溌溌蕊蕊溌
L＝166．50

E －E，

;雑蕊薦患 議蕊|鴬|；
蕊#鍵蕊騨 繍蕊灘磯灘熱雛灘;11蕊儲認識識識識|識$識:

L＝166．50
F

［
だ

L＝166．5O
G G‘

癖
識
難

癖
識
鍵
却

鍵
錘
織
識
熱

騨
輝
蝿
識
》懲

鍵
癖
騨
錨
識灘

涯
鍵
蕊
榊

舞
鍵
砕
蕊
蕊

濡
溌
鰯
蕊

蕊 〔茎韮掛蜂|雲’蕊I陰

惑溺溌弱隠蕪蕊溌溌蕊溌蕊･''11職

O
L

4m

第29図SB－44実測図

－34－



第1節遺構

L＝166．5(）
H H

鐘、ノ夢

L＝166．50
I － 1

驚
一

護殿

漣

L＝166．50
J－ 』

IL／雫需U 一延些〔感:i熱蕊を蕊蕊議灘議､一一“
＝166．50

K K，

M

L＝166．50
N N，

0，L＝166．50(）

心 ノL/_－熱鍵…Lﾉ； 箇鍵蕊謹

P L＝166．5(） P，

蕊撫鎧溌蕊黙蕊蕊f蕊蕊蕊議鴬§灘灘蕊灘驚議
L＝166．50

Q Q・

SB－44

0 4m

2
●
０
Ⅱ
Ⅱ

９
０
．
Ⅱ
ロ

。
0

、

○

94F"

aｸ

(2/3）8

(1/3）

第30図SB－44実測図及び出土遺物

－35－



第Ⅱ章調査の成果

EI 0F、991＝.‐I
－EI

●
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
胃
⑦
①
．
』
。

O

’

1

(l/3）

１
１

I

_／、

－CO、
Ｃ
寺
‐
④
④
『
Ⅲ
川
釧
引
ｌ
ｌ
ハ
）

Cl 2

(2/3）
A‐

L＝166．40 一A
SB-45出土遺物

SB－45

御
ｃ
ｌ
Ｆ
１
鼠
菖

()6．991＝←1－－日
（
二 U

’
聖
四
・
．
》
斡
識
灘

藤
癖
癖
燦
織
蕊
礎
翻
蝿
調
翻
蝿
蕊
零
●
」

鰯
蕊
蕊
蕊
酔
醗
酔
醗
呼
酔
腰
醗
膨
厩
畷
酔
酔
膝
瞬
旧
除
勝
際
に
脚
僻
隅
隠
蹴
癖

職
も
；
：
剛
…
：

曇
辱
哩
雪
１
首
Ｉ
。

L

4

－－°’
ロ

A－L＝165．90
－A，

SB－46鰯譲譲灘……
￥
》
ユ
雪
垂塗

画‘'‘----酸,､'''L'一日',，，-''‐乞一一,嘩溜

、

第31図SB－45．46実測図及びSB－45出土遺物

－36－



第1節遺構

_息ハーニー－－－－戸、一一患i－－戸一一一一_/'_亀蕊一一一一/一L－
謹蝿蕊,強，~

()6．991＝戸l
－E'i_）８

己

’｡
一○’

Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
』
の
印
，
④
Ｃ

1 ⑤－－
一

一

fl
9

11
10

1

7

４
１

6

14

１
１
１

｜’ Ｃ
⑦
・
の
④
一
Ⅱ
Ⅱ
』

-F6一望も一一七一’
rノ

］
〕
っ

L＝165 90
A

－ A

1
SB－47

(l/3）

醇羊1F騨珠軽…無調騨辱 悪I肝
可

凝蕊
汀I

．

Ｉ正
己

－9
00．と91＝'~I

［
）

Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
云
笥
．
Ｃ
Ｃ

Ｉ
！ Q

祷需締
○

118 12 1413
15

○
10

｛
19

9 20

Ｉ
。

。
Ｃ
，
い
④
『
Ⅱ
Ⅱ
』

5 278 6 4 3

⑥ ⑥○

。

’ 己

ごA－
A

蕊灘驚
‐
弱
⑪

＃

SB－49

鍵
呼
志

鼎

識 ﾆー沙ェGL，’

21 0 4m
1 1』

（l/3）

第32図SB－47．49実測図及び出土遺物

－37－



第Ⅱ章調査の成果
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3柵状柱列（SA）（第52-56図）

直線またはL・T字状に配列された柱穴を柵状柱

列とした。本遺跡から12基検出された。

柵状柱列（SA）は規模に差異がある。大型の柵

状柱列（SA）のSA－8．9は本遺跡では掘立柱

建物の密集区が認められるが、その群を大きく区画

する機能を持つものか。SA－8は東西軸に延び、

SA－9は南北軸の存在する。SA－8のピット16

がSA－9のピット1に対応することから、同時期

に機能していた可能性を示唆する。以上のSA－8

・9は単体の柵状柱列ではなく、SA－8はL字状

に、SA－9は遺構中央に東西刺lに2本の柵状柱列

が見られ、逆T字状を呈する。このSA－9は洲査

区C・Dに跨りそれぞれの調査区で検出されたが、

整理時に1本の線で確認された。

T字形はSA－2､L字形はSA－4・10である。

他は直線であるが、SA－4の南端はSD－5があ

るが、この遺構を挟んでSA－5が存在する。SA

－5はピットが3本と少ないが、SA－4と連続し

た性格のものであるか。柵状柱列が他の遺構と関連

の可能性を示唆するのがSB－36．41を結ぶSA－

1oSD－4に沿うSA－6、SK－205に近接するS

A－llがあり、SA－lはSB－34と41間に存在し

このSBに関連していると思われる。SAはその内

容から機能の違いが想定される。出土遺物は土師器

・鉄製品・古銭とSBと出土物内容はあまり差異が

ない。
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4堀・溝（SD）（第57-59図）

この遺榊は堀・溝を遺構としたもので、大型を堀

・小型を溝と区分できるが、ここでは整理上、「S

D」で記号化をした。

SD－4．8．9．10．11は大型のSDで堀に属

する。SD－4はD区調査区の南端にて検出された。

殆どが調査区外に延びると思われ、検出としては僅

かであった。従ってその内容は不明であるが、この

遺構に沿い調査区外には農道が存在し、この農道は

遺跡を巡る堀の一部であると想定されることから、

SD－4は周囲を巡る堀の一部であろうか。検出の

深さも浅く、遺物はローリングを受けた土師器小片

が僅かに出土したのみであった。またこの遺榊に沿

うように柵状柱列（SA－6）が存在する。

SD－8はC区中央部からD区西端にて検出され、

両端は調査区外にあたるが、床までの検出が可能で

あった。近在者の証言によりこの遺構は近年まで道

として利用していたという。しかるに埋士は全般的

に新しいもので、断面3でのトーンまでが道として

機能していたと考えられる。また断面lのトーンは

20cIn程の盛り上がりであるが、よく締まり踏み固め

た状態の土である。溝に近接しておりこの溝に対応

する土塁の痕跡の可能性もある。遺物は溝床からロ

ーリングを受けた土師器小片が出土しており、底部

切り離しは糸切りである。

SD－9は調査F区を分|折するように南北に位置

する。検出は遺構最下位部と思われI|喝1.5m・深さ

20cm程であった。全体に硬化面が見られ、道として

使用されていたことが伺える。

SD－lOはSD－9と同じく調査F区にて検出さ

れた。南北に位置しSD－9と位置的には平行する。

この遺構も最下層の検出である。埋士は新しい。

SD－llは調査F区の北端にて検出された。遺構

は北東軸に位置し、検出面はジグザグ面が多く、乱

雑の感を受ける。遺構は北東が浅く南西に向かって

深い、調査外であるため遺構の全貌は不明であるが、

断面は緩やかなU字状を呈するが、南西端部はV字

状である。最下層に近世～近代の陶磁器が多量に出

土しているがその出土状態は南側から廃棄されてい

る傾向にある。遺物は生活雑器が多く、近在に民家

の存在を予想させる。SD－1．2．3．5．6．

7は小型のSDで溝に区分できる。SD－l・2は

A区南端にて検出された。''1鳥60cm程の遺構である。

SD－1は直線状の遺構形成でがあるが、SD－2
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はやや不定形を呈する。一部、遺構が切り合ってい

る｡床直上から縁を一部欠損しているが土師器皿(遺

物1）が出土している。SD－1．2は直線状に位置し

ていることから、連続した遺構である可能性がある。

SD－3は調査D区南西にて検出された。他のS

Dが傾向として南北・東西軸の方向性があるが、こ

のSD－3は北西～南東軸である。断面はU字状で

ローリングを受けた土師片が出土している。

SD－5．6．7は遺跡北側で調査E区に近接し、

調査C・D区の境界地に位置する。SD－5は東西

軸､6．7は南北軸である。SD－5は2つの柵状柱

列（SA－4．5）を分断するように位置する。S

D－7からは完形の皿（遺物1．2）が2点出土し

ている。

5竪穴住居（SH）（第61-70図）

SH－lの遺構西側は硬化面が広がり、遺構中央

にカーボンが検出された。その下位には焼土が確認

されている。中央の柱穴と思われるピットが1基検

出。遺物は床直上に復元口径9.1cmの土師器1（底

部糸切り小皿）が出土している。

SH－2は遺構のやや北東に焼土面を持ち、焼土

面に近い外壁は張り出している。この焼土面の周囲

に粘土が確認されていることから篭と思われる。土

師器の碗1．坪2（底部へラ切り）・須恵器蓋3．

鉄器が2点4．5出土しているが鉄器は形態から刀

子と思われる。4は埋土中層・5は床上出土。

SH－3は掘りすぎのために中央部に僅かに硬化

面が確認されている。ピットが壁に沿い検出されて

いるが、本来の柱穴かは不明である。遺物は土師器

坪片1が床直より出土。

SH－4．5．6は切り合い関係にあり、その新

旧関係は4＞5＞6となる。5．6は床面の検出で

4は僅かであるが壁の検出がなされた。5．6は遺

構北側に焼土面が見られるが4には遺構一面に硬化

面が広がり遺構南北に掘り込みが見られる。中央に

ピットが1基。遺構南端の掘り込みから土師器婆1

が出土している。

SH－7は1．7m×1.8mの小規模の遺構で硬化面

も焼土も確認されていないので住居としての認定は

第1節遺構

困難であるが、形態がこれに類似するためここに仮

置きする。遺物は土師器片が出土している。またS

B－30と切り合い関係にあり、SH－7の床面から

ピットが検出され、これがSB－30ピット3に対応

することから両遺構の新旧関係はSH－7＞SB－

30となる。

SH－8は遺構中央部に床面から埋士中層にかけ

てカーボンが広がるが焼土は検出されなかった。埋

士は分層できず一括して埋められ遺構端部がわずか

にしまる。SB－44と切り合い関係にあり遺構検時

にピット痕跡が検出されこれがSB－44に対応する

ことからSB－44＞SH－8となる。遺物は土師器

片が埋土内から出土しているが、筒状で片口はラッ

パ状であるが貫通していない鉄器1が出土している。

使用目的は不明である。

SH－9は遺構西北に焼土を持つ掘り込みがあり、

4本のピットからは柱痕跡が確認されている。床直

上より土師器が2点、反転復元により口径13.8cmの

怨1．上位資料であるが球形の胴部にラッパ状の口

縁部を持つ壷形士器2が出土。

SH－10～15は1．5m×1.5m程の面積である。ピ

ットは1本が主である。SH－l2は床面にカーボン

．やや浮いた層で粘土が検出されている。SH－14

は床直上から碗1．刀子と思われる鉄器2が出土。

SH－16．17は床面での検出であるがそれぞれは

切り合い関係にあり各遺構端部に燃焼面を持つ。S

H－l6からは土師器の底部（底部切り離しは丁寧な

ナデ調整が施されているため不明であるがへラ切り

と思われる｡)SH－17からは皿1．4､皿の外器面と

思われる5．6，碗の底部2が出土。

SH－l8は調査区端部での検出と削平により遺構

の情報は少ないが明確なコーナーと硬化面・燃焼面

を持つことから住居と想定した。底部へラ切りの土

師器坪1が燃焼面横より出土した。

SH－l9は床面には硬化面・カーボンを持つ。遺

構に床面より深さ30cmピット（E－E'）､南北面の

ピットが対応しているように見える。遺構の北～東

～南面の壁に沿い床面より深さ10cmの溝状の掘り込

みが検出された。遺物出土は確認されなかった。

SH－20～23は調査区E区にて検出された遺構で、
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第Ⅱ章調査の成果

第1表SBデータ1
ロ壷一 一門 規格
可平目 函一

梁×桁

10

1 1×3

2 1×3（2×3）

3 2×2

11

4 2×5（中間にPit）

12

5 2×3

6 2×51方庇東

13

7 2×51方庇東

8 2×51方庇東

14

9 2×3？

10 2×3

11 2×2

13 2×3

15

12 2×3

14 2×3

15 2×3

16

17 2×3

16 2×3

19 1×2

18 2×3

17

2×52方庇

20 北南（中間にPit）

21 2×3

18

22 2×3

24 2×2（2×3）

25 2×2

26 2×4

19

23 3×6総2方庇東西

20

27 2×5総2方庇東西

21

28 2×2

29 2×2

30 2×4

32 2×4

22

31 2×52方庇北南

33 2×3

35 3×5（2×5）

23

34 2×34方庇東西南北

37 2×4

36 2×31方庇西

24

38 1×3

39 2×4

25

方位
検出レベル

、

N2 W 167．50

E3 N 167．00

N18 E 167．00

N12 E 167．50

E7 S 167．50

N18 E 167．70

N18 E 167．50

N17 E 167．60

E25 S 167．40

N19 E 167．50

167．50

N25 E 167．60

N14 E 167．60

N24 E 167．80

E10 S 167．60

E14 S 167．40

E12 S 167．20

E12 S 167．40

E30 S 167．30

E15 S 167．10

N29 E 167．20

E23 S 168．00

E10 S 167．20

N16 E 167．20

N13 E 167．20

N15 E 167．40

N13 E 167．10

E14 S 167．00

E15 S 167．00

N12 E 167．00

N28 E 166．50

E14 S 166．50

E12 S 166．50

N10 E 166．40

N19 E 166．30

N12 E 166．50

N16 E 166．40

N11 E 166．50

N45 E 166．80

グリット
身舎面頓 庇面稲 総面狽

㎡

梁

m［平均値］P＝ピット番号

P2－148

M－20M－21 28.8 P6－5466

P1－8194＋2.34［2.14］

M－18N－18 23.5 P5－437

P3－5204＋1.78［1.91］

N－18 19．0 P7－5188＋1.8［1.84］

P3－123＋2.4［2.35］

P5－1323＋2.4［2.35］

P10－8235＋2.35［2.35］

K－17K－18L－17L－18 50.6 P12－624＋2.3［2.35］

P2－51 86

J－16K－16 (26.4） P7－5214＋2.0［2.07］

P6－823＋2.5［2.4］

H－14H－15 50.1 12．6 62.7 P1－1324＋2.5［2.4］

P6－8206＋2.3［2.18］

G－13H－13H－14 47.4 8.9 56.3 P1－15214＋2.2［2.17］

P6－820＋2.3［2.15］

G－13H－13H－14 45.6 12．8 58.4 P1－1342

P1－101 6＋15［1.55］

H－13J－13 14．3 P7－408＋12＋1.0［1.0］

P3－123＋23［2.3］

J－13 29.8 P8－621＋239［2.25］

P1－820＋124［1.62］

J－13J－14 12．0 P6－31 7＋15［1.6］

P3－120＋186［1.93］

J－14J－15 25.2 P8－61 94＋2.0［1.97］

P3－124＋2.2［2.3］

H－14J－14 33.9 P8－624＋2.26［2.33］

P4－117＋1.8［1.75］

J－14J－15 21．8 P9－6172＋2.06［1.89］

P1－917＋1.44［1.57］

J－14K－14 13．6 P6－41 5＋17［1.6］

P1－920＋2O［2.0］

K－14 23.7 P6－420＋186［1.93］
P1－920＋23［2.15］

K－14 26.1 P6－422＋20［2.1］

P1－629

K－15 14．2 P4－230

P3－1174＋1.4［1.57］

J－15K－15 20.6 P8－618＋1.5［1.65］

P6－123＋24［2.35］

P1－1323＋228［2.29］

P4－1023＋23［2.3］

K－13L－13 48.2 25.0 73.2 P3－1123＋23［23］
P3－128＋21［245］

K－13K－14 34.9 P8－621＋22［215］

P1－91 5＋16［155］

K－12K－13 17．9 P6－41 5＋16［155］

P1－81 5＋155［1.53］

K－15L－15 12．2 P5－31 3＋19［1.6］

P3－123＋21［2.2］

K－14L－14 21．9 P7－522＋21［2.15］
P3－124＋19［2.15］

L－14 33.2 P8－738

P1－41 6＋2.5＋2.0［2.03］

P5－81 7＋24＋20［203］

P9－121 5＋24＋21［20］

P13－162O＋23＋22［217］

P17－202 1＋20＋22［21］

P21－242 2＋21＋21［213］

K－13K－14L－13L－14 86.1 34.5 120.6 P25－282 1＋21＋226［2.15］
P1－326＋25［255］
P4－6266＋2.4［2.53］

P7－9236＋2.5［2.43］

P10－122 1＋2.7［2.4］

P13－1526＋2.05［2.33］

L－14L－15 49.0 16．4 65.4 P16－1824＋2.3［2.35］

P1－71 64＋1.4［1.52］

L－14L－15 12．2 P5－31 4＋1.5［1.45］

P1－71 6＋13［1.45］

L－13L－14 12．5 P5－31 3＋154［1.42］

P3－11 5＋16［1.55］

L－12L－13 22.5 P9－71 2＋20［1.6］

P2－133

M－12M－13 23.7 P7－51 46＋1.6［1.53］

P5－11 9＋1.94［1.92］

L－12L－13M－12M－13 (43.4） (23.4） 66.8

P3－11．8＋2.0［1.9］

M－13 21．7 P8－620＋1 4［17］

P4－11 5＋19＋11［1.5］

N－12N－13 44.0 P11－921＋26［235］

P1－31 9＋13［16］
P9－51 9＋12［155］

P8－61 8＋13［155］

N－11N－12 17．1 13．9 31．0

P3－11．3＋1.8［1.55］

N－14 23.7 P9－71 7＋1.7［1.7］

P1－32O＋1.54［1.77］

N－12N－13P－12P－13 22.8 5.2 28.0 P7－636

P3－128

N－14 12．1 P6－528

P3－123＋2.8［2.55］
L－11M－11 40.7 P9－725＋2.3［2.4］

P1－326＋2.2［2.4］

P4－626＋2.1［2.35］
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マロ 桁 庇
軍一つ

m［平均値］ m［平均値］
1 P1－61．9＋2.0＋2.0［1.96］

P5－22O＋21＋20［2.03］

2 P4－121＋17＋19［1.9］

P8－518＋19＋19［1.86］

3 P1－724＋23［235］

P5－324＋23［235］

4 P1－10208＋2.18＋2.0＋2.1＋2.1［2.09］
P8－321＋2.12＋2.14＋2.0＋2.14［2.1］

5 P5－22．1＋1.94＋2.14［2.06］

P9－721＋20［2.05］

6 P6－121＋20＋2.1＋2.2＋1.82［2.04］ P20-152.1＋2.06＋2.4＋2.0＋2.2［2.15］
P13－81 9＋218＋2.08＋2.2＋2.0［2.07］

7 P6－120＋20＋2.46＋1.86＋2.26［2.11］ P20－151．8＋2.4＋2.2＋1.82＋2.3［2.1］
P13－81 86＋2.4＋2.0＋2.1＋2.1［2.09］

8 P6－121＋2.4＋2.1＋1.84＋2.1［2.1］ P19-142.1＋2.2＋2.04＋2.1＋2.12［2.11］
P13－822＋21＋21＋21＋2.06［2.11］

9 P1－101 5＋17＋15［156］

P10－71 8＋15＋14［156］
10 P1－822＋22＋22［22］
P6－321＋21＋22［213］

11 P3－117＋194［1.82］

P7－518＋186［1.83］

13 P1－823＋19＋2.1［2.1］
P6－322＋20＋2.1［2.1］

12 P1－824＋24＋2.3［2.36］

P6－324＋226＋2.26［2.3］

14 P1－82O＋20＋1.9［1.96］

P6－318＋20＋1.96［1.92］

15 P4－121＋19＋1.1［1.7］

P9－6134＋1.72＋1.6［1.55］

17 P4－119＋1.94＋2.0［1.94］
P9－620＋196＋2.1［2.02］

16 P4－119＋2O＋1.9［1.93］

P9－617＋23＋194［1.98］

19 P3－124＋25［245］

P6－423＋21［22］

18 P1－822＋20＋19［2.03］

P6－320＋21＋24［2.16］

20 P6－1206＋2.06＋2.0＋2.1＋2.1［2.06］ P22-171.86＋2.1＋1.78＋2.36＋1.9［2.0］
P13－82O＋2.1＋2.0＋2.1＋1.9［2.02］ P23-282.3＋2.3＋2.3＋2.3＋2.0［2.24］

21 P1－82．7＋2.4＋2.3［2.46］
P6－331＋1.84＋2.7［2.54］

22 P4－118＋1.8＋1.84［1.81］

P9－619＋2.4＋1.3［1.86］

24 P3－1196＋1.9［1.93］

P8－507＋1.84＋1.2［1.24］

25 P1－727＋2.48［2.59］

P5－3246＋2.5［2.48］
26 P1－820＋2.0＋2.3＋1.7［2.0］

P7－319＋184＋2.2＋2.3［2.06］

23 P1－2522＋21＋2.4＋2.2＋2.0＋2.6［2.25］ P29－352．0＋2.4＋2.2＋2.23＋2.1＋2.4［2.22］

P2－2620＋22＋2.0＋2.6＋2.0＋2.46［2.21］ P42-362.6＋1.8＋2.3＋2.7＋2.3＋1.8［2.25］

P27－326＋194＋2.6＋2.1＋2.14＋2.0［2.23］

P28－427＋19＋2.5＋2.5＋2.0＋2.3［2.31］

27 P1－161．6＋1.9＋2.26＋2.0＋2.1［1.97］ P19-242.3＋2.1＋2.1＋1.9＋2.1［2.1］

P2－171．8＋1.9＋2.2＋1.72＋2.7［2.06］ P30-252.2＋1.9＋2.0＋1.66＋2.44［2.04］

28 P3－12．06＋1.5＋0．3［1.28］

P7－5196＋2.3［2.13］

29 P3－122＋2.2［2.2］

P7－521＋20［205］

30 P1－919＋19＋16＋1.8［1.8］

P7－314＋17＋19＋1.8［1.7］

32 P1－720＋16＋18＋1.9［1.82］

P5－2186＋2.26＋3.2［2.44］

31 P5－123＋2.2＋2.1＋2.16［2.19］ P18-142.26＋2.2＋4.28＋2.16［2.72］

P12－722＋1.94＋2.26＋2.14＋2.24［2.15］ P19-242.2＋2.0＋2.0＋1.86＋2.64［2.14］

33 P1－82O＋1.9＋1.98［1.96］

P6－3184＋2.0＋2.2［2.01］

35 P1－111 9＋2.1＋1.8＋1.9＋1.9［1.92］

P9－4164＋2.0＋1.7＋2.2＋1.8［1.86］

34 P1－818＋1.74＋1.86［1.8］ P27－241．88＋1.76＋1.8［1.81］

P3－ll86＋1.9＋1．56［1.77］ P16-191.82＋1.9＋1.7［1.8］

P15－121．9＋1.8＋0.7［1.46］

P23－200．6＋2.0＋1.9［1.5］

37 P1－91．9＋1.86＋1.7＋1.7［1.79］

P7－3186＋1.7＋1.76＋1.84［1.79］

36 P1－7224＋1.96＋2.1［2.1］ P13－102．0＋2.16＋2.0［2.05］

P6－3206＋2.0＋2.2［2.08］

38 P1－614＋1.46＋1.5［1.45］

P5－214＋1.3＋1.5［1.4］

39 P1－9164＋1.9＋1.8＋2.56［1.97］

P7－325＋1.5＋2.0＋2.1［2.02］

40 P10－122＋2.0＋1.6［1.93］ P24－321．3＋2.3＋1.9＋1.6［1.77］

P15－2224＋1.7＋2.4＋2.0＋2.1＋1.6［2.0］ P32-250.8＋1.8＋2.1＋2.2＋2.2＋2.1＋1.4［1.8］
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第Ⅱ章調査の成果

第2表 SBデータ2

ロー両 ＝国 規格
可平目 雷つ

梁×桁

25

40 2×63方庇北西南

26

41 3×5総

27

42 3×51方庇北

28

43 3×53方庇北南西

29

44 5×6総3方庇北南西

31

45 2×4

46 4×4

32

47 3×4

49 3×7

33

48 4×8

34

50 2×4総

35

51 2×5

36

52 4×5

37

53 3×4（2×4）

55 3×3

38

54 3×4

56 2×3総

39

57 4×7

58 2×3

40

59 3×4

41 60 4×4

42

61 3×5総2方庇東西

43

62 2×4総

63 1×2

64 2×3

44

65 2×52方庇東西

66 2×3総

45

67 2×2総

68 2×3総

46

69 3×3

70

71 5×5

47

72 2×3

73 3×5

方位

E13 S

N27 E

N10 E

N15 E

E17 S

N21 E

N20 E

E11 S

E12 S

E16 S

E12 S

N87 E

E14 S

E8 S

E6 S

E9 S

E5 S

N3 W

E5 S

N2 W

N6 W

N12 E

N12 E

E12 S

N76 E

N10 E

N10．W

N3 E

E1 S

N1 E

N12写W

N10‐W

N13．W

N69 E

検出レベル

、

166．80

166．60

166．50

166．50

166．50

166．40

165．90

165．90

167．00

166．80

167．30

167．00

167．00

166．70

167．00

167．00

167．00

167．00

166．90

167．00

166．80

166．40

166．80

166．80

166．50

167．00

165．90

166．40

165．00

164．80

165．00

164．80

164．70

164．60

グリット

L－11L－12M－11M－12

M－9M－10N－9・10

K－8K－9K－10

L－8L－9L－10

K－8K－9K－10

L－8L－9L－10

K－7K－8K－9

L－7L－8L－9

M－7M－8

L－7L－8M－7M－8

K－6L－6

K－5K－6L－5L－6

H－9H－10J－9J－10

H－9H－10J－9J－10

H－9H－10J－9J－10

H－9H－10J－9J－10

H－9H－10J－9J－10

H－9H－10J－9J－10

H－9

H－9J－9

H－9

H－8

H－9H－10J－8J－9J－10

H－9J－9

J－9

J－9

H－7H－8

H－7

G－8

E－7F－7

E－8E－9F－8F－9

B－5B－6C－5C－6

G－4H－4

F－3

F－3

B－2C－2

B－0B－1C－0C－1

B－OC－O

B－（－1）B－OC－O

－60－

身舎面禰

59.6

72.4

71．5

27.4

48.7

庇面秘 総面頼 梁

㎡ m［平均値］P＝ピット番号

P7－92．5＋2.24［2.37］

31．9 91．5 P10－122 4＋21［2.25］

P4－114＋24＋2O［1.93］

P8－51 7＋24＋19［2O］

P12－922＋21＋22［217］

P21－242 5＋22＋22［23］

P17－202 0＋21＋23［213］

70.0 P13－162 1＋20＋25［22］

P4－13O＋24＋20［247］

7.1 79.5 P12－91 9＋28＋21［227］

P1－42O＋32＋16［227］

P12－923＋27＋2O［233］

25.0 96.5

P1－351．8＋2.0＋2.3＋1.6‐-2.6[2.06

P2－3621＋19＋20＋20‐-23[206

P3-3717＋19＋2O＋30‐-21[214

P4-3819＋19＋15＋25‐-29[214

P5-3917＋20＋16＋24‐-27[208

P6-403.6＋1.5＋2.5＋2.6［2.55：

166.7 P7-411.9＋1.6＋1.9＋2.4＋2.3[2.02

P3－12．2＋1.8［2.0］

30.6 P9－721＋22［2.15］

P5－11 6＋144＋1.9＋1.9[1.71］

52.6 P12－821＋15＋1.5＋2.1［1.8］

P5－124＋24＋2.6＋1.9［2.33］

79.2 P12－822＋22＋2.6＋2.6［2.4］

P11－822＋194＋1.9［2.01］

82.9 P1－181 5＋19＋1.7［1.7］

P5－124＋224＋2.6＋2.0[2.31］

160.9 P17－1327＋224＋2.1＋2.5[2.39］

P1－101 98＋2.0［1.99］

P2－1142＋2.8［3.5］

P12－320＋2.1［2.05］

P13－421＋2.0［2.05］

25.5 P14－52O＋2.2［2.1］

P3－1218＋2.9［2.54］

P4－1423＋2.7［2.5］

58.4 P10－824＋2.5［2.45］

P6－11．3‐-2.4＋1.9‐-2.3＋2.1[2.0］
95.5 P15－102．4‐-1.5＋2.5‐-1.5＋2.6[2.1］

P1－122．6＋2.1［2.35］

39.0 P8－51 7＋17＋1.2［1.53］

P4－11 9＋18＋2.0［1.9］

33.8 P10－71 6＋204＋1.7［1.78］
P1－121 9＋17＋2.0［1.86］

39.9 P8－51 2＋21＋2.0［1.76］

P1－922＋23［2.25］

P12－424＋21［2.25］

29.2

P1－181．6＋2.1＋1.8＋1.8［1.83］

91．2 P12－821＋2O＋17＋1.8［1.9］

P1－825＋25［25］

32.8 P5－330＋25［275］

P4－11 4＋16＋18［1.6］

32.8 P11－81 7＋16＋15［1.6］

P5－11 6＋17＋15＋1.1[1.47］

36.7 P13－91 4＋14＋16＋1.8[1.55］

P27-311.55＋20＋155＋1.8［1.73］

P22-261.5＋1.7＋1.66‐-1.86［1.68］
P17-211.4＋2.2＋1.34＋1.9[1.71］

P12-161.52＋1.5＋1.8＋1.9［1.7］

P6-111.5＋2.25‐-1.46＋1.91 :1.78］
52.9 80.3 P1－51．38‐-2.05‐-1.35＋1.98 :1.69］

P3－12．1＋2.3［2.2］

P6－424＋21［225］

P9－724＋21［225］

P16－131 4＋12＋18［1.46］

32.8 P12－102 3＋19［21］

P3－11 8＋142［1.61］

15．5 P6－531

P3－1232＋1.9［2.11］

29.8 P8－620＋2.3［2.15］

P6－1214＋2.24［2.19］

24.5 73.2 P1－1324＋2.4［2.4］
P1－722＋226［2.23］

P2－1022＋24［2.3］

P12－421＋26［235］
38.4 P11－321＋29［25］

P3－91 9＋1 5［17］

P1－71 8＋15［165］

14．3 P2－81 8＋14［16］

P1－922＋22［22］

P2－1022＋18［20］

P12－421＋22［215］

22.8 P11－32O＋21［205］

P4－121＋13＋16［1.67］

27.5 P10－71 9＋17＋165［1.75］

P2－125

P6－11．5＋1.7＋1.3＋2.26＋1.56[1.66
76.3 P16-111.6＋1.36‐-1.46＋1.8＋1.82[1.60

P1－82．3＋2.1［2.2］

P10－3264＋2.3［2.47］

31．2 P11－422＋2.3［2.25］

P1－141 7＋2.5＋2.0［2.06］

46.3 P9－61 7＋1.7＋1.8［1.73］



第1節遺構

雨ロ 桁 庇
軍つ

m［平均値］ m［平均値］
40 P16－31．8＋2.1＋1.5［1.8］ P17-241.4＋2.1＋2.16＋2.7＋1.76＋2.0＋0.96［1.86］

41 P22-302.0＋2.5＋2.2＋1.8＋2.5［2.2］

P21－292．0＋2.3＋2.4＋1.6＋2.6［2.18］

P17-242.5＋2.5＋2.3＋1.7＋2.4［2.28］

P1－332．8＋1.7＋2.3＋2.2＋2.6［2.32］

42 P1－121．7＋2.7＋2.1＋2.3＋2.0［2.16］ P17-201.9＋2.7＋2.1［2.23］

P4－92．1＋2.3＋2.3＋1.9＋1.9［2.1］
43 P12-12.3＋2.0＋2.5＋2.0＋2.2［2.2］ P30-274.7＋2.1＋1.1［2.63］

P9－42．1＋2.1＋2.1＋2.1＋2.1［2.1］ P20-170.96＋1.9＋4.9［2.58］

P27-201.1＋2.3＋2.3＋2.0＋1.9＋2.2＋1.2［1.85］
44 P1－72．1＋2.1＋2.1＋2.1＋2.1＋2.0［2.08］

P8－1320＋23＋21＋19＋43［252］ P56-611.8＋2.5＋2.76＋1.8＋1.8＋1.8［2.07］
P14－202 0＋24＋20＋21＋21＋22［2.13］ P55-492.5＋2.8＋1.4＋2.1＋1.7＋1.5［2.0］
P21－271 9＋21＋25＋20＋22＋21［2.13］ P49-421.5＋1.9＋2.2＋2.0＋2.0＋2.2＋1.9［1.95］
P28－342 1＋17＋26＋2 1＋20＋21［2.1］
P35－412 0＋15＋204＋2.8＋2.9＋1.5［2.12］

45 P1－92．2＋2.0＋2.0＋1.6［1.95］

P7－31 8＋20＋1.9＋1.9［1.9］

46 P1－121 6＋198＋3.86［2.48］

P8－51 7＋18＋2.1＋1.88［1.87］

47 P1－1230＋37＋2.4［3.0］

P8－529＋22＋3.0［2.7］
49 P8－122＋19＋2.2＋2.1＋2.0＋2.1＋2.1［2.08］

P18－112 1＋194＋2.0＋2.1＋2.1＋2.2＋2.2［2.09］
48 P1－172 1＋2O＋2.1＋1.9＋2.2＋2.5＋1.8＋2.2［2.1］

P13－522＋24＋2.3＋1.34＋2.0＋2.1＋2.5＋1.9［2.09］

50 P5－11 76＋1.46＋1.4＋1.5［1.53］

P6－928＋1.32＋1.5＋1.8［1.85］

P10－1419＋1.4＋1.6＋1.9［1.7］

51 P1－102．26＋2.2＋2.4＋2.1＋2.34［2.26］

P8－32．2＋2.2＋2.1＋2.3＋2.3［2.22］

52 P1－152．4＋2.2＋2.5＋2.0［2.27］

P10－635＋22＋1.9＋2.3［2.47］

53 P5－108＋188＋1.8＋1.9＋2.0［1.67］

P12－820＋21＋2.0＋2.1［2.05］

55 P1－1023＋14＋2O［19］

P7－41 9＋2O＋21［20］

54 P5－11 6＋23＋12＋21［1.8］

P12－81 9＋11＋20＋2O［1.75］

56 P4－122＋19＋22［21］

P8－522＋21＋21［213］

P9－1222＋21＋22［216］

57 P8－11 4＋16＋16＋194＋1.7＋1.8＋1.94［1.71］

P18－122 2＋1 8＋18＋16＋2.6＋2.2［2.03］

58 P3－150＋22［36］

P8－51 9＋20＋24［2.1］

59 P1－111 9＋16＋18＋15［1.7］

P8－41 8＋18＋16＋16［1.7］

60 P1－131 8＋18＋11＋15［1.55］

P9－51 6＋16＋28［20］

61 P1－271 96＋1.9＋1.8＋1.8＋2.0［1.89］ P37-322.1＋1.6＋1.9＋1.8＋2.0［1.88］

P2－2820＋1.9＋1.9＋1.66＋2.1［1.91］

P3－291 8＋2.1＋2.1＋1.8＋1.8［1.92］

P30－41 8＋1.5＋2.0＋0.84＋1.8［1.58］

P31－522＋1.6＋1.8＋2.0＋1.9［1.7］

62 P1－131．76＋1.8＋1.8＋1.8［1.79］

P2－152．0＋1.4＋2.2＋1.9［1.87］

P16-31.8＋1.9＋1.7＋1.8［1.8］

63 P1－62．5＋2.4［2.45］

P5－3226＋2.5［2.38］

64 P1－825＋2.1＋1.9［2.16］

P6－320＋20＋28［226］

65 P6－120＋21＋22＋21＋2.0［2.08］ P26-212.1＋2.1＋2.1＋1.9＋2.2［2.08］

P13－821＋22＋20＋2 1＋2.24［2.12］ P15-202.1＋2.2＋2.2＋2.1＋2.0［2.12］

66 P4－131＋22＋26［263］

P8－533＋24＋276［2.82］

P9－1224＋23＋37［2.8］

67 P3－12．2＋2.1［2.15］

P6－4204＋1.92［1.98］

P7－922＋2.0［2.1］

68 P4－11 8＋1.6＋1.9［1.76］

P8－52O＋1.6＋2.1［1.9］

P9－122 1＋1.7＋1.6［1.8］

69 P1－102．0＋1.7＋2.0［1.8］

P7－42O＋17＋1.6［1.76］

70 P5－22O＋24＋2.0［2.13］

71 P1－161 7＋20＋1.9＋1.9＋1.9［1.68］

P11－622＋164＋2.0＋1.4＋1.8［1.80］

72 P4－122＋22＋2.5［2.3］

P7－524＋48［36］

P8－1124＋22＋27［2.43］

73 P6－11 5＋18＋1 8＋1.6＋1.6［1.66］

P14－91 6＋16＋16＋2.0＋1.4［1.24］
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第Ⅱ章調査の成果

第3表SBデータ3

且＝両 マロ 規格
可宇目 画壱

梁×桁

48

74 4×4総

49

方位
検出レベル

、

N12‐W 164．60

グリット

A－O

B－（－1）B－0

C－（－1）C－0

身舎面預｜庇面稲｜総面綱 梁

㎡ m［平均値］P＝ピット番号

P5－12．1＋1.9＋2.5＋2.4［2.23］

P10－624＋17＋28＋24［232］

P15－112 7＋22＋25＋28［255］

P21－2525＋22＋29＋23［248］

90.4 P16－202 5＋24＋25＋23［242］

P3－1228＋1.98［2.13］
P6－4222＋2.2［2.21］
P9－1121＋2.2［2.15］

75 2×3総 N1 E 165．00 A－0A－1B－0B－1 26.0 P7－844

76 3×4総 N75 E 164.90 A－1B－1B－2

50

刀 N66‐W 164．80 A－1B－1B－2

51

78 2×3 N82 E 164．40 Y－1

ここからのピットには柱痕跡が確認されたが、この

柱を補強するためか柱痕跡の周囲に粘土が出土した。

SH－20は6本柱で東西面に2本・南北面に1本の

対応が見られる。出土物は皿1．2が出土した。何

れも底部は糸切りである。

SH－21は2本柱で出土物は皿1．底部資料2.S

H－22は中央にカーボン層が検出。南北軸でピット

が検出された。遺構北側には床面より10cmの溝状掘

り込みが壁に沿い検出され、SH－19と類似してい

る。出土物は土師Ⅱ1（底部調整は糸切り）

SH－23は床面での検出であったが遺構南側に1

本の柱を持つ遺構である。全体に硬化面が広がるが、

柱穴横よりⅡ4．3，小坪2．1（底部調整は糸切

り）が積み重なり出土した。廃棄儀礼の一種か（写

真図版8No.26参)。

6土壌墓（SK）（第71-130図）

本遺跡から214基の土壌墓が検出された。まず土

墳墓と認識するにあたり以下の条件を提示する。

A類人骨を伴うもの

B類木棺が存在しているもの

c類供献物としての遺物が確認できるもの

D類死床面に特徴があるもの

をSK（土壌墓）としたが、

E類墓域内に存在しているもの

F類形状その他に特徴があるもの

の2類もその可能'性が高くここにSK（士墳墓）と

P1－161 5＋1.9＋1.4［1.6］

P2－1720＋1.7＋1.8［1.83］

P3－181 9＋1.3＋1.9［1.7］

P20－522＋1.3＋2.3［1.93］

41．6 P19－41 85＋1.7＋1.9［1.82］

P5－119＋1.7＋1.6＋1.6［1.7］

P9－61 6＋18＋17［1.7］

P13－101 5＋19＋14［1.6］

P14－161 4＋18［16］

P17－191 8＋16［17］

P20－2215＋19［17］

P23－2516＋15［155］

P1－823＋19［21］

P10－321＋19［20］

27.1 P11－420＋20［20］

した。SK（土塘墓）の解説にあたり以上の類例に

沿っていくがこれらの特徴を兼ねる遺構もあり、類

例の早い順に沿い紹介していく。またB類について

は木棺部分にトーンを使用した。

A類

人骨の出土はいずれも骨小片または骨粉の状態で

あるが人骨出土はSK－l6・169．206の3基が確認

された。以上は鑑定が可能であった。鑑定は土井ヶ

浜遺跡・人類学ミュージアムの松下孝幸館長に依頼

し、その詳細は第Ⅲ章科学分析「人骨」で述べる。

SK－l6

楕円形のプランを持ち、木棺は確認されなかった。

遺構の北端は撹乱をうけており、これにより人骨を

破壊されている。残存から歯及び人骨が出土したが、

鑑定によりM（大臼歯）が3点・上腕骨・大腿骨・

頚骨・足根骨・骨種不明の四肢骨片が確認された。

四肢骨の径が小さいことから女′性と推定されている。

SK－l69（写真図版5No.19参）

円形のプランに円形の木棺を持つ遺構で、丸形の

死床面直上で人骨が検出された。頭蓋・四肢骨が認

められ、頭蓋の上下顎には歯が確認された。歯はI

（切歯）・C（犬歯）・P（小臼歯）M（大臼歯）

が確認された。遺構には坪2点・小坪2点が出土し

ている。いずれも完形で底部は糸切り切り離しであ

る。検出時において坪2点・小杯2点が認められた

が、整理時の坪1点が紛失した。しかしこの紛失し
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~四つ

m［平均値］

74 P1－212．5＋2.4＋1.8＋3.0［2.42］

P2－2225＋24＋21＋29［247］

P3－231 8＋28＋20＋29［187］

P24－429＋21＋26＋19［162］

P25－524＋27＋22＋23［24］

75 P1－91 9＋20＋20［196］

P2－1024＋4O［32］

P11－31 9＋21＋20［2.0］

76 P5－12．0＋2.5＋1.6＋1.4［1.87］

P10-62.4＋2.2＋1.8＋1.5［1.97］

P16-201.6＋2.1＋2.0＋2.2［1.97］

P11-151.6＋1.6＋2.4＋2.2［1.95］

77 P1－231．7＋1.5＋1.8＋2.2＋1.5＋2.0［1.78］

P2-241.8＋1.5＋1.8＋2.1＋1.8＋1.9［1.81］

P3-252.1＋1.6＋2.0＋1.9＋1.9＋1.7［1.86］

P4－132．0＋1.6［1.8］

78 P4－12．3＋2.1＋2.1［2.16］

P8－112．2＋2.2＋2.3［2.23］

た坪は遺物1と同型と思われる。この遺物は検出状

況が散乱した感を受けることから、木棺上に配置さ

れた遺物が棺の崩壊とともに転落したものと想定さ

れる。遺物は供献物と考えられ、この遺構はA類．

B類．C類の性格を持ち、さらに墓域内に存在する

ことからD類の‘性格も帯びる。

SK－206（写真図版2No.4．5参）

隅丸長方形のプランを持つ。遺構北端に半円状に

骨粉が検出された。鑑定により成人頭蓋骨の一部と

思われる。このことから遺体は北方向に頭部を位置

する配置となる。また遺構の長軸の両端に土師器坪

10点・骨粉の西側に輸入磁器白磁碗11の底部から

口縁部までの破片2．唐式鏡1は対角に半裁されて

三角形状を呈している。これらは供献物と想定され、

木棺は検出されなかったが、土師器坪の出土状況は

転回しており、SK－169に見られたように木棺上

に配置された遺物が木棺部の崩壊と共に転落したも

のであるか。したがってこのSK－206は木棺の存

在も想定される。土師器坪はほぼ完形・輸入磁器は

残存l/5程で唐式鏡は半裁され、切り口は加工され

ている。したがって人骨を伴うA類と供献物として

の遺物が確認されるC類の遺構である。

B類

B類は棺を伴う遺構で214土墳墓中142基に確認さ

れた。棺はプランが認められることと、釘の出土が

数例あることから木棺と想定され、木棺部はスクリ

第1節遺構

庇

m［平均値］

－ントーンで提示した。遺構プラン及び木棺の形態

は遺構データ（第7．8表）に提示した。木棺腐敗

後、木棺上部は崩壊しているため、底部に痕跡を残

すものが多く、従って木棺検出は遺構中位から下位

であった。木棺は長方形と方形・円形に大別できる

が、これは遺体設置の際、伸棺と座棺の差異か。

またSK－1．8．10．36．37．75．159．198は

鉄製品が出土しているが、形状から釘と想定され、

木棺の制作に使用されたことを窺わせるものである。

SK－37出土の鉄製品は釘の完形に近い遺物で釘の

先端がL字状に湾曲している。この先端を意図的に

湾曲させたならば、木棺を打ち抜いた際の「留め」

の痕跡であるか、そうであれば木棺厚みは2.5cm程

か。

木棺は床直上に設置する例と最下層に設置する例

がある。後者は土坑を最初掘り上げ木棺を置く面を

形成したものであろうか。またSK－35は遺構西端

部の床直上に径12cm程の円石が出土した。木棺の端

部に位置し、またこの円石直上に木棺が検出された

ことから、木棺を支えるか固定のためと思われる。

またSK－146．147．151．176．198には木棺検出

面で大型の操が出土している。しかも木棺の中央に

位置している傾向がある。木棺腐敗し現位置は崩落

に伴うものであるが、中央にこれが位置することか

ら、棺上に蓋・重石的な要素を持って置かれたもの

か。

木棺を有する遺構であるが供献物と想定される遺
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第Ⅱ章調査の成果

物が共伴している出土例がある。つまりB類の木棺

の存在とC類の供献物の出土としての遺物が確認さ

れるものである。SK－9・’7．37．45．63．128

・207にこれが見られる。SK－34は断面で木棺ラ

インを検出したため点線で表記した。

C類

C類は供献と想定される遺物が出土している土壌

墓である。供献物には種別として土師器・輸入磁器

・鏡が確認された。またこれらには完形と破片があ

る。

SK－3

楕円形のプランに木棺はないが西端部の床よりや

や浮いた状態で遺物1が出土した。輸入磁器片（同

安窯11）で残存2.5cm程である。

SK－4

やや大型の遺構で長方形のプランに短軸に2本の

ピットがある。床面での検出で遺構西端部より遺物

1．2が出土している｡1は土師器坪・2は碗である。

1は完形であるが､2はl/3程欠く。ローリングを受

けていないので後世の削平時に破損された可能性も

ある。プランがやや大型で土墳墓とは異なる遺構の

可能'性も想定される。

SK－5

隅丸長方形の北端に輸入磁器が4点出土している。

遺物3．4は完形であるが2．5は破片である。検

出面が床に近いので後世の耕作等により破壊された

可能性もある。また遺物1は釘と思われ、木棺の存

在も想定できる。

SK－9

遺物1は半裁の土師器で反転復元で口径9.2cmの

小皿が木棺のやや端部で出土し、検出面より出土し

ていることから流れ込みの可能'性もある。

SK－17

遺物1が出土したことからこの周囲の清掃を行い、

遺構の検出した。したがって図版では遺物はやや浮

いた状態になっている。遺物1は輸入磁器の白磁小

皿Ⅷ－1類である。遺物2は土師器皿で埋土内での

出土である。反転復元で口径12.6cm底部は糸切り切

り離しである。

SK－27

楕円のプランに方形の木棺を持つ遺構で、木棺南

端部の床面より白磁皿片1が出土した。口縁部資料

で残存度はl／10程度である。復元口径は11cm程に

なると思われる。

SK－37

長方形の木棺を有する遺構で、遺構プランは楕円

形を呈するが、下位にピット状の掘り込みがある。

遺構の形成からピット状の掘り込みに遺構が切り合

う可能'性が高いd木棺上層にて遺物2が出土した。

輸入磁器の碗で底部から口縁部までの資料で、龍泉

窯の青磁I類である。遺物3は土師器小皿で遺構下

層から出土している。

SK－45

不定形のプランに円形の木棺を持つ遺構である。

床直上から遺物1の須恵器が横転した状態で出土し

ている。須恵器は瓶で9C項か。木棺の床直上には

硬化面が見られる。

SK－63

遺構東側は削平されていたため遺構全体のプラン

は明確でないが、方形を呈すると想定される。木棺

は方形である。この木棺内床直上から遺物1が出土

した。輸入磁器で青磁小碗であるが見事に半裁され

た遺物（写真図版4No.14)｡ⅢIal3C後半の遺

物である。

SK－lO8

木棺部は検出されず、全体のプランだけであるが

遺構の長軸に遺物1．2が出土した。遺物1は土師

器片で碗であるが底部から体部の資料である。横転

した状態でそれぞれ床よりやや浮いた状態での出土

であった。遺物2（写真図版10No.38）は土師器

碗で完形資料である。全体に回転へラ磨きが施され

ている丁寧な調整が施されている。また一部には化

粧士が観察される。玉縁が見られ器形はllC白磁を

模倣したものか。また底部には鋭利な器具による細

沈線が十字状に二条刻まれている。遺物1．2はい

ずれも調整に研磨が見られる。出土は床直上よりや

や浮いた状態である。
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南端にI陥入磁器の遺物が6点出土した。1．6は碗

で2．3．4．5は小皿である。1．6は白磁碗､2

．3．4．5は1'j:.白磁小皿。遺物に散乱が見られ

ないことから床に設置されたと思われる。埋土は2

層に分層できたが木棺は検出されなかった。中央に

粘土塊、全体に砕いたカーボンを敷く状態での遺構

で、カーボンは放射性炭素年代測定(Cl4)により

SK－l28

SK－127.129と切り合い関係にあり127＞128＞

129となる。木棺の床直よりやや浮いた状態で遺物

1が出土した。遺物1は輸入磁器の壷の体部である。

他の切り合い遺構には輸入磁器は認められなかった。

SK－205

北方向がやや膨らむ長方形のプランである。遺構
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調査の成果

SAデータ

1950年一（900±40）の結果とカーボンの樹種同定

ではコナラ属アカガシ亜属・クマシデ属イヌシデ節

の結果がでている。詳細は第Ⅲ章科学分析を参考と

されたい。A類で紹介したSK－206の人骨出土か

ら北軸の遺体配置が想定され、SK－205も遺構北

が膨んでいることから頭部は北方向と思われる。従

って遺物は足元に配置されたことになる。SK－20

5はC類の供献物としての遺物の確認とE類の死床

面の特徴と2つの特徴を持っている。

SK－207

遺物は5点出土した。1．2坪・3壷・4．5瓶

である。1は完形であるが2は底部から体部の一部

に丸く大穴がある。故意に操作したと思われる．他

は反転復元資料である。

SDデータ第5

本遺跡の士墳墓はSK－3．27．63．128．206か

らの事例にあるように輸入磁器の完形品ではなく破

片を供献物としていることが想定されるが、他の土

壌墓から輸入磁器が遺構埋土内より出土している。

いずれも遺構中層～上層であるが、供献としての認

定は困難であるが、第194図と第14表の観察表4に

おいてそのデータを記載するに留めたい。

－70－
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柱間隔

m［平均値］P＝ピット番号

52 1

2
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22.56

30.00
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N－10N－11N－12

K－8K－9L－8M－8

L－8M－8

P1－P21､9＋1.92＋1.92＋1.8＋1.92＋2.5＋2.4＋2.64＋2.4＋2.04＋2.28［2.16］

P1－P81．4＋2.0＋1.2＋1.5＋1.7＋1.75＋1.65［1.6］

P6－P142.3＋3.6＋1.7＋1.8＋1.8＋1.8［2.17］

P1－P81､7＋1.8＋1.8＋0.7＋1.75＋1.2＋1.6［1.51］

53 4

5

6

7

33.84

17．52

4．80

8．16

H－8J－6J－7J－8

J－5K－5L－5

J－5
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P1－P52､0＋1.88＋1.7＋1.8［1.85］
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P3－P12､2＋1.7［1.95］
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＋1.6＋1.2＋1.2＋1.6＋1.4＋1.3＋1.8＋1.0＋1.7＋1.4＋1.9＋1.7＋1.2＋2.0[1.58］

P38-P330､9＋1.5＋1.5＋1.5＋1.5［1.38］
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G－9G－10G－11
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P1－P361､2＋0.95＋1.65＋1.55＋2.4＋2.8＋3.7＋1.5＋1.7＋1.8＋1.45＋1.8＋1.6＋1.7＋1.3＋1.2

＋1.95＋2.1＋1.65＋1.9＋1.8＋1.15＋1.7＋1.8＋1.9＋1.75＋1.7＋1.5＋1.35[1.69］
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第6表SHデータ
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第II章調査の成果
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第1節遺構
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第Ⅱ章調査の成果

国 国

驚鴬識’

lL 一
蕊
一
溌
蕊
・
蕊
耀

鍵
悪
鯉

－ A． 蕊,,器

蕊
識
識蝿

A

：'『
－A’

四

●
牌
‐
巳
．
皿
‐
拝
‐
兇
．
砂
蛙
・
此
藍
偲
典
．

宮
‐
‐
‐
‐
‐
ｑ
‐
い
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｆ
■
。
‐
‐
‐

ず
ｑ
■
‐
‐
‐
宮
宮
司
‐
ｑ
‐
宮
．
即
“
凸
、
■
４
串
ｑ
‐
‐
亘
叱
宮

●
牌
‐
巳
．
皿
‐
拝
‐
兇
．
砂
蛙
・
此
藍
偲
典
．

宮
‐
‐
‐
‐
‐
ｑ
‐
い
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｆ
■
。
‐
‐
‐

ず
ｑ
■
‐
‐
‐
宮
宮
司
‐
ｑ
‐
宮
．
即
“
凸
、
■
４
串
ｑ
‐
‐
亘
叱
宮

鍵
燕
灘
蝿
蕊
羅
灘
蕊
総
羅
蕊
蕊
蝿

’ 醜IF§薄淋串

L＝165.50四

ｇ
・
忠
［
Ⅱ
副
１
１
叫

SK－71

'四 蔦国 四

L＝lb0．t〕

A － A

SK鐸
蕊
騨
蕊
鍵
蕊
蕊
蕊
癖
謹
錘
蕊
鑑

A

国

写
・
の
○
制
川
副
１
ｍ

蕊
蕊
羅
蕪
輔
輝
蝋
誕
頚
謡
蕊
》
蕊
群
蕊
謹
蕊
舞
騨
溝
騨
鶴
蕊
溌

鍔

灘’
四

溌
癖
蕊
雑
驚L＝165.40

A

Ｉ
》
》
一
》
一
》
》
》
《
》
》
》
》
》
》
》
一
》
》
》
》
一
》
畔
《
》
一

SK－73

蕊
画

’|国
’

蕊
蕊
蝿

Ａ
Ｅ
・
の
．
『
川
Ⅷ
訓
１
国
（

Ｊ
ｊ
／
’

…

ロムb3

（
毛
面
⑨
［
Ⅱ
目

騨坤

|国
＝165.70

目
迩
皿

一
議

A

鴬
－75

SK－74

出土遺物(2/3）
1m0

1 11

第92図SK－71．72．73．74．75実測図及びSK－75出土遺物

－106－



第1節迩構
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第Ⅱ章調査の成果
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第1節遺構
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第Ⅱ章調査の成果
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第1節迩構
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第Ⅱ章訓査の成果
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第1節遺構

、 面

１
１

1

AA

つ
四
・
四
口
引
川
い
引
‐
由 L＝165.50

A －A，
A，A

SK－171SK－170
．
ｆ
も
．

稀¥癖F…蝿,垂…弾.,w器垂､,

SK－170国 画

１
１

A－

‐
璽

吋
Ｃ
唖
面
雪
Ⅲ
Ⅱ
日

SK－

国

L＝165.50
A A

SK－172．173

四型

凸 T

A
A－ A

島
吋
・
刷
り
副
１
国
（

ｌ
唾
７

つ
の
画
や
Ｔ
Ⅱ
日
Ａ

L＝165.50国
L＝165.50 A

A

SK－174
SK－175

10 、

第119図SK－170・171．172．173．174．175実測図

1「〕『）

－上00－



第Ⅱ章調査の成果
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第1節遺構
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第 1節遺構
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第Ⅱ章調査の成果
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第II章調査の成果、 国
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第1節遺構
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第II章調査の成果
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第1節遺構

SKデータ1

挿図 番号 グリット
法避

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態（推定）

木棺法避

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態（推定）

76 1 H－16 1．87×1．31×0．36 楕円形

2 L－14 0 81×08×0．44 円形

3 J－14 1 67×0 92×0．18 桐円形

4 H－13 0 25×191×012 長方形

77 5 J－14 1 92×1 10×008 長方形

6 N－11 1 24×066×018 長方形 1．00×0．56×0．06 長方形

7 L－10 0 88×078×014 方形 0 58×056×0 13 正方形

78 8 M－10 1 30×082×012 不定形 0 84×060×007 楕円

9 L－10 1 90×098×024 長方形 1 20×070×024 長方形

10 M－9 1 48×072×016 長方形 0 92×040×008 長方形

11 M－9 1 58×122×018 不定形 0 92×052×0 18 長方形

12 L－9 1 68×0 74×016 長方形 0 85×044×008 長方形

79 13 L－9 1 40×096×028 方形 0 72×070×0 27 方形

14 L－9 1 22×1 10×024 方形 0 82×080×0 18 方形

15 L－9 1 00×092×023 方形 0 72×076×016 方形

16 L－5 1 00×098×0 38 不定形

17 M－8 1 54×116×027 楕円形 0.94×0．56×0．24 長方形

80 18 L－9 1 46×106×058 不定形 1．00×0．58×0．47 長方形

19 F－9 1 50×070×012 長方形 1．02×0．42×0．13 長方形

20 J－6 1 60×102×008 桐円形 (1.00×0.40×0.08） (長方形）

21 J－6 1 30×102×0 18 楕円形 0.77×0．76×0．10 方形

22 K－6 0 84×092×016 不定形 (0.66×0.58×0.12） (円形）

23 K－6 1 14×1 12×024 梢円形 0.74×0．61×0．12 方形

81 24 K－6 0 90×078×016 楕円形 0 60×044×0 10 長方形

25 K－6 1 24×0 88×0 18 長方形 0 70×054×0 18 長方形

26 K－6 1 20×098×020 楕円形 0 54×054×0 14 方形

27 K－6 1 16×088×016 梢円形 0 47×0 38×006 方形

28 K－7 1 16×100×0 14 方形 0 60×054×003 方形

29 K－7 1 26×1 14×012 楕円形 (0.34）×0．24×0．04 (長方形）

82 30 K－8 1 38×112×014 長方形 0.84×0．60×0．04 長方形

31 K－10 2 52×136×043 長方形 1 94×0 92×0 27 長方形

32 K－10 1 08×090×022 楕円形 0 72×068×0 12 方形

33 K－10 2 10×132×038 長方形 1 65×081×0 12 長方形

83 34 K－9 1 83×134×040 不定形 0 60×044×040 (長方形）

35 K－11 1 56×124×028 長方形 1 14×067×020 長方形

36 H－9 2 00×096×072 楕円形

84 37 H－9 1 20×110×033 楠円形 0．90×0．58×0．22 (長方形）

38 G－10 0 94×072×030 楕円形 0．42×0．37×0．16 方形

39 G－10 0 80×070×020 楕円形 0．54×0．44×0．08 方形

40 F－9 1 02×096×036 楕円形 0．65×0．60×0．36 方形

41 K－7 1 04×100×0 14 円形

42 E－9F－9 1 70×130×013 長方形 1．18×0．88×0．10 長方形

85 43 G－11 1 17×108×025 楕円形 0 80×0 73×0 25 方形

44 G－12 1 34×100×038 長方形 1 00×070×038 長方形

45 F－10 1 62×158×021 不定形 1 22×1 20×021 円形

46 G－12 1 18×120×044 方形 0 92×080×034 方形

86 47 F－11 1 62×064×026 長方形

48 J－11 1 26×056×010 長方形

49 K－14 2 02×092×0 11 長方形 1．44×0．76×0．11 長方形

50 K－14 (1.52）×1.08 (長方形） (1.00）×0.82 (長方形）

87 51 F－9 1．08×1．02×0．28 円形

52 F－9 1 48×（1.00）×0.14 円形

53 H－8 1 97×1．52×0．28 桐円形 0．85×0．51×0．16 長方形

54 G－9 0 92×（0.82）×0.19 (円形）

55 F－9 0 86×0．72×0．08 桐円形

56 G－9 0 92×086×015 (円形）

88 57 F－9 1 44×0 90×050 楕円形

58 F－8 1 66×100×008 長方形 1．20×0．58×0．08 長方形

59 F－8 1 12×104×070 円形

60 F－8 0 94×084×041 円形 方形

61 G－7 1 34×136×050 円形 0.67×0．64×0．34 円形

89 62 G－7 2 76×（1.88）×0.15 不明 1 57×114×014 長方形

63 G－8 2 44×（1.64）×0.15 (長方形） 1 10×098×007 正方形

90 64 G－7 (1.20）×（1.38）×0.26 不明 0 65×062×0 18 円形

65 G－7 3.04×2．20×0．40 楕円形 1 38×088×040 長方形

91 66 H－6 (1.12）×2.12×0.34 不明 0 68×062×022 円形

67 F－5 1．44×1．28×0．34 方形 1 00×0 68×0 33 長方形

68 G－6 2 22×156×030 梢円形 1 00×0 59×0 20 長方形

92 69 G－5 2 08×172×0 22 (不定形） 0 93×043×0 14 長方形

70 G－5 1 70×1 62×040 円形 1 26×1 20×030 円形

93 71 C－5 1 28×095×024 長方形 0 70×044×0 24 長方形

72 C－5 2 13×122×032 桐円形 0 92×080×020 方形

73 D－5 0 96×086×030 円形

74 C－6 0 66×064×040 円形

75 F－6 2 30×125×047 長方形 1．00×0．99×0．28 方形

94 76 C－5 2 02×1 35×050 長方形 1．46×0．74×0．30 長方形

刀 C－6 0 90×088×021 不定形

78 C－6 0 80×078×022 円形

79 C－5 2 15×145×0 32 楕円形

80 D－6 1 18×107×0 26 円形 0．61×0．56×0．20 方形

95 81 C－6 1 02×1 01×0 18 円形

82 D－6 1 36×086×0 34 長方形

83 D－6 1 44×1 17×026 桐円形 0．84×0．54×0．22 長方形

84 D－6 0 92×0 82×0 24 円形

85 D－6 0 76×0 74×0 12 円形

86 C－6 0 90×0 85×0 40 円形
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第8表SKデータ2

挿図 番号 グリット

96 87 D－6

88 C－6

89 C－6

90 C－6

91 C－6C－7

97 92 C－6

93 C－7

94 B－6

95 C－7

96 B－7

97 B－7

98 98 B－7

99 B－6

1叩 B－7

101 A－5

102 A－5

103 A－7

99 104 A－6

105 A－7

106 A－7

107 B－7

108 B－7

100 109 B－8

110 B－8

111 B－8

112 B－8

113 C－8

114 C－8

101 115 C－9

116 Z－7

117 C－9

118 Z－7

119 Y－8

102 120 Y－7

121 F－8

122 G－6

123 G－6

103 124 F－6G－6

125 F－9

126 F－9

127 F－8F－9

128 F－8F－9

129 F－8F－9

104 130 F－8

131 F－8

132 F－8

105 133 H－7

134 H－7

106 135 G－6

136 G－6

137 G－7

107 138 G－7

139 F－7

108 140 F－7

141 F－7

109 142 F－7

143 F－7

110 144 F－7

145 F－6

111 146 F－6

147 F－6

112 148 F－6

149 F－6

113 150 F－6

151 F－6

114 152 E－5

153 E－5

115 154 E－5

155 E－5

116 156 E－5

157 D－7E－7

117 158 E－7

159 E－7

160 C－7

161 C－7

118 162 C－6

163 C－6

164 C－6

165 C－6

119 166 D－5

167 D－5

168 D－5

169 D－5

法母

長軸×短軸×深さ、（推定）

1．94×1．64×0．18

(0.66）×0.74×0.14

1．42×0．82×0．22

1 39×136×035

1 20×096×022

1 76×158×032

0 66×062×008

1 04×（0.86）×0.16

1 42×0．84×0．10

1 02×085×022

1 11×103×068

1 13×100×008

1 75×1 25×0 30

0 80×080×032

0 86×078×0 17

1 50×104×024

1 06×076×0 14

0 86×082×023

0 80×065×0 16

0 73×060×008

1 54×154×044

1 07×065×018

0 68×066×008

0 72×070×008

2 45×200×023

0 94×082×010

0 85×074×0 14

1 30×104×0 12

0 72×068×013

1 22×075×036

1 60×140×028

0 74×070×016

1 28×106×0 14

1 95×160×040

1 36×126×009

1 54×1 15×0 12

1 54×1 32×011

1 62×1 14×030

0 86×084×008

1 03×095×022

1 00×（0.36）×0.12

1 02×（0.62）×0.16

1 52×（0.42）×0.16

(1.64）×1.46×0.37

1．28×1．24×0．40

(1.08）×1.04×0.37

2.10×（1.61）×0.30

2 05×1．83×0．22

1 88×1．72×0．37

1 54×（0.98）×0.14

1 38×（1.00）×026

1 70×（1.70）×054

(2.50）×1.90×034

1.92×（1.60）×030

1．61×1．24×0．46

(1.16）×1.00×0.32

1.97×（0.88）×0.16

2 05×1．81×0．18

2 25×（1.40）×0.27

150×（1.43）×0.14

198×（1.70）×0.15

2 00×1．60×0．17

1 70×（1.60）×0．31

1 62×（0.86）×0．40

1 65×（1.30）×0.36

2 70×2．13×0．22

(1.70）×（1.08）×0．22

1.86×（1.12）×0.22

2 52×1．78×0．33

2 16×173×037

1 78×150×040

1 64×1 40×0 23

1 52×152×023

1 08×100×009

2 08×168×032

2 23×167×032

1 60×（1.07）×0.22

2 20×2．05×0．34

2 55×（0.56）×0.28

1 70×1．14×0．30

0 82×0．76×0．30

2 06×（1.30）×0.18

1 28×1．23×0．40

形態（推定）
木棺法量

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態（推定）

楕円形

楕円形

不定形

楕円形 0.73×0.64×0．26 長方形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形 0．50×0．46×0．35 方形

円形

方形 0．71×0．62×0．30 方形

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

円形

円形

長方形 1．10×0．51×0．15 長方形

円形

円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

不定形 0．67×0．61×0．37 円形

円形

楕円形

楕円形 1．00×0．62×0．08 長方形

楕円形

(円形）

円形

楕円形 長方形

不明 0．52×0．44×0．14 不明

不明 (1.00）×0.60×0.14 (長方形）

楕円形 0.94×0．85×0．37 方形

楕円形

(楕円形） 0.54×0．40×0．42 長方形

不明 107×（0.83）×0．11 (長方形）

不定形 0 78×0.70×0．08 方形

楕円形 1 14×0．98×0．18 摘円

(円形） 0 60×0．38×0．12 長方形

不明 0 71×（0.62）×0.10 (長方形）

楕円形 0 77×0．75×0．26 円形

楕円形 1 12×0．60×0．12 長方形

楕円形 0 71×0．71×0．26 方形

楕円形 0 83×0.76×0．40 方形

不明

(楕円形） 0.96×（0.36）×0．16 (長方形）

楕円形 0 76×0．52×0．18 長方形

不明 0 81×042×018 (長方形）

楕円形 0 59×055×014 方形

楕円形 0 81×042×014 方形

長方形 0 73×062×0 17 方形

楕円形 0 70×043×016 長方形

長方形 1 10×051×034 長方形

不明 0 80×（0.70）×0.20 (長方形）

楕円形 1 06×0．60×0．22 長方形

不明 0 84×046×0 22 長方形

不明 0 70×052×022 長方形

長方形 0 98×086×030 方形

楕円形 0 74×046×018 長方形

楕円形 1 叩×064×016 長方形

長方形 0 90×062×0 23 長方形

円形 0 84×083×023 円形

円形

長方形 1．07×1．05×0．30 楕円

不定形 1．10×0．74×0．32 長方形

不明 0.89×0．71×0．21 長方形

円形

不明

長方形 0.51×0．36×0．10 長方形

円形 0.45×0．41×0．12 方形

不明 0.78×（0.62）×0.08 長方形

不明 0.92×0．88×0．40 不明
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挿図 番号 グリット
法量

長軸×短軸×深さ、（推定）

120 170 D－5 0.83×（0.39）×0．17

171 D－5 0 78×0．74×0．18

172 D－5 1 63×（1.08）×0．34

173 D－5 0 88×0．80×0．30

174 D－5 1 08×0．80×0．35

175 D－5 0 96×0．88×0．16

121 176 D－5 1 60×（1.01）×0.18

177 D－5 150×（1.35）×0.14

178 C－4 1 30×0.98×0．28

179 D－5 1 17×0．90×0．18

122 180 D－5 1 71×1．10×0．28

181 D－5 165×（0.70）×0.15

182 D－5 1 38×1．33×0．27

183 E－5 1 87×1 20×022

123 184 D－5 1 60×160×040

185 D－5E－5 1 61×125×020

186 D－5 1 51×120×036

124 187 D－5 1 37×102×040

188 D－5 1 46×（0.68）×0.34

189 D－5 0 97×（0.71）×0.16

190 D－5 0 81×（0.72）×0.57

191 D－5 0 85×（0.60）×0.24

125 192 D－5 0 84×0．76×0．15

193 D－5 1 30×（1.16）×0.30

194 D－5 0 94×0．86×0．34

195 D－5 1 27×（0.90）×0.26

196 D－5 1 14×（0.58）×0.28

126 197 D－5 1 73×1．08×0．36

198 D－5 1 17×（0.51）×0．28

199 D－4 1 17×0．90×0．46

200 D－5 1 38×097×042

127 201 G－2 1 20×064×033

202 F－2 2 00×100×038

203 F－4 2 20×136×010

204 F－3 (1.26）×0.96×0．20

128 205 J－3 2.43×1．24×0．23

129 206 F－2 1 96×088×020

130 207 B－0 1 80×124×018

131 208 B－0 0 98×084×032

209 B－0 1 23×088×040

210 B－0 1 19×084×030

211 B－0 100×（0.62）×0．26

212 B－0 1 43×0.70×0.2.8

164 213 M－10 0 94×0．84×0．18

214 M－10M－11 0 67×（0.58）×0.30

D類

死床面に特徴があるものについてであるが、前述

したSK－205のように死床面にカーボン配置例が

ある。この類例の場合を含め、他の類例から土墳墓

と確認されたものの中から死床面に特徴があるもの

を、この類を設定した。SK－31．33．203は木棺

を持つ遺構であることから土墳墓と認定されたがこ

の遺構には死床面にシラスが検出されている。した

がってこのようにシラス検出遺構を土壌墓と想定し

た。SK－2．41．51．52．54．55．56．59．60．

125．126．131はシラスが床より検出されている。

SK－41は扇形・60は方形・’31は円形シラスが検

出されていることからそれぞれのシラス範囲は木棺

の存在を想定きせる。SK－l24は埋士内からシラ

スが検出されているが、これまでの床からの検出例

ではないが、シラスの出土からこの遺構も土壌墓と

形態（推定）
木棺法遍

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態（推定）

不明 0.22×（0.18）×0.60 不明

円形 0 26×（0.20）×0．10 方形

長方形 0 95×0．75×0．10 方形

楕円形 0 38×0 38×006 (長方形）

楕円形 0 52×034×010 楕円

円形 0 52×034×008 長方形

不明 0 97×081×0 14 円形

不明 0 68×041×0 14 長方形

楕円形 0 83×054×022 長方形

長方形 0 88×046×0 18 長方形

長方形 1 17×072×010 長方形

不明 0 56×048×0 15 (方形）

円形 0 72×041×0 13 長方形

長方形 0 75×068×0 14 方形

不定形

楕円形 0.55×0．48×0．16 方形

楕円形 0 59×030×009 長方形

(長方形） 0 58×054×032 (方形）

不定形 0 58×044×0 12 (方形）

不明 0 51×0 32×0 10 長方形

円形 0 50×0 49×024 円形

楕円形 0 50×0 32×0 24 長方形

円形

不定形 0．88×0．48×0．26 長方形

円形 0 42×0 26×0 06 長方形

(不定形） 0 59×0 46×006 長方形

不明 0 45×0 35×0 14 長方形

梢円形 0 75×042×0 16 長方形

不明 0 62×040×0 16 長方形

楕円形 0 55×039×016 長方形

長方形 0 69×0 32×010 長方形

長方形 0 64×038×033 長方形

楕円形 1 23×058×038 長方形

楕円形 1 20×055×010 (長方形）

長方形 0 74×054×020 不定形

長方形 2 18×104×016

長方形

長方形 1．18×0．88×0．17 長方形

方形 0 66×0．62×0．32 方形

楕円形 0 80×0．64×0．40 長方形

長方形 0 76×0．60×0．30 (長方形）

(長方形） 0 58×（0.56）×0.26 方形

長方形

長方形

円形

1 14×0.46×0．28 長方形

長方形

0．45×0．44×0．16 円形

想定した。SK－131は床直上より2.9cm×1.5cm、

厚み0.6cmの置物が出土した。

1表面は土が付着していたが中は緑青と茶色が見

られる。これをトーンで表記した。

SK－57はシラス出士のように床直上にベンガラ

が検出された。隅丸長方形を呈していることから、

これも木棺を想定させる。SK－45．70は木棺内に

硬化面が見られる。この原因については不明である

が木棺内であることから本遺跡での士墳墓の特徴の

一つとした。

SK－193は不定形のプランを持ち、長方形の木

棺を持つ遺構である。遺構床面にカーボン・床直上

に燃焼面が検出された。この類はD類の'性格も持つ。

E類

この類は墓域内に存在しているものとして、SK
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－16を提示する。この土塘墓は人骨出土の遺構であ

るが、木棺の出土が見られない。従ってA～Dの条

件以外にも人骨が風化した場合、掘り込みだけの遺

構となる。検出例から調査区c区に墓域が存在して

いると想定され、このエリアの遺構は土壌墓と想定

した。SD－8（堀）を境に特にD・E－5グリッ

トは密集した状態で切り合いで検出されている。ま

たSD－8は調査C区の墓域を横断するが土壌墓と

の切り合い関係は見られないことから、SD－8の

成立は土墳墓群と同時期かそれ以前と考えられる。

（第207図参）

F類

この類は形状に特徴があるものとして提示した。

SK－47．48

長方形を呈し、D区調査区内に存在するSK－l9

の形状に類似し、遺構プランが削平され木棺部だけ

の残存の可能性とも考えられ、単なる掘り込みの士

坑としてではなく、土塘墓の可能'性が高くここに提

示した。

また土墳墓のプランを形態でこれを割合で提示す

ると円形17％・楕円33％・方形7％・長方形20％・

不定形11％であった。

SK－213．214は土坑と切り合い関係で検出され

たため土坑（ST）の稿に提示している。ST－l2

3（第163図）はST－l24（第163図）である。そ

れぞれ木棺をもつ遺構で床直に木棺が設置されてい

る。

7土坑（ST）（第131-173図）

掘り込み状の遺構を本遺跡では土坑と呼称し、遺

構記号としてSTを使用した。土坑は219基検出さ

れた。一部にはSK（土壌墓）の可能性を示唆する

遺構もあるが明確な確証ができず、一応この士坑の

項の仮置した。また遺構データは表－10．11図に示

した。全体では単独形態は方形・長方形．円形．楕

円・不定型等を呈し、この形態も表－10．11図に示

している。遺構は単独で検出されているが、切り合

い遺構も少なくない。また遺構にはピット状の切り

合いが見られ、これを撹乱のスクリーントーンで表

記した。遺構は200を越えているため、ここでも特

長のある遺構についての記述に留めたい。

ST－6．7．8．12．14．15．19はSK（土墳

墓）の円筒状の形態に類似しており、また12．14．

15．19はH－16グリット密集していることからここ

が墓域内とも考えられるが、確定までは至らなかっ

た。しかし、その可能'性は高いがここにSTとして

仮置した。

ST－20

東側に楕円形の掘り込みに不定形の掘り込みが切

り合う｡楕円形の掘り込みは上記したSK(土壌墓）

の形態に類似している。

ST－24

四方隅丸を呈し、床直上に角喋が見られる。この

ような磯ブロックが見られるのはST－108．205で

ある。操は廃棄の痕跡と思われるが、土器等の遺物

の出土が認められず時期設定ができなかった。

ST－26

不定形を呈する遺構で3.2m×2.3mと大型である。

遺構中央にピット状の切り合いが2本ある。10cmの

厚み程の粘土層が床直上から検出された。粘土層が

この遺構の性格のヒントであるが、時期設定の遺物

は出土できなかったし、遺構の'性格も不明である。

ST－29

楕円形の掘り込みから浅鉢破片（反転復元口径

16.8cm）・土師器片2点が出土した。底部・高台を

欠損しているが土師器碗と思われる。廃棄の遺構か。

ST－55．56．57

55．56．57は廃棄遺構かまたは火気使用を窺わせ

る遺構である。各遺構によりにカーボン・灰・燃焼

面が存在する。

ST－55

2.5m×2.0mの大型の遺構で遺構東西端にカーボ

ンブロック・西端には灰も検出されている。基本土

層の3層に掘り込まれている。通称アカホヤと呼ば

れる火山灰で火気使用であっても焼土ができにくい

土壌であるが、状況から一種の燃焼土坑か。

ST－56

遺構の半分をカーボンが占める。他に灰・燃焼面

は検出されていない。
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第1節遺構
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果
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第Ⅱ章調査の成果

第10表STデータ1

挿図 番号
法鼠

長軸×短軸×深さ、（推定）

136 1 1.88×1.74×0．20

2 1．11×0.97×0．28

3 1.50×0.86×0．31

4 1.40×1.00×0．19

5 1.50×1.06×0．35

6 0.93×0.90×0．65

137 7 1．15×1.04×0．50

8 1.22×0.68×0．52

9 0.75×0.60×0．14

10 1．15×0.87×0．27

11 (1.07）×1.04×0.48

12 1.06×0.60×0．70

13 1.60×0.97×0．28

138 14 0.98×0.80×0．43

15 1.45×1.00×0．75

16 1.04×0.79×0.37

17 1.24×0.80×0．32

18 1.50×1.08×0．50

19 0.98×0.84×0．68

139 20 1.73×0.70×0．58

21 1.44×0.78×0．40

22 1．14×0.82×0．24

23 2.00×0.85×0．13

24 1.44×1.58×0．14

140 25 2.30×2．13×0．47

26 3.22×2.34×0．16

141 27 0.85×0.68×0．09

28 1.70×1.20×0．08

29 0．92×0.54×0．21

30 1.41×0.62×0．17

31 1.87×0.76×0．19

142 32 1.40×1．30×0．26

33 1．16×1．10×0．44

34 1.55×1.32×0．30

35 0.97×0.91×0．14

36 0.82×0.77×0．17

37 1.07×0.74×0．11

143 38 1.02×0.50×0．37

39 1.21×1.06×0．16

40 1.02×0.83×0．20

41 0.90×0.60×0．24

42 1.05×0.83×0．27

43 1．18×0.81×0．11

144 44 1.55×0.85×0．07

45 1.20×1．16×0．07

46 1.16×（0.54）×0.06

47 1.74×1.01×0．10

48 1.65×0．94×0．09

49 0.81×0.55×0．14

50 1.05×0.75×0．17

51 1．13×0.63×0．17

145 52 0.75×0.68×0．22

53 0.89×0.79×0．23

54 0.82×0.73×0．20

55 2.50×2.05×0．08

56 1.40×0.73×0．30

57 1.20×0.92×0．28

146 58 1.62×0.98×0．12

59 1.08×0.94×0．08

147 60 3.05×1.23×0．48

61 1.20×0.90×0．23

62 0.56×（0.26）×0.12

63 1.40×0.90×0．18

148 64 1.40×1.04×0．37

65 1.40×0.80×0．10

66 0.88×0.74×0．10

67 1.24×0.78×0．08

68 1.25×1.08×0．07

69 0.88×0.87×0．09

149 70 1.54×1.09×0．12

形態
位置

(グリット）

円形 N－20

円形 M-18

楕円形 M-18

不定形 L－17

不定形 L－17

円形 K－15

楕円形 N－16

楕円形 L－15

楕円形 K－15

不定形 K－18

不明 K－15

長方形 J－16

楕円形 J－18

長方形 J－15

楕円形 H－16

不定形 J－16

不定形 J－15

楕円形 H－16

方形 H－16

不定形 H－16

長方形 H－16

長方形 H－17

不定形 P－14

方形 N－13

不定形 N－14

不定形 N－14

楕円形 N－13

不定形 N－13

長方形 M-14

不定形 M-15

楕円形 N－12

不定形 M-14

不定形 M-15

楕円形 N－14

不定形 M－14N－14

方形 L－15

楕円形 L－14

楕円形 L－14

方形 L－14

楕円形 L－13

楕円形 L－14

不定形 L－14

長方形 L－13

楕円形 K－15

方形 J－15

方形 J－14

不定形 K－14

長方形 J－14

楕円形 J－14

楕円形 J－14

楕円形 J－15

円形 J－13

円形 J－13

楕円形 J－13

長方形 H－14

長方形 H－15

不定形 H－14

長方形 H－14

方形 H－15

不定形 G－15

不定形 H－14

不明 H－14

長方形 H－14

長方形 N－10

長方形 M－9

楕円形 M－9

不定形 L－9

方形 L－9

方形 L－9

楕円形 L－9

挿図 番号
法量

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態

位置

(グリット）

149 71 0.90×0.60×0．08 楕円形 L－9

72 0．86×0.80×0．07 楕円形 L－10

73 1．14×1.02×0．04 不定形 L－10

74 1.30×（0.61）×0.12 不明 L－10

75 1.28×0.91×0．31 長方形 K－11

150 76 0.97×（0.58）×0.13 楕円形 L－9

77 0.94×0.80×0．06 楕円形 K－11

78 0．76×0.50×0．12 楕円形 K－11K－12

79 0.98×0.84×0．11 楕円形 K－12

80 0.76×0.74×0．11 楕円形 K－11K－12

81 1.03×0.94×0．02 楕円形 L－6

82 0.94×0.74×0．07 長方形 L－6

83 0.62×（0.53）×0.11 長方形 L－6

151 84 0.70×（0.46）×0.07 不明 L－6

85 0.67×0.56×0．21 楕円形 K－6

86 1.03×0.82×0．32 楕円形 K－6

87 1.04×0.90×0．40 長方形 K－6

88 1.33×0.84×0．48 楕円形 K－5

89 0．86×0.58×0．13 楕円形 K－6

90 0.68×0.57×0．06 楕円形 K－6

152 91 1.52×1.08×0．54 不定形 K－6

92 0.66×0.64×0．06 円形 K－6

93 0.88×0.84×0．12 方形 K－6

94 1.24×1.00×0．22 楕円形 K－6K－7

95 1.23×1.04×0．22 長方形 K－6

96 0.86×0.84×0．31 円形 K－6

97 0.86×0.64×0．40 楕円形 J－6

98 0.82×0.80×0．12 円形 J－6

153 99 1.28×1.20×0．10 楕円形 K－6

100 1.04×0.86×0．40 楕円形 J－6K－6

101 1．18×0.68×0．26 楕円形 J－6

102 (1.00）×0.90×0.14 不明 J－6

103 0.84×0.64×0．06 楕円形 J－6

104 0.82×0.68×0．29 楕円形 J－5

105 1．16×0.84×0．08 楕円形 J－5

106 0.96×0.60×0．09 不定形 J－5

154 107 0.96×0.85×0．15 円形 H－6J－6

108 1.80×1．10×0．22 不定形 J－5J－6

109 1.27×1.07×0．18 楕円形 H－6

110 0.84×0.60×0．09 楕円形 J－7

111 1.58×0.84×0．15 長方形 K－7

155 112 1．18×0.96×0．08 長方形 K－7

113 1.22×1．10×0．14 円形 K－7

114 0.78×0.72×0．08 楕円形 K－7

115 1．12×0.80×0．10 楕円形 J－7

116 1．14×0.72×0．30 不定形 J－8

117 1.21×1．13×0．22 長方形 J－7

156 118 0．76×0.66×0．16 楕円形 J－7

119 0.90×0.86×0．06 円形 J－7J－8

120 0.84×0．48×0．07 長方形 K－8

121 1.00×0.67×0．16 楕円形 K－8

122 0.98×0.86×0．10 不定形 K－8

123 2.36×1.03×0．11 不定形 K－8

124 1.96×1.33×0．12 不定形 K－8

157 125 1.23×1.06×0．10 円形 K－8K－9

126 1.23×1．16×0．20 円形 J－9J－10

127 1.22×1．14×0．26 不定形 J－9

128 1.00×0.85×0．04 円形 G－10

129 0.73×0.72×0．10 円形 H－9

130 2.00×1.38×0．60 長方形 H－9J－9

58 131 1.60×1．10×0．38 不定形 H－9

132 1.30×1.23×0．08 長方形 H－9

133 1.20×0.72×0．12 楕円形 H－10

134 0.68×0.67×0．27 楕円形 H－10

135 0.72×（0.46）×0.15 不明 G－10

136 1．16×0.55×0．34 長方形 H－10

137 1.04×0.80×0．32 楕円形 H－10

159 138 1.36×1．35×0．14 方形 G－9

139 1.33×1.26×0．18 楕円形 G－9

140 1．16×1．14×0．45 楕円形 F－9
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第11 STデータ2

挿図 番号
法鼠

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態

位置

(グリット）

159 141 0.70×0.62×0．21 楕円形 G－9

142 1．19×0.64×0．39 楕円形 F－9

143 0.78×（0.64）×0.23 不明 F－9

144 1.06×0.82×0．40 楕円形 F－9

160 145 1.02×0.80×0．09 楕円形 F－10

146 0.90×0.74×0．18 楕円形 F－11

147 1.42×1.08×0．12 長方形 E－9

148 2.32×1.54×0．23 長方形 H－11

161 149 1.04×0.95×0．07 方形 H－11

150 1.02×0．10×0．10 円形 H－12

151 0.72×0.64×0．08 円形 H－12

152 0.84×0.56×0．10 楕円形 H－11

153 0.80×0.70×0．12 楕円形 H－11

154 1.24×0.84×0．08 楕円形 H－11

155 1.22×0.87×0．65 楕円形 H－11

156 0.92×0.86×0．04 円形 H－11

157 1.32×0.74×0．04 不定形 H－11

162 158 0.96×0.80×0．08 円形 H－11

159 0.94×0．78×0．05 円形 H－12

160 0.92×0.86×0．13 不定形 H－12

161 (0.62）×0.70×0.07 不明 H－12

162 1.24×0.84×0．10 楕円形 H－12

163 1.22×0.73×0．10 不定形 H－12

164 0.76×0.69×0．10 円形 H－12

163 165 0.94×0.67×0．14 楕円形 G－12

166 1．11×0.80×0．11 長方形 H－11

167 0.86×0.62×0．14 楕円形 H－11

168 0.68×0.58×0．09 楕円形 H－11

169 1.30×1.32×0．42 楕円形 G－12

170 0.80×（0.26）×0.25 不明 L－9

171 1．12×0.84×0．26 長方形 L－9

172 0.84×（0.68）×0.17 不明 L－9

164 173 0.87×（0.74）×0.11 円形 M－10L－10

174 1．10×0.84×0．28 不定形 M－10

175 0.90×0.85×0．16 楕円形 M－10

176 (0.64）×0.85×0.13 不明 K－6

177 0.67×0.44×0．32 長方形 K－6

165 178 1.08×0.92×0.10 楕円形 K－6

179 (1.04）×0.93×0.12 (不定形） K－6

180 1．52×1.04×0．20 長方形 K－6

ST－57

三角状の遺構に西端の床面に燃焼面が広がる。燃

焼面にはカーボンも若干含む。この燃焼面上に沿い

粘土層が検出されている。

ST－59

隅丸方形を呈し遺構北端部には燃焼面も見られる。

遺物は床よりやや浮いた状態で土師器蕊が出土して

いる。体部上位から口縁部と体部下位の資料である

が、調整・胎土から同一個体であると思われる。

ST－63

ST－62と切り合い関係にあり、その新旧は63＞

62となるが、この63は長方形の床面を持ち遺構北西

側に一段高いテラス状の面を持つ二段構造が見られ

る。他にST－l30と形態が類似している。全体は

長方形の形態で土壌墓の形態、SK－31．33に類似

しているが土墳墓として確証ができなかった。

ST－85

楕円の形態に方形の掘り込みを持つ土坑で、この

ような掘り込みを持つ形態は数例見られる、この部

第1節遺構

挿図 番号
法量

長軸×短軸×深さ、（推定）
形態

位置

(グリット）

165 181 1.07×0.68×0．19 長方形 K－7

182 1.37×0.96×0．20 楕円形 K－6

183 1.33×0.60×0．22 長方形 K－7

166 184 1.09×0.74×0．14 長方形 K－6

185 (1.00）×（0.40）×0.12 不明 K－6

186 0.98×（0.74）×0.12 円形 K－6

187 (0.94）×（0.37）×0.05 不明 K－6

188 0.85×0.46×0．06 円形 K－6

189 1.04×0.90×0．14 楕円形 K－6

167 190 1．30×0.86×0．11 不定形 J－8

191 1.47×1．12×0．11 不定形 J－8

192 1.06×0.60×0．08 長方形 F－9

193 0.63×（0.30）×0.08 不明 F－9

194 1．12×0.84×0．26 円形 H－5

195 0.94×0.76×0．19 円形 H－6

196 0.95×0.92×0．25 円形 G－8

168 197 0.97×（0.58）×0.13 円形 G－6

198 2.77×1.85×0．26 楕円形 E－5

169 199 1.36×1．32×0．18 円形 G－5

200 1.04×（0.88）×0.44 円形 E－6

201 1．11×1.00×0．22 楕円形 F－9

202 1.74×1．15×0．44 長方形 F－6

203 1.34×0.87×0．14 楕円形 D－9

170 204 3.34×1.44×0．34 不定形 G－6

205 2.45×（1.52）×0.21 楕円形 F－6

171 206 2.62×2.08×0．34 楕円形 C－5

172 207 2.67×1．85×0．46 楕円形 B－5

208 2.54×2．12×0．19 楕円形 A－7

173 209 (0.91）×0.89×0.22 不明 F－3

210 0.88×（0.86）×0.21 不明 F－3

211 1.14×（1.10）×0.24 円形 F－3

212 1．10×0.86×0．17 方形 K－3

213 0.88×0.68×0．44 長方形 B－0

214 0.85×0．58×0．21 長方形 B－0

174 215 0.91×0.56×0．27 長方形 B－0

216 1.00×0.98×0．44 円形 B－0

217 1.08×1.00×0．22 楕円形 B－0

218 0.74×0.59×0．24 楕円形 B－0

219 1．19×0.53×0．10 長方形 B－0

分は士墳墓の木棺墓に形態に類似しているが、埋土

や明確な木棺プランとしてが認定できなかったので

土坑とした。

ST－86

楕円形の形態で断面ではL字状のカーボンブロッ

クが層の下位から中位に検出された。底部切り離し

の糸切り土師器の底部資料が中層より出土している

がローリングが認められ、流れ込みの可能‘性が高い。

ST－l38

隅丸方形プランの下位に同様の掘り込みを持つ。

埋土は2層に分層できる。床直より土師器片が出土

している。底部切り離しはへう切りである。

ST－l41

円形の掘り込みの遺構で床より10cmほど浮いた状

態で緑粕陶器片（写真図版4No.13中）が出土し

ている。華南三彩12～l3C盤の破片と思われる。伴

献遺物とも考えられるが床直上でなかったことから

流れ込みの可能'性もあり土坑とした。
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第174図SX遺構配置図
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第1節遺構
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第175図SX－1実測図及び出土遺物
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第1節遺構
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第177図SX－3実測図及び出土遺物

ST－l47きりしない｡l73

ST－24・ST－lO8に見られたように磯ブロッ れない。ST－

クが見られるが、この遺構には遺物が混在していたこれも新IH関併

何れも土師器で反転復元であるが1．2．3は小Ⅲで173か。またSI

4はⅢである。廃棄の遺構であればこの時期でもあも土職墓の可能

るか。ST－l97

ST－l73・’74円形の遮椛に

SK－213と切り合い関係にあり、SK－213はこでより土師器兜

こに提示した。次のSK－214も同様である。STST－l98

－l73・l74は切り合い関係であるが新ⅡI関係がはっ2.8m×1.9m，

きりしない｡173.174は一つの遺構であるのかもし

れない。ST－l73はSK－213と切り合いであるが

これも新''-1関係が明確でない。SK－213＞ST－

l73か。またSKの墓域内とも考えられ、この土坑

も土職墓の可能性もある。

ST－l97

円形の遮椛に中層にカーボンが見られる。検出面

でより土師器兜と埋土内に土師器片が出土している。

ST－l98

2.8m×1.9mの大型の遺構で遺構南端の一部が調
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第179図SX－5．6実測図及びSX－5出土遺物
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第1節遺構
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第Ⅱ章調査の成果

／
1

3 4

(l/3）

第182図SX-10出土遺物

査区外であるため不明であるが全体は楕円形を呈す

ると思われる。燃焼面が見られカーボンも点在して

いる。燃焼面の厚みは最大で8cmあり廃棄遺構より

も燃焼土坑であるか。

ST－206

楕円形を呈し南側は1段の掘り込みを持ち平坦な

底を持つ。床より出土した遺物は口縁部から胴部下

位の資料で土師器尭に見られる成形である。調整は

外器面胴部に平行条線．内器面は同心円状の叩きが

見られる。土師器と須恵器の制作技法の融合が見ら

れる。9C前半の遺物か。

8SX（不明遺構）（第174-182図）

ここではこれまでの遺構に属さず、しかし形態・

遺物等に特異な事例がみられることから、その性格

を明確とせずここに不明遺構（SX）して提示する。

SX－l

M－14グリット内にて検出された。径3m強の

ほぼ円形のプランに三角錐形の掘り込みである。埋

土はレンズ状に堆積し、よくしまっている。中央部

には円形の遺構を形成し、この中央部も数回の堆積

が見られる。中央部の埋土はややしまりのない土で

あるため遺構の崩壊によるものと想定される。した

がって本来は中央部円錐の掘り込みを持つ遺構であ

ったのあろう。深田村在住の郷土史家深水一雄氏の

ご教示に、この遺構付近には井戸の伝承があるとい

う。このことと石積み・木枠等の井戸形成に見られ

る遺物は検出されなかったが形態からこの遺構は井

戸と想定される。遺構検出面に小規模の土坑があり、

ここから土師器Ⅲ1．2が出土している。

SX－2

調査D区のSB－46のピット8に対応するもので、

このピット上に土師器皿が二枚、伏せた状態で検出

された。周囲には古銭が散乱し、接着した古銭も多

く、総計28枚を数える。また刀子と思われる鉄製品

も出土している。中央のピットは斜面の形成が見ら

れ、柱の抜き取りの際の痕跡か。このピットに遺物

が出土していることからSB－46廃棄後に形成され

たものか。

第12表SXデータ

挿図 番号 グリット

176 1 M－14

177 2 K－6K－7

178 3 N－16

179 4 M－10

180 5 K－8K－9

6 H－10

181 7 D－6

8 X－0

182 9 L－16

10 Y－（－1）
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第Ⅱ章、調査の成

観察表2（SA

観察表3（SD）

）

－204－

挿図 週栂名 出土レベル(、） 器澗 口径 器高 底径 色鯛 鯛整 飼考
羽－1

-2

SB－56pit5

SB－56pitl2

(土）皿

(土）皿

(7.4）

(8.7）

1.2

1.7

(6.0）

(6.0）

浅黄檀

横

外）回転ナデ底）回転糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り
39-5

６
１
２

－
一
一

SB－弱

SB－弱

SB－57pt7

SB－57p119

(鉄）釘

(鉄)筒状鉄器(不明）

(土）坪

(土）皿

(13.4）

(7.6）

3.9

11

(7.8）

(6.4）

浅黄檀

浅黄横

外・内・見込み）回転へラ切り底）回転糸切り

外・内・見込み)回転ナデ底)ヘラ切り？

１
２
３
４
１

－
一
一
一
一

０４ SB－58p

SB－58p

SB－58p

SB－58p

SB－59p

17

t6

t6

16

17

(土）

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(8.6）

84

(78）

80

2

1

1

1

1

9

5

4

6

8

(6.0）

60

(51）

55

灰白

浅黄樋

浅黄檀

にぶい黄橿

にぶい黄橿

外）？内･見込み)回転ナデ底)回転糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外･内･見込み)回転ナデ底)回転糸切り後ﾅデ

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外･内･見込み）回侭ナデ底)回転糸切り後ﾅデ
40-2

-3

SB－59p

SB－59p

13

t7

(土）皿

(土）皿

(7

(7

4）

4）

2

1

0

6

5

(6

2

O）

浅黄褐色

灰黄褐色

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外･内･見込み)回転ナデ底)回転糸切り復ﾅデ
41－5

－1

SB－59p

SB－60p

14

t9

(鉄）釘

(土）小坪 7.2 1.9 5.3 にぶい黄椙 外 内 見 Aみ）回転ナデ底）回転糸切り
42－1

２
３
４

－
一
一

SB－61p

SB－61p

SB~61pi

SB~61p

t記

118

9柱風

齢

(土）坪

(±）

(土）

(土）皿

(13.0）

(9.9）

2.9

4.6

1.7

8.8

(8.3）

(8.1）

にぶい黄橿

損

樹

浅黄樋

外

外

外

外

内

内

内

内

見
一
見
一
見
一
見

Lみ）回転ナデ底）回転糸切り

凶み）ナデ底）ヘラ切り

凹み）ナデ底）回転糸切り

Lみ）回転ナデ底）回転糸切り
43－1

２
３
－
一

SB－62p19

SB－62pt4

SB－62pitl2

(土）

(土）坪

(土）

(12.3）

3.0

2.7 (8.8）

7.8

にぶい黄橿

浅黄檀

浅黄檀

外

外

外

内

内

内

見 Aみ）回転ナデ底）回転糸切り

見込み）ナデ底）回転糸切り

見込み）回転ナデ底）回転糸切り

45－1 SB－68pitll (鉄）釘

46－1 SB－70 (黒）坪 (14.2） 5.0 (6.2） にぶい黄橿．黄檀 外)ロクロナデ,胴蔓不明園,受熟？(剥落が著しい）

内）ヘラミガキ（単位不明瞭),内面黒
47－1 SB－72pit3 (国）紬茶壷 (5.6） にぶい黄橿 外・内）ナデ 越州潔系小壷,10c
48－1

－2

SB－74pitl6

SB－74pit3

(±）碗

(土）

10.4 6.1

(7.3）

にぶい黄橿．灰黄褐色

浅黄樋

＃)ﾍﾗ剛&ﾅ11ｴR鮪II,鯛1ｽｽ1n1ﾍﾗ剛.スス髄1

外）回転ナデ底）回転糸切り

全体的に歪である｡底開を意戯して作っている

印－1

-2

SB-77埋土内pn25
SB-刀埋土内pitlO

(土）

(土）

(9.2）

(5.4）

浅黄樋

浅黄檀

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り
51－1 SB－78pit6 (土） にぶい黄橿 外・内・見込み）回転ナデ底）ヘラ切り

挿図 過綱名 出土レベル(、） 器樋 口径 器高 底径 色鯛 鯛整 鯛考

１
１
２
３
４
５
１

－
一
一
一
一
一
一

２５ SA－001pit5

SA-OO2pitll

SA-002pitl4

SA－㈹2pitl4

SA-OO2pitl4

SA-OO2pitl2

SA－”3

(土）

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(土）

(±）皿

(土）皿

(13.4）

(9.3）

(8.4）

(7.8）

(73）

3.7

13

15

16

33

28

15

(6.6）

(7.0）

6.0

5.7

52

浅黄檀

にぶい檀

灰白

灰黄

浅黄横

浅黄檀

淡黄

外・内・見込み）回転ナデ底）ヘラ切り＋ミガキ

外 内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外 内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り、指圧痕有り

外 内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外 内）回転ナデ底）回転糸切り

外 内・見 Lみ）回転ナデ底）回転糸切 ノ

外 内 見 ﾑみ）回転ナデ底）回転糸切 ノ 燈明皿

53－1

－2

SA－OO4pit3

SA-OO4pitlO

(土）皿

(土）皿

(8

(7

5）

8）

1

1

3

3

(6
1■■■■■■

(6

0）

2）

灰白

檀

外

外

内

内

見

見

凶み）回転ナデ底）回転糸切

ﾑみ）回転ナデ底）回転糸切

ノ

ノ

54－1

２
３
『
一

SA－008pit2

SA-OO8pitl3

SA－008pit4

(土）皿

(土）皿

(土）皿

０
－
０
｜
伯

4）

8）

2）

1

1

1

6

8

4

旧
一
幅
一
個

2）

9）

0）

灰黄

浅黄樋

灰黄

外

外

外

内

内

内

見

見

見

』み）回転ナデ底）回転糸切

凶み）回転ナデ底）回転糸切

Aみ）回転ナデ底）回転糸切

ノ

ノ

ノ

１
２
３
４
５
６

－
一
一
一
一
－

５５ SA-009pit34

SA-009pit30

SA－”9pit2

SA－”9pit34

SA－噸pit2

SA－噸

166.250

166.225

(土）皿

(土）皿

(土）

(土）皿

(土）

(鉄）釘

(90）

(13.8）

(13.3）

20

15

3.6

3.3

(67）

(8.6）

(9.5）

灰白

灰白

にぶい黄橿

浅黄燈

灰白

外 内 見 』み）回転ナデ底）回転糸切 ノ

外 内 見 凸み）回転ナデ底）回転糸切 ノ

外 内 見 凸み）回転ナデ底）回転糸切 ノ

外 内 見 ﾑみ）回転ナデ底）回転糸切 ノ

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

56－1

－2

SA－011

SA－O11

(土）皿

(土）皿

1.5

1．1

にぶい檀

浅黄損

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外）丁寧なナデ鯛整内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

挿図 週栂名 出土レベル（、） 器樋 口径 器高 底径 色鯛 鯛整 総考

59－1

－1

－2

SD－O2

SD－07

SD－07

166.931 (土）坪

(土）皿

(土）皿

12．8

7.3

8.4

3.2

1．1

3.2

8.6

6.0

6.8

横

檀

にぶい檀

外）回転ナデ，粗いナデ・指圧痕あり

内・見込み）回転ナデ底）糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り後板状圧痕

挿図 過綱名 出土レベル（、） 器棚 口径 器高 底径 色鯛 鯛整 鰯考

１
１
２
３
４
５

－
一
一
一
一
－

１６ SH－O1

SH－02

SH－02

SH－02

SH－02

SH－02

165.839

165.660

165.580

165.6”

(土）皿

(土）碗

(土）杯

(須）蓬

(鉄）刀子

(鉄）刀子？

(9.0）

(14.2）

12．1

12．2

2.0

5.5

4.3~5.45

2.0

(6.3）

7．2

7.5

にぶい黄橿

にぶい黄橿

黄樋

灰

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）削出し高台，ナデ

外･見込み)回艦ﾅデ,ヘラ削り後ナデ内)回転ナデ底)ヘラ削り後ﾅデ

外）ロクロナデ，削り，接合痕内）ロクロナデ，ナデ

62－1

-1

SH－O3

SH－04

165.892

165.688

(土）

(土）艶

13．2

15．0

3.7 9.0 にぶい檀

灰白，檀，黒褐

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

外）刷毛．横ナデ内）ヘラ削り，横ナデ

63－1 SH－08 (餅)不明ﾗｯパ総麗

64－1

-2

SH－O9

SH－09

165.148

165.160

(土）碗

(土）壷

(13.4）

11．7

4.8 明赤褐色，樋

檀

外）刷毛目後一部ナデ，横ナデ内）ナデ，横ナデ

外）ナデ，タタキ目筏へラミガキ内）ナデ，ヘラ削り一罰後指押さえ

66－1

-2

－1

-2

SH－14

SH－14

SH－15

SH－15

165.980

165.9釦

(土）碗

(鉄）刀子

(土）皿

(土）

(17.8）

(9.1）

7.4

1.6

4.0

(9.2）

6.5

灰白

灰白

浅黄樋

外・内）回転へラ削り見込み）回転ナデ底）回転へラ削り

外・内・見込み）回転ナデ後多方向によるナデ

底）回転へラ切り後ナデ精製悪い

外・内）回転ナデ見込み・底）ナデ

67－1 SH－16 166.280 (土） (10.6） 浅黄檀 外･内)回転ナデ見込み)回転ナデ後多方向よりナデ底)糸切り稜ナデ？



第1節遺構

観察表

05－

挿図 週綱名 出土レベル(、） 器稲 口径 器高 底径 色調 調整 備考

68－1

－2

－3

－4

－5

－6

－1

SH－17

SH－17

SH－17

SH－17

SH－17

SH－17

SH－18

166.255

166330

1662卯

166280

166340

165335

(土）坪

(土）

(土）

(土）坪

(土）

(土）

(土）坪

(14.2）

(13.6）

(13.4）

4.9

4.1

3.7

55

(11.2）

(10.0）

7.6

浅黄横

淡黄

にぶい黄橿

浅黄横

横

浅黄横

浅黄桧

外・内・見込み）回転ナデ底）ヘラ切り後ナデ

外）回転ナデ後多方面からナデ内・見込み）回転ナデ

外）回転ナデ，叩き目内）回転ナデ後？

外・内・見込み）回転ナデ底）ナデ

外・内）回転ナデ

外・内・見込み）回転ナデ底）ヘラ削り後ナデ

外・内）回転ナデ見込み）横ナデ底）回転へラ削り後ミガキ

69－1

２
１
２

－
一
一

SH－20

SH－20

SH－21

SH－21

163

163

163

163

951

941

794

730

(土）坪

(土）皿

(土）皿

(土）

14．6

(8.9）

(8.4）

4 0

19

19

7

(5

(4

(8

6

2）

8）

9）

浅黄

にぶい黄橿

にぶい檀

横

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

外・内・見込み）回転ナデ底）ナデ

見込み）回転ナデ底）回転糸切り後ナデ

70－1

１
２
３
４

－
一
一
一

SH－22

SH－23

SH－23

SH－23

SH－23

163

163

163

163

163

570

980

960

8卯

930

(土）坪

(土）小坪

(土）小坪

(土）坪

(±）坪

13．6

8.3

7.9

14．8

14．6

3.4

2 2

23

4 1

4 3

9

4

3

8

8

0

4

9

7

1

灰白

に』 い黄橿

に』 い横

に劇 い黄橿

に』 い黄橿

外・内・見込み）ナデ底）糸切り

外・内）回転ナデ見込み）ナデ底）回転糸切り後ナデ縞製悪い

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り後ナデ

内・見込み）ナデ底）回転糸切り後ナデ

外・内）回転ナデ見込み）ナデ底）回転糸切り精製悪い

口縁部一部破損

口縁部一部刻み

口縁部一部刻み

挿図 週栂名 出土ﾚﾙ{､） 器種 口径 器高 底径 色胴 鯛整 憶考

75－1

-1

１
２
－
一

SK－㈹1

SK－”3

SK－側4

SK－的4

165.593

166.9卯

166.980

(鉄）釘

(輪）腎畷碗

(土）坪

(土）碗

(11.4）

(13.8）

4.2

6.3

6.2

4.0

紬）油色

浅黄檀

浅黄榎

外・内・見込み）回転ナデ底）ヘラ切り

外・内・見込み）回転ナデ

同安．腎碗11,13c初

郡ごく§い,bfかに外麺､順､髄禰罵

１
２
３
４
５

一

一

一
一
一

６７ SK－叩5

SK－叩5

SK－㈹5

SK－側5

SK－㈹5

163.340

163.250

163.280

(鉄）釘？

(輪）青磁碗

(輪）腎磁皿

(輪）青磁皿

(輪）青磁皿

(16.2）

10.6

10.35

11.35

2.05

2.1

2.3

5.3

4.95

(5.0）

紬）スレートグリーン

紬）わさび色

紬）スレートグリーン

M)ｽﾚーﾄﾘーﾝ,ミストグ'ﾉーﾝ

外）施紬内）施紬、文様有り

外）施紬，工具痕有り内）施紬見込み）櫛横文底）施紬．削り

外）施紬

底）掩紬

工具痕有り内）施紬見込み）櫛横文・ヘラ横文

削り，付澗物有り

外・内）施紬見込み）施紬，施文底）削り，紬の掻き取り

館泉文，腎碗12,13c初

同安，I‐1b,12c後～13c初

口縁部わずかに欠損、闘入有り

同安，I‐1b,12c後～13c初

口緑部わずかに欠損．側入有り

同安，宵皿I2b,1馳初，間入有り

77－1

１
１
－
一

SK－㈹8

SK－噸

SK~010

166.1卯

(鉄）釘

(土）皿

(鉄）釘

(9.2） 2.2 (6.6） 浅黄檀 外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

78－1

-2

SK－017

SK－017

165.知

165.295

165.720

(輪）白磁皿

(土）坪

10.1

(12.6）

2.95

3.4 9.6

紬）ミストグリーン

浅黄檀

外)施翰,削り内)施澗,片切彫りの圏鼠付箇物有り見込み)施職蛇の目駒はぎ

底）削り高台）削り出し

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

Ⅷ－1類,12c前

ロ縁部やや歪，粗い関入有り

帥－1 SK－027 (輪）白磁皿 (11.0） 紬）リリーホワイト 白ﾛ肌1帥.剛覗蝿ﾘ,鯛馴ｳい‘艶胴(I

82－1

２
３
－
一

SK－036

SK－036

SK－036

(鉄）釘

(鉄）釘

(鉄）釘

83－1

２
３
－
一

SK－037

SK－037

SK－O37

166.480

167.m

(鉄）釘

(輪）青磁碗

(土）

(16.8） 5.7

1.5

紬）オリーブグリーン

横

外・内）施紬底）無紬，削り出し厩台高台）紬の掻き取り（不充分）

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り

闇諏,畷1,1”,愉鯛い,胤繊1／6

84－1 SK－045 166.230 (須）蔓 6.0 9.5 8.2 淡腎灰 外）回転ナデ，ヘラ削り内）回転ナデ

88－1 SK－鵬3 174.7卯 (輪）腎磁小碗 (8.2） 3.35 紬）スレートグリーン 外・内・見込み）施袖底）施紬高台）紬の掻き取り 随泉文，宵小碗Ⅲa,13C後半

92－1

-2

SK~075

SK－075

(鉄）訂

(鉄）釘

卵－1

-2

SK－108

SK－108

1節.知

1髄.知

(土）碗

(土）碗．

(16.2）

17.6

5.25

5.4

浅黄檀

にぶい黄樋

外）回転へラミガキ内） 7 底）高台貼り付け，ナデ

外・内・見込み）ミガキ底）ロクロナ
■＝8

ア9 ナデ，ヘラ記号高台）ロクロナデ 赤影7，内蕃面のﾐｷの蝋位は不明風

102-1 SK－128 166.410 (輪）白磁蔓 紬）ミストグリーン 外・内）施紬 白,四頭,C鳳12c解.訓的噸賄り

103-1 SK－131 165.440 銅製品？

116-1 SK－159 (鉄）釘

118-1

２
３
一
一

SK－169

SK－169

SK－169

164.蛾

165.0弱

165.㈹3

(土）坪

(土）小坪

(土）小坪

11.5

7.2

7.2

2.4～2.6

2.15

2.2～2.5

6.1

4.5

4.2

横

浅黄

檀

外・見込み）回転ナデ内）ナデ底）回転糸切り

外・見込み）回転ナデ内）回転ナデ，ナデ底）回転糸切り．板状圧痕有り

外・内・見込み）回転ナデ底）回転糸切り

125-1 SK－198 (鉄）釘

127-1

２
３
４
５
６

一

一

一

一

一

SK－”5

SK－205

SK－205

SK－205

SK－205

SK－205

163.643

163.6釦

163.666

163.6記

163.653

163.635

(輪）白磁碗

(輪）白磁皿

(輪）腎礎皿

(輪）白磁皿

(輪）白磁皿

(輪）白磁碗

15.2

10.0

9.6

10.3

10.4

16.5

6.0

2.25

2.4

2.55

2.8

6.95

5.4

4.2

4.2

4.8

4.4

6.5

袖）枯草色

紬）ミストグリーン

紬）モスグリーン

紬）ミストグリーン

紬）ミストグリーン

紬）ミストグリーン

外)削り，施職紬だれ有り内・見込み）施柚，へら樹文底)削り高台)削り出し

外)削り．億職剖分的に砂粒付箇内)施紬､片切彫りの圏繰,蛇の目紬はぎ,砂粒有り

見込み）施紬底・高台）削り，部分的に砂粒付箇高台）削り出し

外)削り､施紬内)施職片切彫りの囲鼠蛇の目紬はぎ見込み)施融付箇物有り

底）削り高台）削り，削り出し

外）削り，施紬内）施紬，片切彫りの圏線，蛇の目袖はぎ見込み）施紬

底）削り高台）削り，削り出し

外）削り，施紬内）施紬，片切彫りの囲線，蛇の目紬はぎ，部分的に砂粒有り

見込み）施紬底）削り高台）削り，削り出し，部分的に砂粒有り

外)削り、施納,一圏騎だれ有り内･見込み)儲刷,片切彫りの圏農.一罰粕だれ有り

底）削り高台）削り，削り出し

I-4hl噸&,H帆1N崎11,削繍郷1，艶gい

Ⅲ-1,12c前後

Ⅲ-1,12c前後，関入有り

Ⅲ-1,12c前後

Ⅲ-1,12c前後，粗い質入有り

Ⅳ－1a,12c前後，図入有り

128－1

－2

－3

－4

－5

－6

－7

－8

－9

10

11

12

酉
一
一

SK－か

SK－狐

SK－翫

SK－班

SK－醜

SK－醜

SK－醜

SK－2鯛

SK－206

SK－2鮪

SK－2船

SK－2随

163.5卯

163.535

163.640

163.別8

163.6釦

163.625

163.540

163.530

163.6”

163.630

163.615

唐式鐘

(輪）白磁碗

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(15.6）

11.5

11．4

11.8

(11.4）

12.0

11.3

(11.8）

11.8

12.1

11.4

4.65

4.8

4.35

5.6

4.8

4.6

4.8

4.45

4.9

4.3

4.3

(3.2）

(6.4）

6.3

6.5

5.1

5.75

6.8

6.1

6.4

6.9

6.5

紬）ホワイトリリー

にぶい黄橿，浅黄宿

にぶい黄横，浅黄

浅黄

黄樋，にぶい黄檀

浅黄横，にぶい黄椙

浅黄，にぶい黄橿

浅黄，にぶい黄橿．横

灰白、浅黄

灰白

外・内・見込み）施荊底）削り、剖分的に施紬高台）削り，駒の掻き取り？

外）ロクロナデ．削り後ロクロナデ，黒斑内）ロクロナデ．黒斑

見込み）削り後口クロナデ底）ヘラ切り霞し

外）ロクロナデ,削り後ロクロナデ内・見込み）ロクロナデ底）ヘラ切り隠し後ナデ

外）ロクロナデ，削り後ロクロナデ内・見込み）ロクロナデ

底）ヘラ切り醗し．板状圧痕有り

外)ロクロナデ，削り，黒斑？スス付蔚？内)ロクロナデ，黒斑？スス付筋？

見込み）ロクロナデ，ナデ底）ヘラ切り隠し後ナ
■－才

ア， 圧痕有り

外)樹ナデ,削り後櫓ナデ内)桐ナデ，黒斑？見込み)横ナデ，黒斑？，自然紬？

底）ヘラ切り鴎し，板状圧痕有り．黒斑？

外）ロクロナデ，削り内・見込み）ロクロナデ底）ヘラ切り離し

外）ロクロナデ,削り，削り後口クロナデ内）ロクロナデ見込み）ロクロナデ､ナデ

底）回転へラ切り畷し後ナデ

外）ロクロナデ，削り後口クロナデ内・見込み）ロクロナデ

底）ヘラ切り離し，黒斑？板状圧痕有り

外）ロクロナデ，削り，削り後口クロナデ内・見込み）ロクロナデ

底）ヘラ切り離し後ナデ，一部圧痕有り

外）ロクロナデ．削り後口クロナデ内）ロクロナデ

見込み）ロクロナデ，ナデ底）ヘラ切り離し

1-1,1恥前半

ロクロ回転：右

129-1

-2

３
４
５

－
一
一

SK－釦7

SK－207

SK－207

SK－207

SK－207

164.010

163.950

163.知

163.910

(土）坪

(土）碗

(土）壷

(土）頚

(土）小璽7

15.4

12.9

(最大）

(11.8）

(13.4）

(19.4）

6.75

8.8

18.9719.2

9.1 浅黄

“い胤嘘い§(鋤によ崎{上）

横

にぶい黄檀

にぶい黄横．黄灰

外）ナデ､一剖指風後有り，スス付箇？内・見込み）削り．スス付簡？底)工具ナデ

外･底)ナデ?､指頭風･エ具箇有り．スス付園内･見込み）へら削り．ナデ後一部則り

外）横ナデ，一部刷毛目，刷毛目後一部ナデ，スス付簡内）ナデ，ヘラ削り

外･底)梢ﾅデ,ナデ.エ具風有り，スス付箇内･見込み)ヘラ削り．ヘラ削り後ﾅデｽｽ付箇

外）工具によるナデ．指頭痕有り．スス付箇内）ヘラ削り後工具ナデかナデ

全体的に歪,底剖｛且鼠して作っている

赤彩？

口縁部が歪．傾き・径不砲実



果

）

観察表7（SX）

古銭データ

－206－

挿図 週鯛名 出土レベル(、） 器種 口径 器高 底径 色圏 鯛整 飼考

140~1

-2

－3

ST－0羽

ST－0鋼

ST－0四

165.840

(土）浅鉢

(土）

(土）

(16.8） 浅黄横

にぶい燈

灰白

外）回転横ナデ，ナデ後刷毛内）削り、横ナデ

外）回転樹ナデ内）型押し？

外）回転横ナデ底部）ナデ

145-1

-2

ST－鴫9

ST－O59

1髄.8卵 (土）奥

(土）奥

(31.8） 浅黄横．褐灰

灰白

外）指押さえ後刷毛目後へラミガキ，刷毛目内）ヘラ削り

外）横方向の刷毛目，樹ナデ内）ヘラ削り，横ナデ

150-1 ST－昭6 165.440 (土） (7.6） 浅黄横 外）回転ナデ見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

158-1

－1

ST－1羽

ST－141

166.175

1髄.知

(土）

(輪）緑粕盤

3.1 榎

儲)と帥色?ﾏﾗｶｲﾄﾘー ﾝ

外・内）ナデ見込み）回転ナデ後ナデ底）ヘラ切り後ナデ

外 内）ナデ

板目疫有り？

華南三彩12～1恥

159-1

２
３
４

－
一
一

ST－147

ST－147

ST－147

ST－147

166.665

166.625

1髄.6伽

1髄.595

(±）皿

(土）皿

(土）皿

(土）坪

(7.3）

(8.0）

(8.2）

(13.0）

1.4

1.5

1.8

3.1

(6.2）

(6.4）

(6.0）

(9.0）

横

浅黄横

淡橿

浅黄糧

外 内・見込み）回転ナデ底）静止糸切り後ナデ

外 内・見込み）回転ナデ底）糸切り

外 内・見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

167-1

-2

ST－197

ST－197

165.7帥

165.知

165.610

(土）蔓

(土）

(28.2）

(17.4）

浅熊,息,にぷ時艶,鯛色

浅黄横

外）刷毛目，樹ナデ内）ヘラ削り，横ナデ

外・内）ナデ

170-1 ST－2鮪 (土）璽 (24.9） にぶい赤褐色，にぶい横 外）平行文タタキ，横ナデ、スス付蔚？内）同心円文タタキ

押図 週卿名 出土レベル(､） 器種 口径 器間 底径 色調 鯛整 伽考

175-1

-2

SX－01

SX－01

(土）皿

(±）皿

(12.0）

12.9

3.2

3.4

(8.6）

10.3

檀

横

外・内・見込み）回綻ナデ底）糸切後ナデ

外・内・見込み）回転ナデ底）ヘラ削り後ナデ

176-1

２
３
－
一

SX－02

SX~02

SX－02

165.7釦

165.695

(土）坪

(±）坪

(鉄）刀子

12.9

13.8

3.7

3.9

8.0

8.8

浅黄樋

浅黄燈

外・内・見込み）回転ナデ底）糸底

外・内・見込み）回転ナデ底）糸底

178-1

２
３
４

－
一
一

SX－“

SX－“

SX－明

SX－“

1閑.170

瓦質（茶壷？）

(土）皿

(土）皿

(土）皿

5.2

8.65

8.1

(8.8）

3.3

1.8

1.5

1.5

7.2

6.5

(7.4）

灰

浅黄桧

にぶい榎

褐灰

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切，綱製悪い

外）回転ナデ内・見込み）回転ナデ後ナデ底）糸切後ナデ

外・内・見込み）回転ナデ底）糸切り後ナデ

燈明皿

燈明皿

燈明皿

179-1 SX－略 銅製品？

1帥－1

２
３
－
一

SX－07

SX－O7

SX~07

165.535

165.570

165.別5

165.525

(±）蔓

(土）蜜

(土）喪

(13.6）

(27.2）

(31.2） 26.6

浅黄榎，にぶい糧，褐灰

浅黄横．灰黄褐色

灰白，にぶい横

外）刷毛内）削り

外）刷毛目後横ナデ，刷毛目内）刷毛目後樹ナデ，ヘラ削り

外）横ナデ，タタキ後棚刷毛，タタキ後刷毛目底）タタキ後刷毛目

内)梢ﾅデ､欄ﾅデ優-圏削り，ヘラ削り闇-圏ナデ見込み)ヘラ削り後-鼠ﾅデ

181-1 SX－的 (鉄）馬具（轡）

182-1

２
３
－
一

-4

SX－10

SX－10

SX－10

SX－10

(輪）白磁碗

(輪）白磁碗

(輪）白磁蔓

(輪）白磁碗

(16.2）

(17.4）

(14.4） 4.1

(9.3）

(7.4）

ﾐストグリーン

リリーホワイト

ﾐストグリーン

ﾐストグリーン

外）施紬内）施粕，櫛描文

外）削り？，施紬．櫛描文内）施紬．櫛描文

外）施納，沈線文内）回転ナデ，施紬

見込み）施紬底・高台）削り出し高台，一部紬だれ有り

外）削り，施粕，櫛描文内）施紬，沈線文、櫛描文

見込み）施紬底・高台）削り

V－4b,12c前～後半，やや歪

V－4c,12c前～後半

四耳壷,11c後半頃

外器面飼部下半～閲入有り

12c前？後半，Ⅵ－1b

図版 週栂名 銭貨名 国名初鏑年（西暦） 備考

24－1

１
２
３

一
一
一

SB－39PitlO

SB－40Pit23

SB－40不明

SB－40不明

太平通蜜

太平通賢

太平通賢

太平通賓

北宋976年

北宋976年

北宋976年

北宋976年

34－5

－6

SB－50Pit6

SB－50Pit4

明道元質

明道元蜜

北宋1032年

北宋1032年

綴醤

譲笹

６
７
一
一

－8

SB－52Pitl

SB－52Pitl

SB－52Pitl

宣和通賛

組照元賓

元閣迩蜜

北宋1119年

南宋11帥年

北宋1078年

分借7，8と接潤

背三か背五？

6,8と接溺

篭啓6，7と接麓

39－3

－4

SB－56Pit8

SB－56Pit4

超聖元賢

照寧元貿

北宋1094年

北宋1068年

行笹

真密

－4 SB－59Pitl 明道元蜜 北宋1032年

53－3 SA－4 元口通貿

－4 SA－8 政和通賢 北宋1111年 分借

４
５
６
７
８
９
胴
Ⅲ
吃

一
一
一
一
一
一
一
一
一

６７１ SX－2

SX－2

SX－2

SX－2

SX－2

SX－2

SX－2

SX－2

SX－2

蔑祐通賢

照寧元蜜

畷寧元賢

政和通蜜

至逝元蜜

天鰯通蜜

鼠宋通賓

元豊通蜜

開元通資

北宋1056年

北宋1068年

北宋1068年

北宋1111年

北宋995年

北宋1017年

北宋1038年

北宋1078年

南唐960年

真密

真笹

藻番

篭番

行密

真暫

譲雷

13,14,15,16と接濁



第1節遺構

現場説明会

－207－

図版

－13

－14

－15

－16

－17

－18

図版

遺構名

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

週構名

銭貨名

景徳元賓

曝寧元盲

元祐通賓

聖宋元賓

景祐元盲

元祐通賓

銭貨名

国名初鍋年（西暦）

北宋1004年

北宋1068年

北宋1086年

北宋1101年

北宋1101年

北宋1086年

国名初鯛年（西暦）

備考

蚕害

12‘14‘15,16と接藩

蒙害背ありか7

12.13.15.16と接濫

行■

12,13.14‘16と接若

行暫

12.13.14.15と接藩

真害

行害

備考

177－19

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
１
１
『
と
へ
く
）
Ａ
判
貝
〉
Ｒ
〕
Ｔ
〃
。
Ｕ

７７

図版

178－5

－6

自構名

SX－4

SX－4

銭貨名

元竪通買

元磐涌密

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－2

SX－2

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

開元通賢

天聖元賓

天聖元賓

皇宋通商

治平元寅

元豊通音

元祐通賛

元祐通商

元符通賓

祥符元賓

聖宋元賓

開館通賓

嘉定通賓

開元通賓

唐621年

南宋

南宋

宋

宋

宋

宋

宋

宋

末

宋

宋

宋

'23年

'23年

'38年

'64年

1年

8年

6年

倖
手６

8年

9年

1年

5年

8年

上月

真害

豪■

繁書

蒙害

行吾

蒙害

茶室

蒙香

行寄

背元か背六

行書5と2枚接藩

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－

SX－3

里宋通賓

際寧元賓

元豊通盲

元祐通宵

元祐通賓

紹聖元盲

聖宋元曹

宋

宋

宋

宋

宋

宋

宋

国名初鏑年（西暦）

宋1078年

宋1078年

'38年

'68年

'78年

,86年

86年

94年

01年

真書

塞害

行書

行書

行害

行害

行害

備考

行書

行■

と

と

と

枚接差

枚接差

2枚接潜



第Ⅱ章調査の成果

SX－3

N－16にて検出された。最初土坑としてあったが、

不明遺構としてここに提示した。出土物は古銭が中

心であり、総数8枚であるが、SX－2と状況が類

似している。また掘り込みは斜面を呈することから

これも柱抜き取り痕とも思われる。単独で出土して

いるが対掘立柱建物と対応の可能性も考えられる。

SX－4

調査D区にて検出された。長軸2.6m・短軸2.0m

の不定形プランである。遺構北側にピット状の掘り

込みがあり礎石が見られることからピットが後に切

り合っている可能'性もある。埋土は何層にも見られ

るが全体的に乱れており一括して埋められた状態で

ある。埋土にはカーボン・焼土ブロックも見られる。

生活雑器から生産具・古銭と遺物は混在しており、

廃棄の土坑であろう。

SX－5

K－9グリットにて検出された｡1．1m×0.9mの楕

円型を呈し深さ0.4mを測る｡埋土に灰層が中央か

ら検出され､その下位からカーボン層が見られた｡床

直には拳大のやや厚みのある砂岩石が敷き詰められ

るように配置されていた｡灰層の厚みは10cm･カーボ

ン層は4cm程の厚みを持つ｡このカーボンをサンプリ

ングとして㈱古環境研究所に樹種同定を依頼した。

その結果は第Ⅲ章科学分析で述べる｡このような構

成を持った遺構は本遺跡ではl例だけである。灰・

カーボンから火気使用は明らかであることからこれ

まで類例が報告されている鍛冶遺構であろうか｡ま

た埋士内から銅製品が出土している。この製品は4cm

×1.8cm･厚さ0.2cmで短軸方向に波打ち状の形態である。

SX－6

H－lOグリット内で検出された。この遺構は2本

のピット状の掘り込みであるが、本来は長軸1.6m

・短軸1.2mの遺構とピットの切り合いである。切

り合い関係は明確でないが、ピットlはSB－50の

ピット11．ビット2はSB－52のピット9に対応す

る。このピット1から人骨が検出された。人骨は骨

片2点で火葬骨であった。人骨出土であることから

土墳墓と思われるが出土状態が明確でないことから

ここに仮置きした。

SX－7

D－6グリット内で検出された。東方向をピット

状の切り合いがあるが、遺構は楕円形を呈し、床面

にカーボン、検出面に粘土層が見られる。遺構西端

に遺物出土が見られ、いずれも土師器で小型莞1．

莞2．3が出土している。床面のカーボン・検出面

に粘土層から篭遺構か。

SX－8

X－6グリット内で検出された。南北両端を削平

されているが径10～20cm程の操が集石状にあり、厚

みを持たず平坦な状態である。この下には堀り込み

があり、埋土はl層である。近接する県指定遺跡勝

福寺古塔群に見られる敷石遺構（写真図版8No．

29）に類似していることからこの可能性もある。

SX－9・lO

SX－9・10はピット状を呈した遺構で本遺跡か

ら2遺構を提示する。ピット状の掘り込みに特長が

あるのではなく、その出土物に注目した。

SX－9

SX－9はL－l6グリットでの検出で底部からや

や浮いた状態で馬具が出土した。馬具は轡部分で右

鏡板を欠失していたが、左鏡板と喰部と引き手部が

残存していた。これを反転復元したものが第181図

である。鏡板は最大幅8.8cmで、円環状をなし下部

を蕨手状に巻き上げてある。頂部には立聞の痕跡が

見れる。喰は2連で大小の環を作りだし、大は鏡板

と引手に小は片方の喰部に連結している。左喰部は

連結部から鏡板方向に時計回りの撚りがかかる。ま

た引手にも同様の撚りが見られる。鏡板の形態から

9～lOCの遺物か。

SX－lO

Y－（－1）グリットでの検出した。清掃時に輸

入磁器が出土したため、改めて周囲の清掃と検出を

行ったところピット検出面から中層にかけて輸入磁

器の破片がブロック状に混入されていた。この状態

はSB－4のピット10での輸入磁器の出土状況と類

似しているため､このSX－10はSB(掘立柱建物）

のピットとも考えられ、周囲の検出に努めたがこれ

を確認することはできなかった。埋納遺構の一種か。
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1はじめに

遺物は多種多様であるため、これを日常器・金属

器．生産具．特殊遺物の4種に大別した。以下この

類別に従う。遺物については概説として述べ、観察

表（表14）を参考とされたい。

2日常器

日常器という概念は日常生活に於いて使用される

器の意で、日常生活のなかには「ハレ」・「イミ」

など日常生活の中に区別等もあるが、本遺跡では便

宜上「日常器」ということで包括した。

土師器（第183～185図）

土師器はⅡ・坪の配列は底部の状態で配列をした。

つまり糸切底とそれ以外である｡1～8は皿であるが

1～3まではへラ切りを施す。何れも口径10cm未満

で器高2cm未満である｡3は外器面は丁寧なナデ調整

が見られる。また底部は板目状圧痕が見られる｡4～

8は糸切底で4は体部の開きが小さく短く立ち上が

る｡8は底径が9.8cmと大型である｡9から19までは坪

とした｡9～11はへう切りで口径に対し器高の数値が

高い｡11は口縁部を欠く資料であるが、底部状態と

立ち上がりから同類であろう。12～19は口径に対し

器高が1/3程である。底部切り離しは12～14ははへ

う・他は糸切である｡20は高台付碗で21は脚台付鉢

とした。

22．23は婆である。外反する口縁部を持つが､22

の外反は大きく何れも頚部が僅かにすぼまる｡23は

胴部の張りが少ない｡24は小型婆で緩やかな外反口

縁部を持ち、胴部上位が張り頚部がすぼまる｡25は

胴部上位に最大径を持ち頚部は口唇部は摘みあげた

ようにすぼまる。小型壷の類であるが異形である。

26．27は婆で把手が付く｡26は痛状で27は破損で不

明である。

須恵器・中世須恵器（第186～188図）

須恵器は主に坪・蓋・盤が出土している｡1は坪身

で口径12.4cmを測り、調整は削りを施し器高は4.2

cmを測る｡2～9は高台を持ち、体部は斜行に立ち上

がるが2は他に比べ垂直気味にに立ち上がるため他

の坪に比べ口径が小さい。口径は11～13cm間である。

第2節遺物

9は底部から外器面の一部で口縁部を欠く資料であ

るが高台径が8にほぼ同数であることと立ち上がり

が類似している｡7は色調が黄土色で須恵器独特の灰

色を有しないが器形が須恵器坪を呈しているためこ

こに仮置した。他の坪に比べ高台の畳付きが先尖で

ある。

10～15は蓋である。つまみの有無がある。擬宝珠

形10．房平12を呈するが、頂上部を欠く資料につい

てはつまみは不明である。蓋の先端は下方または斜

め方向につまみ出されている。自然紬が一部に認め

られる。

17～28は盤である。口径13～17cm・器高2cm前後

を測る。立ち上がりは外反するが､24．25のように

ほぼ垂直気味に立ち上がる｡29は広口壷で頚部から

口縁部資料である｡30は円形状の胴部を持つ短頚壷

であるか。

31～35は婆の胴部上位から口縁部の資料である。

31は反転復元で口径23cmを測る。調整は外器面は格

子状叩き・内器面は平行条線である｡32～34にも格

子状叩きが見られるが､35の内器面は半円状の叩き

が見られる｡36は壷または蕊の胴部下位から底部資

料で外器調整は山形状の叩きである｡31～36は須恵

質であるが1～30までとは時期に差異があり、これ

らは本稿では中世須恵器と仮称した。

黒色土器（第185図）

いぶし焼きにより器表面に炭を吸収ざせ黒化処理

を施した土器でヘラミガキ手法の組み合わせを黒色

士器の定義としてここに分類した。本稿では以下の

9点を紹介する。また黒化処理は両面黒色と内器面

のみ黒色がみられる。

1は内黒で平底の無高台坪の形態を有する｡2は内

黒で高台を有し底部から体部にかけて直線に開く形

状をとる｡3は足高の高台に深く内湾する体部を有す

る器形で体部は緩やかに湾曲しながら立ち上がる｡8

．4は3に比べ外反がゆるやかで、やや低い高台を

持つ。ゆるやかにか立ち上がる器形である｡5の高台

は不明であるが体部の立ち上がりから8．4の系譜

であろう｡6．7は底部資料であるが高台の状態から

8の系譜であろう｡7の高台は外反している｡7は両面

内黒で他は内黒である｡9は明確なヘラミガキが見ら
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れないが、いぶし焼きで黒色を呈し、その高台は円

盤状を呈し南九州に見られる形態である。第189図

は黒色土器の出土分布状態で破片ではあるが、遺跡

北東～南西軸と南東端に集中区が見られる。

墨書・ヘラ記号土器.(第190図）

墨書土器として6点、ヘラ記号土器3点を提示し

た。いずれも土師器である｡1は内黒椀の外器面に墨

書で｢＃｣が書かれている。これは漢字としての｢井」

と読めるが、平川南氏の指摘にあるように、一種の

記号としての墨書と考えるならば、呪符等に用いら

れるドーマンと呼ばれる魔除けの記号であるか。ま

た海女の磯ノミに魔除けとして刻印されており民俗

事例の中でも類例を見る｡3も○字状を呈しておりこ

れも記号であるか。他は漢字の一部分であろうが一

部分であるため判読するには厳しい｡5は底部に墨書

が見られる。ヘラ記号はいずれも底部に見られ、底

部切り離しははへう切りである｡6．7．8は鋭利な

道具で沈線を構成する｡6は交差が○に十字状､7は一

本沈線に3本の沈線が交差している。また8は｢X」

字状と「T」字状の沈線が確認される。これらも記

号の一種か。

輸入陶磁器（第191.192図）

輸入磁器は日常器とはやや'性格の異なる遺物であ

るが整理上ここに仮置した。本遺跡から輸入磁器は

破片を含めて多量の出土があり、遺跡のグレードを

窺い知る材料の一つであるが、遺構に伴う輸入磁器

は掲載しているので、本項では27点の提示に留めた。

1～6．20は碗である｡3は15C前半で本遺跡の輸

入磁器中で最も新しい｡4．5は天目茶碗である｡6．

18は越州窯で9～lOCo12～19は水性・壷・瓶であ

る｡15．16は梅瓶で文様が素晴らしい｡21～25は合子

で23．24も陽刻を施す｡26は黒紬陶器で茶入れか｡27

（写真図版4No．15）は下位部資料である。二

次焼成を受け紬が燭れているが多彩が僅かに見れる。

明代華南系か。

第193図は輸入磁器分布図で遺跡中央に密集が見

られる。また第194図は輸入磁器片であるが、これ

はSK（士塘墓）の埋土から出土したものである。

SKとしての認識としてC類の伴献物の出土が認め

られたが、この伴献物が輸入磁器破片の類例があり、

何れも死床面かその直上であった。第194図の輸入

磁器片は調査C区の墓域等を中心としており、第194

図の輸入磁器分布の密集は薄いが分布は認められる

ことから、流れ込みの可能性もあるが、供献の可能

性も否定できないため、参考として提示した。

国内陶磁器（第195図）

1は瓶子の底部から胴部下位の資料である。紬は

流れの多い粕縞が認められる。紬の特徴から古瀬戸

であろう｡13Cの産物か。

2から3までは常滑窯の口縁部資料で断面N字状

を呈する口縁形態で外反させさらに口縁を形成する

が､6では口縁の端部を折り返して縁帯状に形成する。

l3C後半～15C中期頃の資料である｡7は胴部上位。

8は底部から胴部下位の資料である｡7の外器面には

「ゴマ塩」と呼ばれる灰被りの現象が見られ、その

色調は暗灰黄の自然紬が見られる。底部は平底を呈

することが確認される。粕の色調は鈍燈である。何

れも常滑窯であろう。

握鉢・楕鉢（第195～197図）

1～9は握鉢で何れも須恵質土器である。内器面

の調整は1．6は横ハケ､2．3は上位は斜行ハケ、

下位は横ハケである。また2は下位に僅かであるが

1条の櫛目が縦→斜行に見られることから摺鉢か｡4

．5．8の内器面はナデ調整｡7．9は底部資料で7

は時計回り､9は渦巻き状のハケが見られる。

10～16は播鉢で13．14は土師質土器で他は須恵質

土器である。揺り目は1～3条と多様である｡10は

口唇部に一条の沈線が走る｡16は1条の揺り目であ

るが縦一斜に行われている。

17と18は瓦質土器であり、整理上ここに仮設した。

17は鉢の破片。浅鉢形と思われ内器に横方向のハケ

目調整、口縁部を外折し鍔状にする。上面に巴紋の

二つ巴が見れる｡18は体部外面に凸帯が巡る。石鍋

の模倣か。

滑石製品（第197.198図）

本遺跡からは滑石を原料とした遺物が出土したが、

本来は石鍋として当地に持ち込まれたものであろう

が、破損等により二次加工製品も見られるが、滑石

製品としてここに配置した｡1～7は石鍋で口縁部の

鍔の位置や立ち上がりの状態で、石鍋編年試案（木
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戸1995年）を参考とし時期的に配置した。

7は鍔直上に孔が窺ってある｡8～10は石鍋底部で

ある｡9は底径8cm程であるが10は17cmを測り大型で

ある。外器・内器の加工痕が明瞭である。

11～24は滑石製品であるがその大半は目的が不明

であるため図版の天地は仮置としている｡11．12は

孔を持つ遺物で、孔が遺物の'性格を窺い知る鍵とな

るのであるが使用目的は不明である。この中で遺物

の性格が見れるのは13～18で棒状に切り目が2～3

ヶ所見られる。民俗例から沈子の形態に酷似してい

る｡20～23は平坦部に摘み状の突起部が見られるも

ので、この突起物には孔が窺ってある。石鍋の補修

具と考えられている｡19は扇平な形態に摘み状の部

分がある、何かの制作途中であろうか｡24の材質は

滑石ではないが、ここに仮置きした。ほぼ正方形の

形態の端部に孔が窺ってある。全体に擦り状態が見

られる。温石か。これらは、制作目的のために制作

されたのか、滑石製品の主である石鍋の破片の再加

工かの判断は困難である。

3金属器

遺物の3として金属器を取り上げるが、本遺跡で

は「鉄」・「銅」の二種であった。

鉄（第199．200図）

鉄製品としてここに提示する遺物は、鉄鋳造に伴

い出土する鉄鉱鐸を除いた遺物である。武具・生産

具・生活具等が見られた｡1．2は雁又､3は板状で二

方向に斜めに切り落としている形態で、鎧の一部で

ある小札であろう。出土状態は不明である。本遺跡

から1点だけである｡4は独楽状を呈していることか

ら紡錘車であろう｡5～7は釘である。釘は本遺跡か

らはSB・SA・SKから出土しているがここに提

示してものは大・中・小を提示した｡7は先端を折り

曲げて釘頭を形成している。それぞれの断面は方形

・長方形を呈する｡8は釣針でわずかであるがかえし

の部分がみえる。9は槍鈎であろうが先端の痛状の突

起物がやや気になる｡14も槍飽と思われる｡10は刀子

であるが刀子はSX－2からも出土している｡12は

発火器である火打鎌である｡13は雁又状でもあるが

使用目的は不明である。板状を呈しているために製

第2節遺物

品としての未加工品か｡15はキャップ状を呈し貫通

はしていない遺物である。不明製品であるがここに

提示する｡16は釘状に見立てると先端は尖り頭部は

環状を呈している。SB－23で出土している壷金に

類似している。

銅製品（第200図）

1は高坪状の形状で上部の碗に1本、脚部に3本、

底部に2本、外器面に細沈線が確認される。全長3.0

cm坪の法量は11.6㎡である。その形状から飯食器

で、現在での仏具、「仏飯具」であろう。2は器高

2.7cm重量34.29を測る。青森県尻八館出土の遺

物に酷似しており同遺跡は13～15世紀に位置づけさ

れている。形状は上部に宝珠形を呈し摘み状の突端

にがあり、ここに紐孔が窺ってあるが貫通ではない。

下部は台形柱を呈する。出土地は調査E区でSK－

206に近接している。測量具の「権」であろう｡3は

押しピン状を呈しピンの部分は断面は長方形を成し

先端は欠損であろうが尖頭状である｡調度品の｢鋲」

か。第200図は古銭である。初鋳年から羅列した。

古銭の出土状態はSB・SA・SXで確認されてい

るが、ここに提示したものは包含層から出土のもの

である。

4生産具

4は生産具として生産過程において使用される道

具を提示した。

土錘（第201図）

本遺跡の士錘はその形態から全長4～5cm・幅1

cm程度（1～8）、全長5～6cm・幅2cm程度（9

～14)、全長4～5cm・幅2～3cm（15～22）全長

6～8cm・幅2～3cm（23～26)、全長6～7cm・

幅5cm（27．28)、に分類できる。形態から土錘で

あると思われるが網漁に使用されたものであろう。1

．3には形成時の指ナデが見られる。士錘は漁網の

下位に配置する沈子で、通常は均一した沈子を使用

する。SX－4での均一した形態の資料は参考とな

る。形態に差があるのは漁網類の問題か。民俗例で

は、「孔径の2乗値L、土錘の長さを最大幅で除し

た数値Pを計測すると0≦L≦0.25でl＜P＜7.0

の刺網のものと0.25＜Lで1＜P＜3.0の袋網系(地
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曳網、底曳網）に大きく分けることができる｡｣とい

う数式がある（真鍋篤行・瀬戸内海歴史民俗資料

館）ことから、参考として観察表では刺網系・袋網

系を提示した。

砥石（第202図）

遺跡からは擦痕跡が確認される遺物が数点あるが、

これを砥石と想定した｡1は本遺跡最大の砥石で四面

が使用されているためその断面は長方形を呈してい

る。擦り痕跡が長軸方向に見られる｡4は小型の砥石

で使用した面は一面だけであるがその使用痕跡はV

またはU字状の溝を呈し数条確認される。砥石には

面砥石の1．2．3，線砥石の4が存在する。

紡錘車（第202図）

肩平の円または楕円形の中央に孔を窺う遺物が数

点見られる｡6．8は円形で8は反転復元をしている。

7はやや不定形を呈する｡6．8は意図的に制作され

ているが7は土師器片の再利用である。紡錘車の一

種か。

羽口（第202図）

K－8グリット内のピットから出土している。反

転復元により中心に孔を窺う遺物で、直径は8cm・

孔径2cmを呈すると思われる。全体に火受が見られ、

輪の羽口と思われる。火受の状態はトーンで提示し、

濃度の強い方がこれが大きい。第203図は鉄鉱鐸の

分布を提示した。遺跡中央からやや東に集中が見ら

れる。

5特殊遺物（第204.205図）

ここではこれまでの分類に属さない遺物が中心で

ある。目的不明遺物もあり、ここに類別した。

瓦（第205図1．2）

本遺跡から2点の瓦が出土している。いずれも平

瓦で凸面の叩き締めの痕跡と思われる縄目が見れる。

凹面は布目痕が確認きれる。いずれも破片である。

硯（第204図3）

幅6.0cm・長さは残存で9.4cmの長方硯。内側に縁

帯を持つ。硯の中央部が残存しており陸部の一部に

あたると思われる。図版上部の海部に向かって鈍角

に下る。SD区－8より出土。

輸入磁器二次加工品（第204図1～3）

輸入磁器の見込み部を高台に沿い、意図的に残す

ような整形を成す遺物で3点を提示した。遺構にも

伴わず出土の傾向も見らない｡遊技道具の一種で｢瓦

玉」と呼ばれるものか。

スタンプ付土師器（第205図4）

4は土師器の見込み部に菊花状のスタンプが施さ

れる。またその形態は中心点に花弁状に配置され、

中央に1点・周囲に6点が見える。このスタンプは

「奈良火鉢」の外器体部に見られる印文に類似して

いる。底部の厚みと底径からⅡと思われ、底部は板

状圧痕が残るが糸切り後ナデ調整が行われている。

本遺跡からは1点のみで特異な遺物である。

ペッティングストーン（第205図5～11）

円．または楕円形の平坦石を意図的に磨きが見ら

れる遺物をここに提示した。いわゆるペッティング

ストーンと呼ばれるもので長軸2cmに均一が見られ

るが、最小で5の1.3cm・最大で11の4.7cmが見られ

る。自然石を意図的に加工しており、遺物出土数も

少数であることから、生産の道具とは考えにくく、

これも遊技等の諸道具か。
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第2節遺物

第14表出土遺物観察表1 日常器（土師器・黒色土器・須恵器）

－233－

挿図 出士地 器種・形態 口径 器高 底径 色調 調整 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
胴
Ⅷ
吃
旧
側
旧
陥

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

３８１ J－13

J－13

F－8

L-13pit内

G－8

M-18pit内

K－13

K－6pit内

B区H-221

N-13pit内

K－7

L－7

B区鯛査区内

G－9

K－9pit内

L－13

(土）皿

(±）皿

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(土）皿

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）杯

(土）坪

(土）坪

9.6

9.6

9.8

7.4

7.6

8.6

9.4

9.8

10．7

12

14．9

15

16．4

12．7

12．4

1.5

1.6

1.6

1.6

1．1

1.3

1.6

1.4

4

4.6

3.8

4.3

5.7

3.4

3.4

7.2

7.8

9.2

6.3

5.4

6.3

6

8.4

5.8

7

8

8.2

10．6

10．5

8.2

9

浅黄燈，桧

糧，浅黄燈

にぶい黄横，浅黄横

横、にぶい横

褐灰

横，浅黄横

横

浅黄橿

にぶい糧，浅黄横

浅黄横

にぶい横

にぶい黄橿

浅黄横

檀，浅黄横

浅黄横

浅黄横

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ

底）回転へラ切り後板状圧痕

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ

底）回転へラ切り

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ

底）回転へラ切り後板状圧痕後指ナ

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ

底）糸切り後板状圧痕

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ

底）回転糸切り後一部板状圧痕

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ．回転ナデ

底）回転糸切り

外・内）回転ナデ底）糸切り

外）回転ナデ（口縁部5箇所指押さえ？）

内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ底）回転糸切り

外・内）回転ナデ底）回転へラ切り

外・内）回転ナデ底）回転へラ切り後板状圧痕後ナデ

外）ナデ，板ナデ底）カキ取り？

内）板ナデ（底の部分、中央に向かって板ナデ）後一部ナデ，板ナデ

外）回転ナデ内）回転ナデ後ナデ，ナデ

底）回転へラ切り後ナデ（粘土付着）

外・内）回転ナデ底）回転へラ切り後ナデ

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ，回転ナデ

底）ヘラ削り後指ナデ

外・内）回転ナデ底）回転糸切り後板状圧痕

外・内）回転ナデ底）糸切り

７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１

１
２
２
２
２
２
２

｝
一
一
一
一
一
一
一
一

４８１ L－15

K-13pit内

F－（－1）

D区鯛査区内

H-9,H-11

B区調査区内

C区鯛査区内

C区＝P76

J－6

(土）坪

(土）坪

(土）坪

(土）脚付碗

(土）脚付碗

(土）蕊

(土）蜜

(土）頚

(土）小型壷

13．4

16．8

17．2

14．6

25

(28.6）

12

2.9

3.7

4.7

7.7

8.6

9.5

11．2

9.2

8

10．4

7.6

浅黄燈，にぶい黄橿

浅黄横、褐灰

灰白，浅黄横，灰黄褐色

燈

横？黄横

にぶい横

浅黄横，糧，黒褐色

にぶい黄燈，にぶい糧

糧

外・内）回転ナデ底）糸切り

外）回転ナデ内）回転ナデ後仕上げナデ．回転ナデ

底）糸切り

外・内）ナデ底）糸切り

外）回転ナデ高台）貼り付け高台後ナデ

内）板状工具によるナデ後一方向のハケ？，ナデ，回転ナデ

外）ナデ，ヘラ削り内）削り後ナデ

内面底）板状工具によるナデ高台外）ナデ

外）横ナデ，刷毛目内）横ナデ、刷毛目板ナデ

外）横ナデ，ハケ内）横ナデ，ヘラ削り

外）回転ナデ，回転へラ切り後板状圧痕底）回転へラ切り後板状圧痕

内）回転ナデ，回転ナデ後仕上げナデ

外・内）ナデ

185-26

-27

B区鯛査区内

SK－137

(土）甑

(土）甑

28.6

26.6

明赤褐色．横

黒褐色，にぶい横

黒、褐灰，灰黄褐色

にぶい黄橿、浅黄横

外）ナデ，指押さえ後ナデ（つまみ貼付）

内）ナデ，ナデ後へラ削り

外）横ナデ．刷毛目後かき目

内）横ナデ．ヘラ削り

(貼り付け）指押さえ後刷毛目

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
２
３
４
５
６

５
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
訓
訓
刊
訓
刊

８１ SD－11

F－10

N－14

N－11

H－9

H－9

L－12

E－7

G－9

SD－8

N－9

ST－146

SB－61Pit26

F－10

H-9.H－10

SK－61

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）坪

(須）蓋

(須）蓋

(須）蓋

(須）蓋

(須）蓋

(須）蓋

(須）蓋

(12.4）

(10.6）

(11.4）

(11.8）

(12.5）

(12.4）

12

(13.6）

(17.2）

(18.8）

(15.8）

(14.95）

(14.4）

(17.8）

(12.6）

4.2

4.4

4.9

5.0

4．95

4.7

5.6

5.5

(3.65）

2．25

(2.25）

2.2

(2.1）

(1.5）

(2.25）

(0.85）

灰

灰

オリーブ

灰白

腎灰

緑灰、青灰

浅黄横

灰

灰、灰白

黄灰

灰，黒褐色，にぶい黄褐色

灰、灰黄

灰，黒

灰

浅黄

灰

外）ロクロナデ，削り内）ロクロナデ，ナデ

外）ロクロナデ，削り後口クロナデ内）ロクロナデ，ナデ

底）ヘラ切り後ナデ高台）ロクロナデ

外）ロクロナデ内）ロクロナデ、ナデ

底）ロクロナデ，ヘラ切り後ナデ，板状圧痕有高台）ロクロナデ

外）ロクロナデ，ヘラ削り内）ロクロナデ，ナデ

底）ナデ高台）ロクロナデ

外）ロクロナデ．削り後口クロナデ内）ロクロナデ，ナデ

底）ヘラ切り後ナデ高台）ロクロナデ

外）ロクロナデ、ナデ前に削りの可能性有内）ロクロナデ

底）詳細不明高台）ロクロナデ

ナデ

外）回転ナデ内）ナデ高台）回転へラ切り後貼り付け後ナデ

外）ロクロナデ，ヘラ削り内）ロクロナデ，ナデ

底）ヘラ切り後ナデ高台）ロクロナデ，棒状？圧痕有

外）ロクロナデ内）ロクロナデ，ナデ

底）回転へラ切り後ナデ，圧痕有

外）ロクロナデ (自然紬？）内）ロクロナデ，横ナデ後ナデ

外）ロクロナデ

内）ロクロナデ

ロクロナデか？詳細不明，ナデ？

ナデ？

外）ロクロナデ ヘラ切り痕有内）ロクロナデ，ナデ

外）ロクロナデ（自然紬),削り内）ロクロナデ（－部自然紬）

外）ロクロナテ

内）ロクロナテ

(一部削り？）,削りあるいは切り離し痕

外）ロクロナテ 削り内）ロクロナデ、削り

外）ロクロナテ ナデ内）ロクロナデ，ナデ

187-17

－18

-19

-20

-21

２
３
２
２
－
一

４
５
６

２
２
２

－
一
一

B区調査区内

H-9.H－10

SD－8

F－10

F－9

E－8

H－12

F－6

ST－64

SD－8

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(須）盤

(13.3）

(13.9）

(14.2）

(14.4）

(14.4）

(14.3）

(15.0）

(14.3）

(15.6）

(13.2）

1.6

1．45

1．55

1．85

1．5

1.5

1．85

1.8

(2.15）

2.3

(11.3）

(11.1）

(11.8）

(12.9）

(14.4）

(12.7）

(11.4）

(13.8）

(14.3）

(9.8）

灰

明オリーブ灰q9 灰

灰

オリーブ灰，灰

灰，黒

灰

灰白、灰

青灰

灰

灰

外）ロクロナテ 内）ロクロナデ，ナデ底）ヘラ切り後ナデ

外）ロクロナデ (一部削り？へラ切り？）内）ロクロナデ，ナデ

底）ヘラ切り後ナデ

外）ロクロナデ，ヘラ削り後口クロナデ？内）ロクロナデ

底）ヘラ切り後ナデ

外）ロクロナデ内）ロクロナデ，ナデ底）へラ切り後ナデ

外）ロクロナデ（自然袖、付潤物有）内）ロクロナデ後ナデ

底)(自然袖，付蒲物有）

外）ロクロナデ内）ロクロナデ，ナデ底）ヘラ切り後ナデ

外）ロクロナデ，ヘラ削り後口クロナデ？内）ロクロナデ，ナデ

外）ロクロナデ内）ロクロナデ底）へラ切り後ナデ

外）ロクロナデ内）ロクロナデ，ナデ底）ヘラ切り

外）ロクロナデ内）ロクロナデ，ナデ

底）へラ切り後一部ナデ，－部指頭痕あり



第Ⅱ章調査の成果

観察表2 日常器（墨書・ヘラ記号）

観察表3 日常器（輸入陶磁器）

－234－

挿図 出土地 器種・形態 口径 器簡 底径 色鯛 鯛整 備考

187-27

８
９
０

２
２
３

－
一
一

-31

-32

-33

L－6

G－10

G－13

SA－8Pit内

C区63墓

D区K－9Pit597

A－1号ミゾ333

(須）盤

(須）盤

(須）広口壷

(須）短頚壷

(須）麹

(須）頚

(須）麹

(17.6）

(17.8）

8

(22.1）

(1.7）

1.5

(9.1）

(51）

(60）

(14.5）

(14.8）

灰

緑灰．灰

灰黄

灰

灰黄褐色

黄灰

灰

外）ロクロナデ内）ロクロナデ底）ヘラ切り後ナデ

外）ロクロナデ，ヘラ削り後口クロナデ内）ロクロナデ底）ナデ

外・内）回転ナデ

外・内）回転ナデ

外・内）回転ナデ，叩き

外）連点文．叩き内）回転ナデ，刷毛目

外）回転ナデ，叩き内）回転ナデ

188-34

弱
調
１
２
３
４
５
６
７
８
９

垂
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

D区J－9Pit357

謹査区内

SD－8

ST－138

K－11

F－9

ST－56

E－9

M－14

SD－11

M-12pit内

M-13pit内

(須）麹

(須）麹

(須）蓮

(黒）B型

坪

(黒）B型

碗

(黒）B型

碗

(黒）

碗

(黒）B型

碗

(黒）

碗

(黒）B型

碗

(黒）B型

碗

(黒）B型

碗

16．6

16

15

(17.8）

13．4

14.2

(65）

(6O）

5.4

5．95

6

6.05

4.5

(3.7）

2.55

5.6

1.25

6

6.15

オリーブ黒

浅黄

黄灰

浅黄，にぶい黄橿

灰黄，黒

浅黄横，橿，黒

にぶい黄橿，灰

浅黄，灰黄，黒

浅黄，黒

黄灰‘黒

黄灰，浅黄

樋，黒

外）連点文、叩き内）回転ナデ、刷毛目

外）回転ナデ，叩き内）回転ナデ，半円状叩き

外）格子状の叩きの上より山形文内・見込み・底）ナデ

外)ロクロナデ，削り後口クロナデ、削り，（ミガキ機の光沢有)，(一部黒斑）

内）ミガキ（単位不明瞭)，（黒色）

底）削り (ミガキ様の光沢有り)，（－部黒斑）

外）ロクロナデ，回転へラ削り後一部回転へラミガキ，ロクロナデ

内）ヘラミガキ（単位不明瞭）

底）ロクロナデ（－部黒色）高台）ロクロナデ高台．内）－部黒色

外）回転へラ削り後へラミガキ？ロクロナデ

内）ヘラミガキ（単位不明瞭）

底）ヘラ切り後ナデ高台）ロクロナデ

外)ロクロナデ，回転削り後部分的に回転へラミガキ，（一部黒色）

内）ヘラミガキ（単位不明瞭)，（黒色）底・高台）ロクロナデ

外）ロクロナデ後回転へラミガキ？，ロクロナデ，（一部黒色）

内）ヘラミガキ，（黒色）底）ロクロナデ，ヘラ切り後ナデ

外）削り後ナデ？ロクロナデ？内）ナデ？，（黒色）

底）ヘラ切り痕高台）ロクロナデ

外）ヘラミガキ

底）ロクロナデ

(黒色）内）ヘラミガキ (黒色）

(黒色）高台）ロクロナデ（黒色）

外）ヘラミガキ、ロクロナデ内）ヘラミガキ（不明瞭)，（黒色）

底）ロクロナデ，（黒色）高台．外）ミガキ高台．内）ロクロナデ

外・内）ロクロナデ (黒色）底）ヘラ切り離し後ナデ

底部資料

底部資料

挿図 出土地 種別 墨番・記号 色調 調整 備考

１
２
３
４
５
６
７
８

好
一
一
一
一
一
一
一

１ C区鯛査区内

ST－170

C区鯛査区内

F－8

F－8

C区鯛査区内

C区鯛盃区内

G－7

墨書

ヘラ記号

井

○

免？

○に×

×

外）灰白内）黒

浅黄燈

にぶい横

橿

にぶい橿・

浅黄燈

浅黄樋

灰白

外・内）回転ナデ

外・内）ミガキ

外・内）ナデ

外・内）ナデ

外）ミガキ内）ヘラミガキ底）ヘラ切り

外・内）横ナデ

外・内・底）ミガキ

外・内）ナデ底）糸切り

内黒外器面

糸底土師底部

土師底部

土師底部

土師底部

挿図 出土地 種別 器形 色鯛 調整 備考

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１

－
１
１

－
一
一
一
一

１９１ SD－8

SB－52

pit7

廻杏区一括

M－9

pit

J－7

SA－8

Pit4

SB－45

pit4

頚杏区内

L－14

M-11

pit

M-13

pit

白磁

青白磁

腎磁

黒紬陶器

黒紬陶器

青磁

宵礎

青磁

青磁

青磁

陶器

碗

碗

碗

天目碗

天目碗

碗

鉢

坪

盤

坪

盤

胎土パールホワイト

紬リリーホワイト

胎土パールホワイト

紬うす水色

胎土パールホワイト

袖ろくしよう

胎土シルバーグレイ

袖黒褐色

胎土シルバーホワイト

紬黒褐色

胎士鉛色

紬外）オリーブグリーン内）油色

胎土パールホワイト

紬ろくしよう

胎土シルバーグレイ

袖ろくしよう

胎土ねずみ色

紬ブロンズ

胎土パールホワイト

紬わさび色

胎土灰汁色，灰オリーブ

継稲分)油色砺稲分)ベージュ鯛鋤)にぶい樹

外・内）施紬

外・内）施紬

外・内）施紬

外・内）施紬

外・内）施紬

外・高台）施紬内）施紬，回跡有底）無紬

外）文梯有り，施粕内）施粕

外・内・底）施紬高台）施紬の掻き落とし

外・内）施紬

外・内）施紬

外）無紬，－部施粕（透明感無し）内）施紬

Ⅱ

12c前～後

麓泉窮

15c前

上田B類

13c中

瀬戸？

もしくは13c中？

Ⅱ2越州照

9～10C

Ⅲ～Ⅳ

13c後～14c前

龍泉窯Ⅲ4

13c後

龍泉窯Ⅲ

13c後

龍泉窯Ⅲ4

13c後

黄粕

13c中～後

192-12

-13

-14

G-8

F－9

E－9

白磁

白磁

白磁

水注？

四耳壷？

水注？

四耳壷？

水性7

四耳壷？

胎土シルバーグレイ

紬ミストグリーン

胎土シルバーグレイ

紬ろくしよう，スレートグリーン

胎土シルバーグレイ

紬ミストグリーン

外）沈線，施紬内）施紬

外・内）施紬

外）施紬内）一部施紬

12c中

12c中

Ⅱ

12c初～中



第2節遺物

観察表 陶

－235－

挿図 出士地 樋別 器形 色鯛 調整 備考

192-15

-16

-17

C区鯛査区内

H－10．J－10

N－11

pit

宵白磁

青白磁

黄褐紬

梅瓶

梅瓶

胎土アイボリーホワイト

紬外）アイスグリーン内）リリーホワイト

胎土パールホワイト

紬外）アイスグリーン内）シルバーグレイ

胎土灰汁色

紬ブロンズ

外)沈鼠陰刻文?，施紬内）回転ナデ,削り？，施紬

高台）紬の掻き取り，施紬

外）施文，施紬、器面はかなり摩耗している

内）ロクロナデ．施紬

外）施粕

13c中～後

13c？

192-18

９
０
１
３
４
５
６
７

塑
２
２
２
２
２

１

２
２

SD－7

H－9

A区鯛査区内

SB－61

pit20

H－9

B区調査区内

B区鯛査区内

F－9

H－10

pit

SB－44

pit55

腎磁

雷白磁

青磁

宵白磁

青白磁

白磁

白磁

青白磁

黒紬陶器

陶器

壷

小壷

小碗

合子蓋

小壷蓋

合子蓋

合子蓋

合子身

茶入れ

仏器？

花瓶壷

胎土ねずみ色

紬油色

胎土スノウホワイト

紬藍白

胎土パールホワイト

紬スレートグリーン

胎土スノウホワイト

紬リリーホワイト

胎土スノウホワイト

紬うす水色

胎土アイボリーホワイト

紬サロー

胎土クリーム

紬白ゆり

胎土シルバーホワイト

紬明緑灰底）浅黄横

胎土グレイ

紬茶色の紬

胎土灰黄、砂粒

紬ビンヤード

外・底）施紬内）施粕簿<剥ぎ落としている

高台）施紬，砂目跡有

(外・内）施紬，紬の掻き落とし

外・内）施紬

外）施紬、紬の掻きとり内）無粕

内）施紬底）無紬，－部紬有高台）無紬

外）陽刻文，施紬，紬の掻き取り

内）回転ナデ，－部施紬，紬の掻き取り

外）陽刻文、施紬，紬の掻き取り

内）回転ナデ，一部施紬，紬の掻き取り

外・内）施紬

底）糸底

外)調整不明

内)強い指ナデ，

施紬底)ナデ(－部紬なれ）

工具による横ナデ，ナデ(指圧痕有）

越州蕪

9～10c

13c

龍泉窯Ⅲ

13c中

13C？

広東産

12c前～中

広東産

12c前～中

13c？

華南系明代

二次焼成

挿図 遺構名 種別 器形 残存度等 色鯛 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ
吃
旧
叫
旧
怖
〃
肥
旧
知
剛
鯉
飼
別
溺
節
刀
羽
羽

一
一
一
一

別１ 6

14

30

33

57

99

120

121

132

150

164

173

176

185

187

213

白磁

青磁

白磁

白磁

白磁

腎磁

白磁

青磁

白磁

青磁

白磁

青磁

腎磁

青磁

白磁

青磁

白磁

白磁

白磁

青磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

青磁

皿

坪

碗

碗

碗

碗

壷

碗

碗

碗

碗

皿

碗

皿

碗

碗

皿

碗

皿

皿

碗

復元口径9.8cm

残存高2.9cm・1／3

復元口径12

残存高2

4cm

3cm・口縁部1／7残存

復元底径7

残存高2

2cm

1叩・底部1／6残存

残存高1.65cm・破片

復元口径16.4cm

残存高1.7cm・口縁部1／10残存

復元口径14

残存高2

0cm

8cm・口縁部1／12残存

残存高5.6cm・破片

残存高3.7cm・破片

残存高3.9cm・破片

残存高3.3cm・破片

復元口径15.6cm

残存高4.2cm・口縁部1／10残存

残存高3.5cm・体部の径1／10残存

残存高2.5cm・破片

残存高1.5cm・破片

残存高1.1cm・破片

残存高3.65cm・破片

復元口径12.0師

残存高1.9cm・ロ縁部1／12残存

残存高2.8qn

残存高1.9cm・破片

残存高4．0cm・破片

復元口径11.0cm

残存高2.8cm・口縁部1／10残存

残存高2.2cm・破片

復元口径15.0cm

残存商5.5cm・口緑部1／10残存

復元口径15

残存高2

6cm

3cm・屈曲部1／10残存

復元口径10

残存藩1

0cm

3cm・口縁部1／8残存

復元口径10

器厩2

0cm

1cm・全体の1／6残存

残存癌1.8cm・破片

残存商2.3cm・破片

復元口径16．0cm

残存高3.6cm・口緑部1／10残存

胎土スノウホワイト

紬リリーホワイト

胎土シルバーグレイ

紬ろくしよう

胎土枯草色

紬ミストグリーン

胎土パールホワイト

紬リリーホワイト

胎土シルバーグレイ

紬ミストグリーン

胎土シルバーグレイ

紬ミストグリーン

胎土パールホワイト

紬リリーホワイト

胎土シルバーグレイ

紬ミストグリーン

胎土パールホワイト

紬リリーホワイト

胎土ねずみ色

紬オリーブグリーン

胎土オイスター

紬ミストグリーン

胎土ねずみ色

紬モスグリーン

胎土スノウホワイト

紬ミストグリーン

胎土オイスター

袖スレートグリーン

胎土シルバーグレイ

紬オリーブグリーン

胎士シルバーグレイ

紬モスグリーン

胎土ねずみ色

紬ミストグリーン

胎土オイスター（特に内器面に顕著）

紬枯葉色

胎土シルバーグレイ

紬オリーブグリーン

胎土パールホワイト

紬ミストグリーン

胎土アイボリーホワイト

袖リリーホワイト

胎土パールホワイト

紬ミストグリーン

胎士シルバーグレイ

紬モスグリーン

胎土パールホワイト

紬ミストグリーン

胎土ミストグリーン

紬シルバーグレイ

胎土パールホワイト

紬ミストグリーン

胎士スノウホワイト

紬リリーホワイト

胎土パールホワイト

紬ミストグリーン

胎土シルバーグレイ

紬ろくしよう

白、Ⅸ213c後半

館泉青磁杯m413c後半

径不確実大きな貫入有

白碗Ⅳ12c中

白碗V1.412c中

鯛泉青碗15．bcdl3c半

紬の発色が悪く、透明感がない

白四耳壷

貫入有

内器面の紬はごく薄く図示できない

龍泉青碗I213c初

紬は薄い，傾き不確実

白碗V412c中

径不砲実貫入有

飽泉青碗11

径、傾きともに不確実，粕は薄い，わずかに貫入有

白碗V413c初

傾き不確実

萌泉腎碗I113C初

傾き不確実

同安青皿I2bl3c初

越州

白皿Ⅵ12c中

径不確実，粕は薄くて図示できない

傾き不確実，紬は薄くて図示できない

紬の厚みにはムラがある

龍泉腎碗I5bcdl3c中

白碗V412c中

傾き不確実（口縁端部欠損のため）

白皿Ⅸ13c後半

大きな貫入わずかに有

傾き不確実

鮒泉青碗1113C初

径不確実、貫入（外器面下半大きい）有

白皿Ⅷ赤12c中

径は屈曲部で復
4■■■

元， 径、傾きともに不確実，貫入有

白碗Ⅵ12c中

径不確実、粕はごく薄いので図は模式的である

白皿Ⅷ1 12c中

紬はごく薄いので図は模式図的である

傾き不確実

径不確実，紬はごく薄いので図は模式的である

龍泉腎碗I5bcdl3c半

径不確実



第Ⅱ章調査の成果

観察表5 日常器 (国内陶磁器） 観察表7 （金属器

火車・石鍋模倣品）観察表

観察表 観察表10金属器（古銭）

観察表9金属器
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挿図 出土地 器種 残存部位 底径 紬 備考

１
２
３
４
５
６
７
８

－
一
一
一
一
一
一
－

５９１ F区鯛査区内

J－10

H－10．J－10

F－9

H－12

K－9

K－10

F－9

瓶子

国内陶磁器

国内陶磁器

国内陶磁器

国内陶磁器

国内陶磁器

国内陶磁器

国内陶磁器

胴部？底部

口縁

口縁

口緑

口縁

口縁

頚部

胴部下位～底部

(8.4）

にぶい赤褐色

にぶい褐色

黒褐色

にぶい赤褐色

にぶい赤褐色

暗灰黄

にぶい糧

瀬戸

常滑

常滑

常滑

常滑

常滑

常滑

常滑

挿図 出土地 器稲

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
Ⅲ
吃
旧
脚
旧
旧

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

９９１ SD－8

SA－4

A区調査区

SX－4

L－14Pit

K－10

F区調査区

F区調査区

J－13Pitl

SX－1

M－16Pit

SK－162

SD－8

H－10

SK－38

H－12

狩又

狩又？

小札

紡スイ車

釘

釘

釘

釣針

□？

不明

鎌

火打鎌

不明

不明

不明

壷金

挿図 出士地 器種 口径 器高 底径 色調

195-1

２
３
４
５

－
一
一
一

L－9

L－17

調査区内

L－14

K－6

握鉢

握鉢

握鉢

握鉢

握鉢

23.7

33.5

7.2

6.4

7.5

6.9

4.4

灰白

灰黄

灰黄

灰黄

灰褐色

196-6

７
８
９

－
一
一

０
１
２
３

１
１
１
１

－
一
一
一

SD－8

J－10

SD－2

SD－8

J－9

SD－8

B区調査区内

SB-46pit8

握鉢

握鉢

握鉢

狸鉢

播鉢

播鉢

播鉢

播鉢

27.5

2.8

1.8

4.4

1.4

10．5

7.5

11

(14.0）

灰黄

灰

灰黄

灰

灰白

黄灰

灰白

淡燈

197-14

５
６
７
８

１
１
１
１

－
一
一
一

SB-46pit8

B－1

K-14pit内

B区一括

C-1084

溜鉢

摺鉢

摺鉢

火車？

石鍋模倣品？ 4.2

3.1

淡橿，にぶい檀

灰黄

黄灰

にぶい黄横

灰

挿図 出土地 器種 残存部位

１
２
３
４
５
６
７
８
９
加

一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

７９１ SB-50pit9

N-18pit内

ST－60

F区調査区内

D－10

H－10

M－9pit内

A区鯛査区内

J－11

H－9.H－10

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

石鍋

口緑部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口緑部

口縁部

底部

底部

底部

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

８９１ H－5

SD－8

H－9pit内

B区調査区内

SK－36

D区L－116

D区調査区内

SA－4pit6

調査区内

D区鯛査区内

K－15

ST－132

ST－109

p-18pit内

不明

不明

沈子？

沈子？

沈子？

沈子？

沈子未製品？

沈子？

不明

補修具？

補修具？

補修具？

補修具？

温石

図版 週綱名 銭貨名 国名初鋳年(西暦） 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
胴
Ⅲ
吃
旧
澗
幅
旧
而
旧
灼
加
副
塑
四
劉

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

００２ L－9

B区撹乱

D区調査区内

D区調査区内

ST-88内

N16土坑内

D区Pit内

L－9

SD－8

L－9

D区調査区内

A区調査区内

L－18

L－8

D区Pit内

D区調査区内

D区調査区内

L－13

K－8か

D区調査区内

D区調査区内

ST-190内

SD－8

SD－8

開元通賢

口元璽賓

明道元蜜

明道元蜜

皇宋通賓

皇宋通蜜

治平元賢

嬢寧元賢

嬬寧元蜜

元豊通賢

元豊通蜜

元祐通蜜

元祐通蜜

元祐通蜜

紹聖元蜜

紹聖元賢

元符通賀

聖宋元蜜

政和通蜜

宣和通蜜

宣和通賢

宣和通賛

寛永通賢

一銭銅貨

唐621年

唐758年

北宋1032年

北宋1032年

北宋1038年

北宋1038年

北宋1064年

北宋1068年

北宋1068年

北宋1078年

北宋1078年

北宋1086年

北宋1086年

北宋1086年

北宋1094年

北宋1094年

北宋1098年

北宋1101年

北宋1111年

北宋1119年

北宋1119年

北宋1119年

江戸中期

近・現代

背上月

背下月

藻番

藻笹

真書

真密

真番

真書

蕊密

譲番

行曾背上星跡あり

19と2枚接箔

行露

藻脅

蕊書

行笹

藻雷背下月あり

13と2枚接箇

譲笹

分階

藻番

篭雷

綴書

挿図 出土地 器種 重量(9) 備考

200-1

２
３
－
一

L－11pit

F－2

L-11pit内

飯食器

権

鋲

25

34

杯部体澗11.6mm］



第2節遺物

観察表12生産具（砥石・紡錘車・羽口）観察表11生産具（土錘）

観察表13特殊置物（瓦・硯）

観察表14特殊置物（スタンプ・瓦玉）
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挿図 出土地 全長(c､） 幅(c､） 重量(9） 孔径(c､） L P 判定

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

１０２ E－7

M－8

H－9.H－10

G－9

H－9

SK－213

SB－44

L－8pitlO63

SD－2No､111

SD－5

K－7

M－9pitl265

SA－5

SB－53

K-11pit491

G－9

J－9

H-10pit61

H－11

M-12pitl

SD－8

H－10

SX－O1No､49

SK－64

1－11

SB－17

J-8.J-9.K-8.K－9

ST-24流れ込み

4.2

4.4

4.2

4

5.8

5.2

6

4.8

4.6

4.8

4.3

6.1

6.2

6

4.1

3.7

4．3

4．1

5

4．8

4．7

4.9

6.3

6.3

7.3

7.8

6

7.3

1

1.2

1

1．3

1

1.3

0.8

1.2

1．7

1.3

1.2

1．7

1.5

1.7

1.8

1.6

2.3

2．4

3

2．1

1.8

1．8

3．1

2.3

2.6

2.5

4.5

5.2

2

4

2

7

5

5

3

5

9

7

7

16

14

14

10

8

15

18

16

16

13

12

26

21

40

37

26

45

0.3

0．3

0．3

0．4

0．3

0.4

0.3

0.3

0.5

0.4

0.4

0．4

0.4

0．4

0．4

0.5

0.8

0.6

0．5

0.5

0.4

0．5

0．5

0.4

0．8

0．6

2.1

2.4

0．09

0．09

0．09

0．16

0．09

0．16

0．09

0．09

0．25

0．16

0．16

0．16

0．16

0.16

0．16

0.25

0．64

0．36

0．25

0．25

0．16

0．25

0.25

0．16

0.64

0．36

4．41

5．76

4.2

3.7

4.2

4．4

5.8

3.9

4.5

4

2.7

3.7

3.6

3.6

4.1

3.5

2.3

2.3

1.9

1．7

1．7

2.3

2.6

2.7

2

2.7

2.8

3.1

1．3

1．4

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

刺

袋

袋

挿図 出土地 器種 残存部位（c､） 色調

１
２
３
４
５
６
７
８

－
一
一
一
一
一
一
－

２０２ SX－1

SD－8

SB-23pitl3

L－9

N－13

B区鯛査区内

SD－8

K－8Pit内

砥石

砥石

砥石

砥石

紡口車

紡口車

紡口車

羽口

6.7×6.1×1.0

6.1×4.7×1.2

(6.8)×6.7×0.9

横

浅黄横

挿図 出士地 器種 色調 備考

204-1

２
３
－
一

E-8

L－9

SD－8

瓦

瓦

硯

灰白

灰白

暗褐色

挿図 出土地 器種 残存部位 色調 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ｗ
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

５０２ K－7pit内

塑査区内

J－12

J－12

H－12

SB-17pit2

SB-20pitl5

SD－8

G－9

L－13

SD－8

瓦玉

瓦玉

瓦玉

スタンプ付き

Pストーン

Pストーン

Pストーン

Pストーン

Pストーン

Pストーン

Pストーン

輸入磁器見込み部

輸入磁器見込み部

輸入磁器見込み部

1.2×1．1×0．3

1.7×1.6×0．6

1.9×1.6×0．8

2.3×2.0×0.6

3.0×2.7×0.6

3.2×2.9×0.6

4.5×4.3×0.7

高台）にがい黄横

見込み）灰

にぶい黄橿

43.09

28.99

63.19

土師器小皿？
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熊本県深田村灰塚遺跡出土の中世人骨

熊本県深田村灰塚遺跡出土の中世人骨

松下孝幸＊

【キーワード】：熊本県、中世人骨、保存不良、女性

はじめに

熊本県球磨郡深田村字灰塚に所在する灰塚遺跡の発掘調査が1993年（平成5年）から1997年（平成9年）

まで継続され、木棺墓や土壌墓が200基以上も検出された。酸性土壌であったためか、人骨の保存状態は著し

く悪く、人骨はほとんど残存していなかった。

熊本県での中世人骨の報告例は少なく、荒尾市浄業寺（永井、1965)､宇土市緑川（故松野・他、1970)､城

南町尾窪（内藤、1973)､塚原（内藤、1975)､荒尾市杉谷（内藤・他、1978)､興善寺馬場（松下、1980）があ

るにすぎない。尾窪から出土した中世人骨は比較的保存状態も良好で、関東鎌倉の材木座遺跡でみられた中

世人骨の特徴である、長頭'性、鼻根部の扇平性、歯槽性突顎がみられることがわかり、長頭性、鼻根部の扇

平性、歯槽性突顎は関東地方だけにみられる地域的特徴ではなく、日本人の時代的特徴であることを示した

貴重な例である。

本例は、保存状態が著しく悪く、残存量も少ないが、性別を推測することができるものがあったので、そ

の推測結果と残存部分などを報告しておきたい。

資 料

表l資料数（Table1．Numberofmaterials）

成人 幼小児合計

男‘性女』性不明

013 0 4

本遺跡から出土した中世人骨は合計4体で、表lに示すとおり、この4体のうち3体は成人骨で、残りは

骨粉状態だったので、成人骨か未成人骨かは判別できなかった。成人骨のうち'性別を推測できたのはわずか

1体で、これは女性と推定した。成人骨3体のうち2体は性別を明らかにできなかった。なお、各人骨の性

別・年齢は表2のとおりである。

この4体の人骨は、考古学的所見より、中世に属する人骨群である。

なお、性判別については所見の項でそれぞれの個体ごとにその推定根拠を挙げた。

*TakayukiMATSUSHITA

TheDoigahamaSiteAnthropologicalMuseum〔土井ケ浜遺跡・人類学ミユージアム〕
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第Ⅲ章科学分析

表2出土人骨一覧（Table2．Listofskeletons）

人骨番号性別年齢備考

SK-169人骨

SX－6人骨

SK-16人骨

SK-206人骨

不明

不明

女‘性

不明

成人、土壌墓

火葬骨片、土壌墓

成人、木棺墓

骨粉、木棺墓

明
明
明
明

不
不
不
不

所見

SK-169人骨（性別・年齢不明）

残存量は少ない。頭蓋と四肢骨のそれぞれ破片ばかりで、その断端は磨滅を受けている。

頭蓋は前頭骨、左側上顎骨の前頭突起および下顎骨のそれぞれ一部を同定できたほか、頭蓋骨は3cm×

3cm大よりも小さい破片が残存していた。

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

OCPlP
聖_】へⅡ_】

O OOOOC

〔／：不明（破損）○：歯槽開存●：歯槽閉鎖〕

陵耗度はBrocaの2度である。

左側の眼嵩上縁部が残っていたので、眼嵩上孔の有無を観察できた。左側には眼嵩上孔が存在する。

四肢骨は大腿骨か腔骨の骨体の一部と思われる骨片が残存していたが、その他に同定不能の骨片が多数

残存している。

′性別、年齢は不明であるが、幼小児ではなく、成人骨である。

SK-16人骨（女性、年齢不明）

遊離歯冠、上腕骨、大腿骨、腔骨、足根骨および骨種不明の四肢骨片が残存していた。

遊離歯冠は次のとおりである。

〔／：不明（破損)〕

咳耗度はBrocaの1～2度である。

上腕骨は、左側骨体の一部である。計測はできないが、径は小さく、骨体は扇平である。

大腿骨は、左側骨体の内側面が残っていた。計測はできないが、径はやはり小さいようである。

腔骨は、右側の遠位端と左側骨体の一部が残存していた。様態は不明である。

足根骨は、右側の距骨と腫骨が残っていたが、距骨はほぼ完全である。距骨の径は小さい。

'性別は、四肢骨の径が小さいことから、女性と推定した。年齢は不明である。
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熊本県深田村灰塚遺跡出土の中世人骨

SX－6人骨（'性別・年齢不明）

四肢骨の小片2点が残存していたにすぎない。この骨片2点は火葬骨で、骨の厚さから推測して、前腕の

骨の一部であろう。骨質から幼小児ではなく、成人であろう。

SK-206（性別・年齢不明）

骨粉状になって残っていたにすぎない。精査して、これが四肢骨なのか頭蓋なのかを調べてみたところ、

不規則に並んだ海綿質を検出した。これは乳様突起の可能性があり、残っていたのは頭蓋の一部と思われ

る。大きさから幼小児とは考えられない。

要 約

熊本県球磨郡深田村字灰塚にある灰塚遺跡の発掘調査で、土壌墓と木棺墓から人骨が検出された。人骨の

保存状態は著しく悪かったが、解剖学的精査と人類学的観察をおこない、次の結果を得た。

1．人骨は、土墳墓2基、木棺墓2基から合計4体が検出された。保存状態はよくないが、残存骨の骨種の

同定は可能であった。

2．4体のうち1体は火葬骨片で、残りの3体は火を受けていない。3体のうち1体は骨粉状であった。性

別を推定できるものはわずか1体で、女性骨と思われる。今回検出された人骨のなかには未成人を思わせ

るものは存在しなかった。

3．眼嵩上孔は、存在の有無を観察できた1例中l例に認められた（SK-169人骨の左側)。

4．今回出土した中世人骨は残存量も少なく、中世人の特徴である、長頭’性、鼻根部の肩平性、歯槽性突顎

などを確認することはできなかった。
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熊本県深田村灰塚遺跡出土の中世人骨
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、

ヨ

SK-169人骨（性別・年齢不明）

(SK-169，adalutsexandageareunknow）

■■可

SK-16人骨（女性・年齢不明）

（SK-162，female）
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熊本県深田村灰塚遺跡出土の中世人骨

SK-169人骨（性別・年齢不明、成人）

SK-16人骨（女性・年齢不明）

第2図人骨の残存部、アミかけ部分

(Fig.2.RegionsofpreservationoftheskeIeton・ShadedareasarePreserved）
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1．試料と方法

No．

1

2．測定結果

試料名

No．1

試料の種類

炭化物

l4C年代

(年BP）

900±40

SK－Z⑪5自然科学分析

株式会社古環境研究所

I・出土試料の放射性炭素年代測定

前処理・調整

酸一アルカリー酸洗浄

ベンゼン処理

613C

(%｡）

-27.1

補正l4C年代

（年Bp）

870士40

測定法

β一線計数法

暦年代 測定No．

Beta-

交点ADll95114886

2ぴADlO40TOl260

1ぴADll65TOl225

(2‘：95％probability，1‘：68％probability）

1）l4C年代測定値

試料の,4C／l2C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した値。l4Cの半減

期は5,568年を用いた｡

2）613C測定値

試料の測定'4C／'2C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／l2C)｡この値は標準物質（pDB）

の同位体比からの千分偏差（%｡）で表す。

3）補正l4C年代値

313C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、l4C／l2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中l4C濃度の変動を補正することにより、暦年代（西暦）を算出

した。補正には年代既知の樹木年輪のl4Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年BPより古い

試料には適用できない。

5）測定No．

本試料の測定は、BetaAnalyticlnc．（Florida,U､S､A）において行われた。

Beta-は同社の測定No.を意味する。
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Ⅱ、出土炭化材の樹種同定

1．試料

試料は、SK－205より出土した多数の炭化材より、無作為に選び出した炭化材4点である。出土状態は

床直に敷き詰められた状態であった。

2．方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡によ

って75～750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

3．結果

結果は表lに示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

表l灰塚遺跡出土炭化材の樹種同定結果

樹種（和名／学名）試料

属
属
節
属

亜
亜
デ
亜

ヘ
ン
、
ン
、
ン
ヘ
ン

ガ
ガ
ヌ
ガ

カ
カ
イ
カ

ァ
ア
属
ァ

属
属
デ
属

一
フ
ー
プ
シ
ー
フ

ナ
ナ
マ
ナ

コ
コ
ケ
／
．

Quercussubgen､Cyclobalanopsis

Quercussubgen､Cyclobalanopsis

Carpinussect､Carpinus

Quercussubgen,Cyclobalanopsis

１
１
ワ
臼
ｎ
ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

No.4

a･クマシデ属イヌシデ節C仰inussect､Carpinusカバノキ科図版l

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは数個放射方向に複合し、全体として放射方向に配列する放

射孔材である。集合放射組織が見られる。

放射断面：道管の穿孔は、単穿孔である。放射組織は同性である。

接線断面：放射組織は、同性でl～3細胞幅のものと、集合放射組織からなる。

以上の形質よりクマシデ属イヌシデ節に同定される。落葉の中高木で、北海道、本州、四国、九州の山

野に分布する。

b・コナラ属アカガシ亜属Quercussubgen,Cyclobalanopsisブナ科図版2．3

横断面：中型から大型の道管が、l～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、径1．5m以上に達

する。材は堅硬で強靭、弾力'性が強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

－247－



第Ⅲ章科学分析

4．所見

同定された樹種は、コナラ属アカガシ亜属およびクマシデ属イヌシデ節であった。コナラ属アカガシ亜

属は照葉樹林の主要構成要素であり、クマシデ属イヌシデ節は温帯に広く分布する樹木である。なお、い

ずれの試料も金属顕微鏡下で、著しく反射光を示し、熱により炭化生成された炭化材である。

参考文献

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p，20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，文永堂出版，p、49-100.
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横断面

1．No.3

放射断面 接線断面:0．4mm :0．2mm :0．2mm

クマシデ属イヌシデ節

鱗I

I職

脅
尋
＃

灘
ｑ
、

誼

聯繍#｡

『

接線断面：0.2mm放射断面横断面

2．No．1

:0．4mm;0．4，，1

コナラ属アカガシ亜属

I

接線断面横断面：0．4mm放射断面：0.2mm

3．No.2コナラ属アカガシ亜属

Ⅱ、出土炭化材の顕微鏡写真
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SX－5炭化材の同定

1．試料

試料は、SX－5内から出土した炭化材である。

株式会社古環境研究所

2．方法

試料を割折して新鮮で基本的な3断面（木材の横断面・放射断面・接線断面）をつくり、生物顕微鏡に

よって75～600倍で観察した。樹種同定はこれらの試料標本をその解剖学的形質および現生樹木の木材標本

と対比して行った。

3．結果

結果を以下の表に示し、同定の根拠等を記載する。また、各断面の顕微鏡写真を示す。

試料番号 樹種（和名／学名）

No.1 タケ亜科Bambusoideae

タケ亜科Bambusoideaeイネ科図版l

横断面：基本組織である柔細胞の中に並立維管束が不規則に散在する。並立維管束は木部と師部から

なり、その周囲に維管束鞘が存在する。

縦断面：柔細胞および維管束、維管束鞘が拝軸方向に配列している。以上の形質よりタケ亜科に同定

される。

参考文献

島地謙・伊東隆夫（1982）図説木材組織地球社．

島地謙ほか（1985）木材の構造文永堂出版．

日本第四紀学会編（1993）第四紀試料分析法東京大学出版会．
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横断面一：0.2mm

1．No.1タケ亜科

横断面 :0．2mm

SX－5出土炭化材の顕微鏡写真
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第1節遺構と遺物

第Ⅳ章考察

第1節遺構と遺物

1遣構

SB（掘立柱建物）においては、l間×2間～5

間×6間と多様な掘立柱建物が検出されたが、2間

×3間が最大数で20棟を数えるが、本遺跡の掘立柱

建物では小規模の類になる。遺構は重複しているこ

とから全てが同時期に存在せず、時期による変遷が

想定されるのであるが、この内容については次節で

述べる。

特長が見られる柱穴があり第206図に提示した。

1．2は柱を根固めするように柱穴から粘質土が検

出された。1は調査F区SB群に見られ、2の形態

は調査E区の竪穴住居で確認された。3（写真図版

8No.28.30）は礎石を持つ。この3は調査D区

のSB－47～60の密集区に見られる。

また23基のSH（竪穴住居）が検出されたが、調

査E区から検出された4基の竪穴住居は土師器が出

土しているが底部切り離しは糸切り技法で、この技

法時に竪穴住居が存在していたことになる。土師器

は坪とⅡであり、坪は口径13～14cm・Ⅲは6～9cm

台の範嬬である。とくにSH－23は坪とⅡの2枚ず

つのセット関係で、その出土状態は重なった状態で

の出土であり、また故意に口縁部に刻みを持たせた

もので、これは廃棄儀礼の一種か。この坪と小坪の

2枚ずつのセット関係はSK（土壌墓）-169でも

見られた。この調査E区はSD（堀）が周囲を巡っ

鰯
2

Ⅶ
第206図Pit形態図

ていると想定される範囲外である（図213参)。SD

内には同時期のSB（掘立柱建物）の存在も想定さ

れることから、住居という概念では同時期に異なる

遺構が存在していたことになる。

SK（土壌墓）は214基が検出されたが、調査C

区に集中が見られここが墓域の中心と想定される。

ここでは他とは異なる土壌墓について述べてみたい。

SK－205は調査E区の南東端にて検出されたが

死床面に砕いた木炭を敷き詰めた遺構であった。木

炭は分析によりクマシデ属イヌシデ節とコナラ属ア

カガシ亜属が検出されたが、この両種は薪炭材の材

料であり特にクマシデは木炭として上等品が得られ

るとある。この木炭の目的についてであるが、木炭

は古墳時代の木炭榔の使用例がある。これは火葬の

変形ではなく、死体の防腐と浄化の目的であろうと

いわれる。木炭は純炭素に近く、且つ強い吸湿‘性を

持ち保水性の強い物質であることから、SK－205

もその使用は上記の目的であったと思われる。この

土墳墓は輸入磁器の供献が認められ、またSA－ll

はこの遺構と近接していることから、遺構を意識し

た柵である。この遺構は明らかに他の土壌とは異な

りその位置的なことからでも「屋敷墓」と規定され

る遺構であろう。この「屋敷墓」は「屋敷」との有

機的な関係が指摘されている。このような‘性格を持

つ土墳墓は供献物の内容から他にSK－206が該当

する。従って本遺跡は大別すると2時期の区分がで

きる。遺跡の時期的な問題については「屋敷墓」の

時期は伝世の強い輸入磁器ではあるが、これらの出

土からSK－206がlOC前半・SK－205がl2C前半

との遺物が伴献物としてあることから、これらの時

期に遺跡は存在し、また他の土壌墓としての条件と

してC類の供献物を提示（第194図第14表観察

表4参）したが、12～l3Cの範晴であったことから、

遺跡のピークをこの時期に想定した。

土墳墓の区分は第207図に提示した。これは飽く

まで検出された形態を分布化したものである。SD

－8を挟んで西側に集中区が見られ、ここを墓域と

想定した。また死床面にシラスを持つ土壌は遺跡中
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●木棺
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第207図土壌墓（SK）分布図

央よりやや南に集中している。階層的なことでもあろうか。本遺跡では多数の土墳

SK－207は4～5C・SK－206はlOC前半.墓が検出されたが、階層的なことでもあれば、埋葬

SK－205はl2C前半のように土塘墓にも時期差が されなかった人々も存在したか。

あり、切り合いがそれを肯定するが、供献物の存在

や木棺の有無などの形態の差異は時期差もあるが、 2遣物
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第1節遺構と遺物

引一吟

級
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0 10 ｜器 図唾

第208図地割り図

土師器は本遺跡最大の出土物であるが、破損が激

しく完形資料には多くは恵まれなかったが、反転復

元等により情報を得た。底部切り離しがへラ切りと

糸切りに大別でき、この移行期を球磨郡ではl2C後

半～13C初頭と想定されている（美濃口1994年)｡廃

棄儀礼等にも使用されたと思われ遺構の時期設定の

資料となる。資料は坪・小坪・碗・皿に分類できる。

須恵器は下がり山窯跡（球磨郡錦町所在）の第1

期と比定されている9C代の遺物が中心に見られる。

これにより本遺跡は消費地の一つと想定される。遺

構に伴う須恵器はSK－45の瓶で、これにより9C

の遺構と想定される。

黒色土器は無高台碗がSB－70より出土している

が、他は高台付きである。第188図2は輸入磁器越

州のⅡ類の模倣で9C頃か。また第188図3は高台

が長脚気味で県北～中央の10C末前後に比定される

か。この黒色土器は伴う遺構はなく、注目していた

土塘墓の供献が見られなかった。

本遺跡では生産を示唆する遺構がある。SX－5

は楕円型を呈し、埋土と床直上より出土した川原石

（砂岩）の状態から精練炉である小型竪型炉と思わ

れる。また鉄製品だけでなく、鉄鐸・羽口の遺物出

土にからでも、本遺跡での鋼生産が行われたことは

明瞭である。また鉄鉱鐸分布（第203図）でもSX

－5周辺の集中が見られる。しかしSX－5は小型

の炉であり、本遺跡では1基が確認されただけであ

るが、鋼の取り出しでは上部を破壊して、これを取

り出すが、また上位を構築すると再操業が可能であ

る。本遺跡では鉄鉱鐸が総量で10.1kgが出土した。

1999年12月6日に県立装飾古墳館が試みた「古代た

たら復元」の結果から鋼と鉄鉱鐸の割合はl：3～

4であることから、少なくとも3～4kg以上の鋼生

産は行われていたことになる。またこのように直接

に鋼を得る直接製鋼法があるが、また第199図鉄13

のような不明鉄片の出土から、間接製鋼法も想定で

きる。数点の鎌・釣針など農耕・漁携に使用された

生産具や鉄雛・小札など武器や、また武具の出土か

ら武士団の存在も想定させる。また炭化材の竹の検

－255－
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第209図庇付建物配置図

出であるが、竹はたたら操業においては炭材質とし

ては不適切で、使用するは羽口への送風パイプとし

ての可能性がある。またSX－5は銅片が埋土から

出土している｡本遺跡近在に江戸中期の創業(昭和29

年採鉱中止)の深田銅山があり、銅鐸(写真図版4

No.11)の出土もあることから銅生産の可能性をも

示唆するか。

土錘は漁携の網漁に使用されるもので、土錘はそ

の材質の変化はあるがその発生時から現代まで形式

変化があまり見られないことから、民俗例から形態

－256－



分析により刺網系が中心となった。近接する球磨川

での川漁で使用されたものか。そもそも生産具はそ

の対象となるべき漁携や農耕等に変化が生じた時に

形式変化があるといわれ、生産具の変遷は非常に難

しい。変遷という縦軸ではなく、分類という横軸で

捉えた。SX－4（不明遺構）出土の士錘は良好な

一括資料と考えられる。

第2節遺跡と環境

1遺構のグルーピング

本遺跡の検出面は本来の生活面ではなく、上層を

撹乱されているため基本士層第3層での検出であっ

た。従って通常の遺跡のように層位などで時期を決

定することは困難な状況であったが、いくつかの条

件から変遷を考慮したグルーピングを試みた。

地形図（第208図）から耕作地の状態を観察する

と、地割りが堀(SD－8）の存在を想定させる。ま

た柵状柱列と対比することから遺跡の廃棄がその後

耕作に変容していることを示唆する｡堀(SD－8）

と柵状柱列(SA－4．5）は遺構の最終期であるか。

調査F区の掘立柱建物は検出時に新旧関係が確認

された。SB－71＞73＞72という関係である。SB

－72はこの調査区にSB－75．76という2間×3問

という同一規格の遺構が3棟ある。またSB－73は

77と方位軸が同位である。そしてSB－71は多くの

重複が見られ、これにより単独の遺構である。他の

SB－70．74．76は方位軸が同位で出土した遺物は

SB－70より黒色土器出土から遺跡でも古時期に相

当する。従って調査F区はSB－71（Ⅳ）＞73．77

(Ⅲ)＞72．75．78(Ⅱ）＞70．74．76（1）という4時

期が想定される（第210図)。これを柱間隔で提示す

るとSB－71(1．8m)＞73．77(1．7m－7．8m)＞72

・75．78(2.8m-2.4m-2.5m）＞70．74．78(2.1

m－2．4m－2．0m）となり､本遺跡では「短＞長」

という柱間隔で新旧関係を想定することができる。

これを基本に調査A・B・C．D区内を大別した。

この範囲は周囲を掘で区画されていると想定され、

まず重要な遺構として庇付建物があり、庇はその方

向に遺跡の中心があるといわれることから、これを

提示した（第209図)。これにより、SB－23とSB

第2節遺跡と環境

-47～60の調査D区の密集地がそれに該当すると思

われるが、庇付建物は重複しているため、これを中

心にグルーピングを試みた。またSD－8の西側に

位置するSB－66は2問×3間で身舎面積38.4㎡で

ある。柱間隔の平均2.75mで本遺跡の掘立柱建物中

では柱間隔が広く、このSB－66は近接しているS

H－9と覆土が酷似していると調査員の所見がある

ことからSH－9と同時期か。

I（第211図）

庇付建物で最大の柱間隔を持つSB－23があり、

柱間隔はSB－47の2.86mを最大としSB－64の

2.42mまでの範囲である。庇付きのSB－20は柱間

隔からではこのIに該当するが、同じ庇付きのSB

－31と重複しているが、SB－20はⅡとした。また

SB－32と23は近接しているがこのIに配置した。

Ⅱ（第211図）

ElO～15Wの方位軸の建物群で柱間隔は1.9m-

2.2mの範晴である。SA－8の南北ラインにSB

－40が対応することからSA－8・SA－9もここ

に配置した。ⅡのSB群は柱間隔1.95-2.2mの範

晴になり、D区密集区はSB－49．55．56．57がこ

れに該当するなど、Ⅱは遺跡で最も充実する。また

SB－4からはl2C前～l3C中の輸入磁器を出土し

ている。

Ⅲ（第212図）

方位軸がE20～30Wの建物群で2期より北にやや

振れる。小規模の建物が多い。SB－41．34．36が

該当することからSA－lを設定した｡柱間隔に1．6

m－2．2mとばらつきがある。

Ⅳ（第212図）

柱間隔1．8m前後の建物群で、D区SB密集区は

50．53．54．55．59．60が該当し、庇付きはSB－

42がある。切り合いではあるがSB－61．62の建物

群にSA－4．5が付随すると思われる。またこの

SA－4．5は前述した調査前の地割りラインに該

当する。

以上から最低でも4のグルーピングが想定される。

2「屋敷」について

本遺跡には調査C－D区に南北に延びる堀（SD

－257－
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－8)が確認されたが､この溝は近年まで農道として

使用されていたことから､調査A区を分断する農道

とC－D区とE－Fの境界の農道と村境を堀の痕跡

と想定したならば､南北約160m･東西約100mの長方

形堀を形成する｡橘田正徳氏が｢屋敷墓試論｣の中で

｢溝･柵を巡らし意図的に区画によって他と区別した

建物群｣を｢屋敷｣と定義していることからここでは

前後するが｢屋敷｣という呼称を使用する。「屋敷｣は

この長方形掘の範囲内に形成される｡(第213図）

また遺跡東側である須恵村方面を拡大した地形図

が第214図である。この範囲は本遺跡の調査区外で

あるが関連調査の必要から地形測量を行った。遺跡

東側の須恵村との境界である村道に沿い長さ約80m

･高さ約2mの盛土が存在する。これは断面A－A′

・B－B'からでも二重の盛土であることが図化で

も確認されている。この盛土は土塁と想定され二重

の土塁である。盛土間には窪地があることから館を

巡る堀はこの窪地にも認めれられる。士塁の南端に

は小道が存在し、クランク状を呈しながら、県道33

号線に出る。この県道は球磨川に沿っており、この

県道から球磨川までの数本の小道が存在し、聞き取

りによりそのいくつかは旧船着き場であった。この

士塁は調査B・D区の東側に位置する。本遺跡の復

元を試みる一つの材料として、遺跡周辺地形図に遺

跡東側（須恵村方面）を組み合わせた広範囲の地形

図を作成した。（第215図）

また本遺跡より直線で約9kmに「尼が土手｣遺跡

がある。この「尼が土手｣遺跡は鎌倉初期「西村地頭

職」を「狼籍之答」によって召し上げられた「須恵後

家｣居住していた館の跡で遺跡は東西366m･南北486

m-531mとなり外周総計4,486m-4,574mとなる

(渋谷1981)。本遺跡と「尼が士手｣遺跡の規模及び

土塁比較したのが第216図である。形状は類似し規

格はl：3である。また土塁は残存部であるが断面

からでは山形状の頂点を持ち緩やかに傾斜部する。

士塁1．2は本遺跡で3～5は「尼が土手」遺跡で

ある。「尼が土手」遺跡では緩やかな傾斜の方向が

遺跡「内」で山形状が遺跡｢外」である。本遺跡土塁

附近の地形は東側に緩やかに傾斜しているが､｢尼が

土手」遺跡類例から本遺跡に近接する土塁は遺跡に

第2節遺跡と環境

伴うものではなく、この土塁が西側になる「館」の

存在も想定される。また「尼が土手」遺跡にて土師

片第216図6が表面採集(潰田智美）され､器形は不

明であるが底部は糸底が確認できる。肉眼観察であ

るが本遺跡出土の遺物と胎土･焼成等酷似している。

3環境

第214図から本遺跡の北東方向に約4,500㎡の畑地

が存在するが、ここに幅6～7m・深さ5～6m程

の堀切状の地形（トーン10％で提示)が見られる。台

地を区画するように存在することから自然地形とは

考えにくく、遺構としての可能性が高い。台地上か

らは輸入磁器破片・土師器片が採集された。また第

218図は深田村提供の小字図に聞き取りにより微小

地名を加味したものである。地名には「馬場」・「馬

場田」・「陣」・「下屋敷(シモヤシキ）」・「元屋敷(モ

トヤシキ)」・「覚井(カクイ)｣などが存在する。これ

らの地名の成立時期は問題であるが館との関連を想

定させる。また本遺跡と直線距離で約600mに位置

する須恵村沖松遺跡(熊本県文化財報告書第154集）

では歴史時代の遺構として掘立柱建物・竪穴住居跡

が検出されている。従って本遺跡の存在していた時

期にこの灰塚遺跡だけでなく周囲に同様の性格を持

つ遺跡の存在の可能‘性は高い。

第217図は昭和38年10月3日撮影の空中写真（国

土地理院空中写真複写）である。本遺跡の南東、球

磨川の対岸の田園は菱形状の地割りが見れる。条里

地割りの痕跡と思われ、条里の方向はN38Wである。

またこの条里跡と本遺跡の直線上には勝福寺古塔碑

群がある（熊本県遺跡地図509-028)。この古塔群

は球磨郡最古銘（弘安4年1281年）をはじめ県内

有数の古塔碑群であるが、この勝福寺の建立・菩提

主は不明であるが、「屋敷」の継続期間に、この勝

福寺古塔碑群は存在している。

4遺跡の諸課題として

本遺跡の位置は現在では深田村所在であるが、須

恵村境界に位置する。この「屋敷」期は深田村周辺

を領地の一つとした「平河氏」と須恵村周辺を領地

の一つとした「須恵氏｣があげられる。本遺跡の｢屋

－261－
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第2節遺跡と環境

二，弥五郎頼氏）の資料を見出した。「青蓮尼」と

は藤原家基須恵小太良の娘で後に相良頼景の後妻と

なる人物である。須恵村陣は本遺跡に近接していて

おり、参道らしき痕跡も伺える。（第214図参）以

上のことから本遺跡の館主は木崎氏の指摘にあるよ

うに「須恵氏」の可能性が高いが、今後さらなる実

証のためには、これから本遺跡を巡る周囲の総合的

敷」主の問題であるが、「屋敷」内の掘立柱建物は

南北軸が中心であることから、「屋敷」を巡る堀の

長軸が機能的に正面であろう。また地形図では西側

から東側に緩やかに地形が形成されることと「屋

敷」内には墓域が西長軸側に存在することから「屋

敷」は正面は東軸と想定される。東側は現在の須恵

村である。この点に注目した木崎氏は「須恵深田領

陣村浄連寺昔日御牌所也此浄連寺ハ青蓮尼ノ建

立｣(胴誠猫集覧巻之一上相良多良木連続之次第第

な検討も必要であろう。

尼が土手

竃制り-

灰塚遺跡

0 20伽

｢

灰塚遺跡と尼が土手の位置と比較（熊本県灰塚遺跡における中世居館跡より）

､曇需羅雷w黙認罵駕鰯W蕊覇 3

I

"弱悪癖覇蕊蕊蕊 4
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灰塚遺跡土塁

尼が土手土塁

（尼が土手調査報告書より）

「尼が土手」遺跡採集土師器

1．2

3～5
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第216図灰塚遺跡と「尼が土手」
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第217図遺跡周辺空中撮影
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この地図は、熊本県知事の承認を得て5,000分の1

の森林地形図を複製（縮小）したものである。

(承認番号林政第687号・平成10年9H7日）

第218図遺跡周辺

0 500m

’遺跡周辺地名
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